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プロローグ　今後の二人




　教会騎士遠征が失敗してから半年が経過した。

　その間にヤンは大きく変わっている。

　例えば新しく作られた教会の司祭が、不審者に襲撃されて死亡してしまう事件があった。ちなみに犯人は見つかっていない。動機も不明のまま。金に汚い司祭だったので、恨みを買ったんだろうなんて噂が流れていた。

　すぐに殺された司祭の代理が派遣されたのだが、なんとその人物がエレノアだったので驚きだ。

　教会騎士遠征から戻った後に、奴隷の首輪は外してもらえたらしい。カリウス三世は死んだし、誰も反対しなかったのだろう。ケガも治ったようで今までどおりに元気な姿を見せてくれている。

　冒険者ギルドのほうにも変化があった。ソフィー暗殺未遂の件をチラつかせたゼルマがギルド長のロイを脅し、見せしめに処分させた治安を乱す冒険者の生首を、丸一日ギルド本部に飾らせたらしいのだ。

　その中には冒険者ギルドが大切に育てていた勇者候補もいたのだが、一切の慈悲はなかった。


敵に回すと恐ろしい女である。




もうロイはゼルマに逆らえないだろう。



　他にも衛兵団の人員を大幅に増やして治安維持を強化し、毎日のように犯罪者どもを摘発している。薬物の密売や人さらいなど厄介な事件も増えているようなので、頑張ってほしいところだ。




◇　◇　◇




　ある日の夜、今後のことを話し合うためにソフィーを俺の部屋に招待していた。

　テーブルを挟んで、お互いに向き合う形で座っている。

　近くの窓から月明かりが差し込み、夜だというのに明かりをつけなくても顔が見える状況だ。

「教会の脅威は去った。もうソフィーは安全だろう」

「ラルスさんにちょっかいを出す余裕もなくなったでしょうし、私たちにとって都合のよい結果になりましたね」

　小さく微笑みながらソフィーは同意してくれた。

「だから、ゼルマに協力する必要もなくなった。騎士を辞めてもいいと思っているのだが……」

　後の言葉が続かず、待っていたソフィーは首をかしげながら質問をする。

「何を迷っているんですか？」

　俺のわがままにソフィーを付き合わせていいものなのか悩んでいたが……。そろそろ言わなければならないだろう。


重い口を開くことにした。



「俺が騎士を辞めてゼルマが当主争いに負けたら、ヤンはどうなるかわからない。その不安が残っている」

　ヤンが適切に運用されているのは、ゼルマの力が大きい。エルラー家の現当主や兄たちは、過去に住民を入れ替えるといった暴挙を実行しようとするほど現実を、いや人間の心理をわかっていないヤツらばかりだ。

　俺はゼルマに多大な貢献をしてきた自負があるので、俺が抜けることでゼルマが足元をすくわれないか、その結果、ヤンの住民が不幸になってしまうのではないかと気になっているのだ。

「確かにゼルマ様だからこそ、今の状況がありますからね。巡礼中の信者と少し話したんですが、最近は貴族の横暴が目立っていて、ヤンのように治安が維持できている場所は珍しいようです」

　俺も衛兵団にいるガンダルや冒険者ギルドの受付嬢から話を聞いたので、大まかな状況は把握している。

　ずっと教会の顔色をうかがいながら領地を運営していた反動なのか、貴族どもが欲望を満たすために好き勝手やっているらしい。

　そんな中、ある種の潔癖さを持っているゼルマが振るう手腕は、理想の統治者のものと言ってよいだろう。

「ソフィーと一緒にノンビリと暮らしたい気持ちはある。が、俺の好きなヤンを見捨てていいのか、ずっと悩んでいるんだ」

　親父やヘルミーネ、ガンダルといった友人たちがヤンに住んでいる。俺とソフィーだけが幸せならそれでいい、とはいかない。

　冒険者になって旅立ったオルレが帰ってきたとき、ヤンが荒廃していたら申し訳ないしな。

「ヤンのみなさんにはいろいろとお世話になりました。私は、その恩を返したいと思っています」

　すべてを救えるとは思っていないが、見捨てられない人間はいる。

　二人だけでは幸せに生きていけない。

　周囲の友人たちも大切なんだ。

「だったら二人でヤンを守ろう。俺は騎士を続けてゼルマをサポートする予定だ。ソフィーはどうする？」

　ゼルマに仕える神官、それがソフィーの立場だ。俺が騎士を続けるならソフィーも同じ行動をとると思うが、確認のために質問をした。

「私は神官を続けながら、保護した双子を教育したいと思っています」

「双子……？　あの子供たちか……」

　志願兵として使い捨てられるところをソフィーに助けられた姉弟は、気の強い姉がエミリアで、気弱というか慎重な弟がクンスという名前らしい。今は、エレノアが司祭を兼任するヤンの教会で育てられている。

　本人たちは嫌がっていたが、ソフィーのお願いは断れずに受け入れたようだ。当然のことだが、食費などはソフィー個人の資産から寄付という形で支払われている。

「はい。傷ついた心と体を癒やし、自立できるよう、責任をもって教育したいと思っています」

　二人とも聖魔法の適性はないが、エミリアのほうは魔力を持っている。ソフィーの護衛として同行しているローザから、魔法の基礎を教えてもらっているようだ。また同時にアルマから武術も習っているようで、将来は俺のような魔法と剣の両方が使える戦士に育てたいらしい。

　身寄りのない子供がこの世界を生きていくには、他者を圧倒するような暴力的な力を身につけなければいけない。どうやら双子の姉は、それを手に入れられるようだった。

　あとは他人に騙されない知識があればいい。それは弟のほうが担当するのかな？

「双子の面倒を見る話は、ゼルマにもしたのか？」

「はい。少し渋い顔をされましたが、反対されませんでした。強く言えば私が離れてしまうと思ったのでしょう」

　俺たちをつなぎ止める理由がなくなってしまったから、残ってくれるのであれば多少の不利益は受け入れることにしたのか。

　そういった合理的な判断ができるからこそ、ヤンにダンジョンがあり続ける限り、代官としては信頼できる。

「しばらくは、こうやって会う時間も作れそうにありません」

　ようやく落ち着いたというのに、二人でいる時間がないと申し訳なさそうにしていた。

「俺たちが心置きなく幸せに生活するために必要なことなんだから、気にする必要はないよ」

「ありがとうございます。今度、必ず時間を作りますので、エレノアさんと三人でお茶をしましょうね」

　なんでエレノアの名前を出したんだ？　普通は二人で、となるんじゃないのか⁉

　なぜかわからないが、ソフィーは俺とエレノアの仲を取り持とうとしている。俺にはソフィーだけがいればいいのに、エレノアとも付き合えと言いたいのだろうか。

　教会が一夫一婦制を推奨しているわけではないが、これは貴族や豪商といった金持ちが自由に女遊びできるように配慮しているだけで、実際は生活費や嫉妬などの問題で一夫一婦制を採用する夫婦がほとんどだ。

　ソフィーがやっていることは、平民の常識から大きく外れている。

「俺はいいけど、ソフィーは大丈夫なのか？」

「はい。エレノアさんは命を張って誠意を示してくれました。私にはその気持ちに応える義務があります」

　二人の間で何か約束があったのだろうか。

　今は聞いても答えてくれないと思うので、いつか教えてくれることを期待しよう。

　そんなことを考えていた。




　今晩は久々に親父の店に行こうと思い立ったので、一人で屋敷を抜け出して少し暗くなった道を歩く。

　衛兵団はちゃんと仕事をしているようで、歩いている人々の表情は明るく、誰かに襲われる心配をしているようには見えない。少なくとも表通りについては、今まで以上に治安が良さそうだ。

　親父の店に着いたのでドアを開けて中に入る。相変わらず人気のようで店内には活気があり、テーブル席はすべて埋まっているようだ。もわっとした熱気と、酒臭い空気も変わっていない。壁や床は年季が入って色あせている。


酒場はこうじゃなきゃな。



　今日は剣だけ持ってきており鎧は着ていない。騎士には見えないはずなのだが、俺が入った瞬間に少し緊張感が走ったように感じた。

　親父がいるカウンター席に座って、エールをもらってから飲み始める。

「よう親父、元気にしてたか？」

「久々じゃねぇ……じゃないですか」

　なんだそれ。


親父が気持ち悪い愛想笑いと同時に、慣れない敬語を放った。



「今日はプライベートで来てるんだ。普通でいいぞ？」

「いやいや、お前は結構な有名人だからな。そうはいかないって！」

　知らない間に俺の名前が広がっていたようだ。心当たりは多数あるが、平民が知るような機会はなかったはずだ。発生源が気になる。

「誰が噂を広めている？」

「エレノア様だよ！　朝のお祈りに行くとお前の素晴らしさを語るんだよ。興味がなくても覚えちまうッ！」

　…………嫌な予感しかしない。

　口元が引きつるのを感じた。

　話しながら、さらにエールを飲むと質問する。

「いったい、どんな話をしてるんだ？」

「他人を思いやれる高潔な騎士で、わたくしとソフィーは何度も救われました。わたくしたちの勇者様です、とかだな」

「ブフッ」

　思わず口に含んでいたエールを吹き出してしまった。

　想像の斜め上をいく内容だ！

「きたねぇなっ‼」

　親父が怒っているものの、それどころじゃない。高潔な騎士という噂を流されるだけでも驚きなのに、勇者様とは！

　ソフィーの名前も出しているので、エレノアの独断とは思えない。二人が俺を追い詰めに来やがったッ‼

　聖女と元聖女にそんなことを言われたら、粗野な行動なんてできないじゃないか！

「悪い、悪い。とんでもない発言を聞いて驚いたんだよ」

「お前、ヤンの中ですげー噂になってたのに気づいてなかったんだな。鈍いのも大概にしろよ」

　最近はゼルマの護衛や訓練で屋敷に引きこもっていたから、ヤンでの出来事はソフィー経由で仕入れることが多かった。なぜか彼女が黙っていたので、俺は気づかないでずっと過ごしていたというわけだ。

　これほど重要なことを伝え忘れるだなんて、慌てん坊だな……。

「ああ、ずっと知らずに過ごしていた」

「それは、よかったのか、悪かったのか……」

　渋い顔をした親父が腕を組む。

「ヘルミーネやガンダルの坊主も噂を流すのに荷担しているから、今更なかったことにはできん。諦めるんだな」

　勝手にイメージが作られていく。悪いことではないんだろうが、恐ろしさを感じてしまう。話題を変えよう。

「なあ、親父の店は二号店出せたのか？」

　俺が先ほどの話を続けたくないことが伝わったのだろう。一瞬だけ怪訝な表情を浮かべた親父だったが、話題に乗ってくれる。

「当然だ。貴族様の後ろ盾があるからな。もう営業しているぞ」

　ゼルマが資金を提供するという話だったが、ちゃんと約束は守っているようだ。恐らく土地を購入する際の交渉にも名前を使えただろうし、順調に進んだことだろう。

「二店舗も持つ豪商になった気分はどうだ？」

「豪商って……お前、それは言い過ぎだろ。それに二号店は、うちでウェイトレスをしてた移住者の家族に任せてるから、経営にはほとんど関わってない。今までと変わった感覚はないな」

　そういえば、ソフィーやローザが抜けた穴を埋めてくれていた二人の女性がいた。店内で見かけないなと思っていたら、二号店のほうで働いていたのか。

　ここの酒場兼宿屋は昔からあるので、馴染みの行商人や、地元住民の利用が多い。移住者もたまに来店するが居心地は少し悪そうにしていた。

　そんな状況は継続させたくない。そこで親父は、移住者たちが楽しめる酒場として二号店を用意したのではないか。


話を聞いてそう感じた。



「移住者に気を使ったのか？」

　親父の動きが止まる。


俺の推測は当たっていたようだ。




ケンカして憎しみを募らせるより、お互いに分断して生活したほうがマシなのかもな。



「知るか」

　照れくさそうに頭をかきながら、店内のほうに顔を向けると黙ってしまう。

　男が照れてる姿なんて見ていても楽しくないんだがな……。

「行商人から聞いたんだが、最近は各地が荒れてるみてえだな。国境周りがきな臭いらしい」

　気になる話だったので、話題を変えたことに突っ込むことはしない。

「戦争でも起こるのか？」

「わからん。だが、小競り合いぐらいはありそうだ」

　貴族様が己の欲望を満たすために好き勝手に動き回っている話は、ソフィーからも聞いている。

　人間とは単純なものだな。すべて、カーリンの狙いどおりに世界が動いている。

「他にも各地で増税が行われたとかで、商人どもは大変らしいな」

　信者を守るためという名目で、貴族に一定の圧力をかけていた教会の力が及ばなくなった。仕方がなかったとはいえ、世の中が悪い方向に動いてしまっていることに少し罪悪感を覚えてしまう。

「ヤンの税率は変わってないし、さらに発展までしてるもんだから、ゼルマ様の評判はすごく上がってるぞ。仕えている主人が褒められてお前も誇らしいんじゃないか？」

　素直にうんと言えればいいのだが、ゼルマが混沌とした世界を望み、これから戦いを仕掛けることを知っているので何も言えない。

　また仮に伝えられたとしても、平民である親父は別の領地に移動なんてできないので、無駄に不安にさせるだけになる。それなら少しでも長く、ヤンは平和だと感じてもらっていたほうが幸せだろう。

「まあな」

　久々に親父と話したことで、改めていろいろと決意が固まる。

　その日は遅くまで親父やヘルミーネ、途中から参加したガンダルと深夜まで語り合うことにした。


クルトのダンジョン





変な噂話を聞いたぐらいじゃ生活は変わらない。ゼルマが住んでいる屋敷で、のんびりと過ごす日々を繰り返していた。




朝から訓練して、終わればソフィーとおしゃべり。少し前までは考えられないほど平和な生活ができていた……のだが、ゼルマに呼び出されて終わってしまう。



「本家の屋敷に戻れと連絡が来た。ラルス、一緒に来い」

　詳しく聞いてみると、どうやら次期当主候補全員に呼び出しがあったらしい。当主の代替わりが近づいているようである。

「いつですか？」

「明日だ。すぐに準備しろ」

　また急な話だな……。断れる内容ではないので、受け入れるしかない。

　すぐにゼルマの執務室を出ると準備を進め、翌日には慌ただしく出発することになった。

　目的地は本家がある屋敷。


クルトを経由してミュントンという街にまで行く予定だ。






◇　◇　◇




　俺、レギーナ、ゼルマは同じ馬車に乗って移動しており、後続の馬車にはソフィーとローザが乗っている。


周囲は草原で見通しもよく晴れているので、不審者がいたらすぐに発見できる環境だ。




教会騎士遠征で雇った冒険者たちが馬車を護衛しているので、もし野盗が出ても余裕で撃退できるだろう。



「教会騎士遠征の失敗、教皇カリウス三世猊下の死によって、教会の権威は地に落ちた。この危機的な状況下で次期教皇を決めなければならず、教会上層部の話し合いは紛糾しているらしいぞ」

　正面に座っているゼルマが計画どおりといった顔をして言い放った。

　志願兵を肉壁にしたことや、カリウス三世がアンデッドになって死亡した話まで広まっているので、信者の心は完全に離れてしまっている。

　さらに教会騎士遠征に参加したバイエン公爵家は、ドライク公の死によって多数の問題が噴出しているみたいだ。派閥は崩壊して、没落するまで秒読みの状態との噂を聞いている。

　教会は窮地を脱しようとギフト保有者の俺を確保しようとしているが、ゼルマの権限で阻止しているらしい。

　一年前だったら考えられない状況だ。

　それほど教会や敵対していた貴族の力は落ちており、その影響範囲は恐ろしいほど広い。

「さらに教会の力が落ちたことで、暴動が増えている」

　教会は各地に信者を集める建物を作って、神の教えを説いてきた。

　人を傷つけてはいけない、盗んではいけない、騙してはいけない。こういった教えに反すると「死後、神の力によって業火に焼かれるだろう」などと言って、集団生活するうえで必要なことを常識として植え付けてきたのだ。

　他にも信者の懺悔や結婚、埋葬を執り行い、生活に密着した活動をしてきた経緯がある。

　今までは信仰心のおかげで上手く回っていたのだが、教会騎士遠征の失敗により「教皇ですらアンデッドになるんだ。神は誰も救ってくれない！」「教えに従っても意味はない」といった考えが広まって、自分勝手に動く人間が増えてしまったのだ。

　特に暴力性の高い人間は、教会ではなく俺がルールだ、俺に従えなどと言って暴れ回っているらしい。街なら衛兵団がいるので治安は維持できているが、農村では深刻な問題になっているようである。

　ヤンの発展が遅れていたら無法地帯になっていた可能性もあるので、ダンジョンを発見した幸運と、統治者のゼルマには感謝してもいいのかもしれない。

　いや、そもそもこの二つがなければ教会の権威が落ちることもなかったから、感謝するのはおかしいか？

「巡回のために農村へ立ち寄ったのですが、村長ではなく、力のある若いだけの村人に従う姿を見ました。少し前まではありえない光景です」

　悲しそうに語るレギーナを見たゼルマは、嫌悪感を表に出しながら口を開く。

「信仰に頼りきった結果だ。社会の秩序は貴族が守るべきなのだ」

「ゼルマ様……」

　極端な考えを持ったゼルマにレギーナは何か言いたそうな顔をしていた。他にも必要なことはあると伝えたいのだろうが、言葉にできなかったみたいだな。

　あえて不興を買う必要はないので俺も口を閉じたままだ。

　ヤンを出たばかりの馬車は、ガラガラと音を立てながら順調に進んでいる。

　窓から外を見ると、ボサボサの長い髪をしたバウル率いる冒険者たちが見えた。全員男で暑苦しいが、真面目に馬車を護衛しているので文句はない。しっかり働いている。

「お前は、騎士のままでよかったのか？」

　少し緊張しているのか、普段よりやや高い声をかけられた。

　視線を外からゼルマに戻す。

　教会の脅威がなくなりソフィーの安全は確保された。

　俺が騎士を辞めてしまうかもと危機感を覚えているのだろうが、それは誤解だ。ソフィーとも話し合ったとおり、ヤンに住む友人たちのためにもゼルマに協力すると決めている。

　また世間の治安が悪化しているのは序章でしかなく、これからもっと大きな混乱が起きるのは明白。平民に戻った途端、ゼルマ以外の貴族が権力を振りかざして、俺やソフィーを取り込もうとする可能性もあるだろう。

　貴族の世界はわからないことも多い。ゼルマには利用価値が残っている。

　今はまだ様子を見る段階なのだ。

　結局、俺とゼルマの関係は変わらない。

「はい。ソフィーと話し合って決めました」

「そうか」

　珍しく安堵の表情を浮かべたゼルマは、背もたれに寄りかかる。

「ラルスさんがいれば心強いですね」

　一緒に働けるのが嬉しいのか、レギーナは笑顔だった。


常にゼルマの近くにいて護衛をしている彼女のことだ。俺の戦闘能力に期待できることに喜んでいるだけで、個人としての興味はもっていないだろう。そのぐらいは、俺にだってわかるんだよ。



「期待に応えられるよう、全力を尽くしますね」

　レギーナに軽く頭を下げてからゼルマを見る。

　詳細は後で話すと言われてから、エルラー家の屋敷に訪問する理由を聞けていなかったので、そろそろ質問してもよいタイミングだろう。

「ご当主様からは、なんと言われているのでしょうか？」

「次期当主に関する話をするとだけ書かれていた」

　教会騎士遠征でエルラー家の家宝を発見したゼルマは、次期当主候補の一人として正式に認められた。彼女抜きで話は進められないので呼び寄せたのだろう。

　エルラー家に到着すれば、ゼルマの運命を左右するような会議が開かれるはずだ。

「それはヤンの開発を止めてまで……いえ、しなければいけないこと、ですね。ゼルマ様が不在の間は別の人間が管理するので？」

「そうだ。ヤンはエルラー家から派遣された代官に任せているが、たいした権限は渡していない。現状維持ぐらいしかできないだろう」

「代官が裏切る可能性は？」

「ある。だが、その場合は私の優秀なメイドが処理する」

　優秀なメイドか。俺が騎士に叙任される際、案内してくれたメイドは武術を習っているような動きだった。優秀なメイドとは彼女のことで、屋敷内の監視役として重用しているのかもしれない。

「それなら安心ですね」

　完璧ではないだろうが、ヤンは問題なく運営されるはずだ。ゼルマは後ろを気にせずに、兄妹同士の戦いをする準備が整ったことになる。

　今度こそ会話が終わったので黙ったまま窓から草原を見ていると、壁に囲まれた街が見えてきた。ダンジョン都市クルトだ。冒険者パーティを抜けてからは初めて訪れる。

「クルトで数日滞在する」

「何か目的でも？」

　ゼルマの言葉に疑問をぶつけたのはレギーナだ。

　珍しいことなのだが、事前に話していなかったようである。

「現状を確認しておきたい。私とレギーナは貴族街を調べる」

「お供いたします」

　レギーナとの会話を終えたゼルマが俺を見た。

「ラルスは冒険者として数日活動しろ。教会の権威が地に落ちてどう変わったのか知りたい。特にダンジョン内の状況を入念に調べるように」

　クルトはエルラー家の領地にあるから治安が気になるのはわかる。だが、直接治めているのはゼルマではない。貴重な時間を使ってまで調べる必要があるのだろうか。

「ん？　理由が思い浮かばない、そんな顔をしているな」

　どうやら俺の疑問は顔に出ていたようだ。

　嫌な顔などせず、ゼルマは淡々と説明をする。

「クルトは当主のヴァルター——私の父が代官を派遣して治めている。世界が変化している中で、クルトの変化と代官の対応を確認することは重要だと思わないか？」

「ご当主様が何を考えているのか、ヒントにはなりますね」

「そのとおりだ」

　俺の考えは当たっていたようで、ゼルマは野性的な笑みを浮かべながら言った。

　悪化していると予想される治安に対して、どこまで把握できているのか、どのような手段を講じているのか、そういった情報を事前に入手しようとしているのだ。

　対応次第では話題の作り方、持っていき方が大きく変わる。

　当主のヴァルターとしばらく会っていないから、しっかりと準備したいのだろう。

「承知しました。ソフィーとローザは待機ですか？」

「いや、せっかく冒険者になったのだ。一緒に楽しむがいい」

　楽しむ、か。


いろいろあったし教会や貴族様のことを忘れて活動するのもありだな。



　クルトの巨大なダンジョンを一緒に探索するのは楽しそうだ。ヤンのダンジョンはいろいろとおかしかったから、一般的なダンジョン探索を体験してもらおう。

「ご配慮ありがとうございます。それではクルトに到着次第、冒険者として活動いたします」

「期待しているぞ」

　返答に満足したのかゼルマは目を閉じるとレギーナの肩に頭を乗せた。


俺の目の前で無防備な姿をさらしてしまうほど疲れていたようだ。



　レギーナは、起こさないようにゼルマの頭を自分の膝の上に移動させると、背中を優しくさすりながら俺を見る。

「もうしばらく景色を楽しみましょうか」

　静かにしていろ、を上品に言われたようだ。


外の景色は見飽きたんだが仕方ない。



　軽くうなずくとクルトに入るまで黙って過ごすことにした。




　外壁にある貴族用の門からクルトに入ると、代官が滞在している屋敷にまで向かう。

　馬車から見える行き交う人々の表情は明るい。露天商は声を張り上げて商品を紹介しているし、子供は一人でお使いをしている。

　クルトの治安は問題なさそうだ。まあ、家の外に出られないほどの状況だったら、ロンダルト王国なんて崩壊しているだろう。当たり前と言えば当たり前か。

　しばらく進んでいくと、天を貫くほど高い塔が見えてきた。

　これがクルトのダンジョンだ。

　上にも、そして下にも広がっている。

　塔の先端は常に雲に覆われていて、どこまで続いているのかわからない。地下は十階まで判明しているが、さらに下に行く階段も見つかっているので、まだ先があるようだ。

　冒険者たちは毎日ダンジョンに通って、魔石や魔物の素材、発見したアイテムを持ち帰っては冒険者ギルドに販売している。その売り上げは膨大でおおきな経済圏となっており、クルトが発展を続けているのだ。

「あれは、冒険者の集団ですね」

　俺とは反対側の景色を見ていたレギーナが、ふと呟いた。

　気になったので俺も同じほうを確認する。

　十人前後の男女が、二つのグループに分かれて言い合いをしているようだ。それぞれ革鎧や片手剣などの武具を身につけているので、レギーナが言うとおり冒険者の集まりだろう。

　クルトにはダンジョン関連の仕事しかないので、傭兵の可能性は低いのだ。

「パーティ同士の争いか？」

　冒険者が言い争いをするのは珍しくない。日常と言っていってもいいぐらい普通の出来事なんだが、馬車が通るような大通りで揉めることはない。

　住民に迷惑をかければ衛兵が飛んでくるので、普通はしないのだ。

　ちょっとしたケンカでも、反省のために数日牢に入れられてしまえばその間は収入が途絶えることになり、生活に影響が出てしまうからな。

「そうみたいですね。あ、衛兵たちです」

　レギーナが指さしたほうを見ると、二十人ほどの衛兵が冒険者の集団に近づいているのがわかる。

　権力者に逆らうとは思えないので、しばらくしたら冒険者同士の争いは終わるだろう。

　俺たちが乗る馬車は止まることなく、衛兵たちの横を通り過ぎていった。

「何だか殺気立っているように見えましたね」

　確かに争いを仲裁するにしては、衛兵たちの表情は険しかったな。

「そうですね。トラブルの件数が増えているのかもしれません」

「なるほど……」

　俺の言葉を聞いて、レギーナは黙り込んでしまった。

　思考を邪魔するのも悪いので、慣れた光景を眺めながらクルトの中心にあるデカい屋敷に着くまで、時間を潰すことにした。




　代官が滞在している屋敷に着くと、用意された部屋でソフィーからもらった騎士用の装備を脱ぐ。代わりに昔使っていた革鎧や質の悪い剣などを身につけた。

　トントンとドアのノック音が聞こえたので、急いで着替え終えると入室の許可を出す。

「どうぞ」

　ドアノブがガチャリと音を立てて回り、ソフィーが入室した。

　使い古された茶色のローブを身につけて、ねじれた木製の杖を持っている。服も黒い神官服から平民が着るようなものに変わっているので、駆け出しの冒険者のように見えた。

　誰も元聖女とは思わないだろう。

　ソフィーに続いて奴隷の首輪をつけたままのローザと、教会騎士遠征で一緒になった、髪がボサボサで浮浪者のように見えるバウルも入室する。

　ローザは普段と変わらない服装だ。バウルは鉄の胸当てとブーツ、盾や特殊な素材でできていそうな短槍を持っている。普段使っている装備なので使用感はあって、ベテランの冒険者に見えるだろう。

　このメンバーで集まる理由は明白である。ベテラン冒険者のバウルと俺が、新人のソフィーと奴隷のローザを鍛えるためのパーティ、ということにして、クルトで活動する冒険者を調査するのだ。

　特にダンジョンは無法地帯なので、しっかりとこの目で確認しておかなければならない。

「準備はできたか？」

　俺の問いにソフィーとバウルがうなずく。


ローザは……文句を言っていないのだから大丈夫だろう。



「屋敷を出たら冒険者ギルドに行って、ダンジョンの探索許可を得る予定だ」

　探索許可証はクルトのダンジョンに入るために必要な物で、冒険者であればすぐに発行してもらえる。一般人には発行されないので、間違ってダンジョンの中に入ってしまった、といった悲しい事故は起きようがない。

　ヤンのダンジョンと違い入り口が一箇所しかないからできることで、魔物から得られる魔石や素材が、闇市に流れるのを防ぐ役割も果たしていた。

「リーダーはラルスさんだよな？」

「バウルでもいいぞ？」

「いやいや、それは困る。最高ランクのアダマンタイトまで上り詰めた、ラルスさんに譲るわ」

　髭を触りながら、バウルは決定事項という感じで言った。


別に俺じゃなくてもいいんだが、新人のソフィーにやらせるわけにもいかないので仕方なく受け入れる。



「わかった。一応、俺がリーダーとして申請しよう。さ、行くぞ」

　ダンジョン探索に必要な道具を入れた荷袋をローザに渡すと、ソフィーたちを連れて部屋を出た。

　玄関で馬車に乗ってから人気のないところで降りる。


ここからは普通の冒険者として振る舞わなければいけない。



　俺とバウルは並んで歩きながら、クルトのダンジョンをどこまで探索するか話し合う。後ろにいるソフィーは黙って付いてきており、ローザは荷物持ちとして全員分の荷袋を肩にかけて持ち歩く。

　何か言いたげな顔をしているが、立場をわきまえているので口は閉じたままだ。

　ベテランの冒険者であれば、荷物持ちや戦闘要員として奴隷を使うのは普通である。外からは、一般的な冒険者パーティに見えるだろう。

　冒険者を装ってクルトの冒険者ギルドに向かう。

　歩きながら住民の様子をうかがうが、暗い表情などはしていない。楽しそうに今晩の献立について話し合う主婦や、元気に外を走り回る子供たちの姿がある。馬車から見た光景そのままだ。

　ヤンと同様にクルトも増税はされていないと聞いているので、不安などなく暮らせているのだろう。

　ぱっと見た限り変化はないように思えるのだが、表通りから少し離れて冒険者ギルドに近づくと、様子が変わってくる。

　普通の住民の姿は見えなくなり、その代わりに武具を身につけた冒険者や、顔に傷のあるチンピラといった人間が増えるのだ。浮浪者の姿もある。

　俺たちにケンカを売ってくるようなことはないが、絡みつくような視線が鬱陶うっとうしい。

「少し、雰囲気が変わりましたね」

　ソフィーの言葉を聞いて、バウルはうなずいてから口を開く。

「ちょっと前までクルトで活動してたんだが、そのときはもっと明るい感じだった。何があったんだ？」

　クルトは人が余っている状態だったが、ヤンへの移住者が増えたことで人口問題は解決したはずだ。だが現状を見る限り、改善どころか悪化しているようにすら感じる。俺もバウルと同じような疑問を覚えた。

「わからんが、油断できない状況だというのはハッキリしている。気を抜くなよ」

「おう。任せてくれ」

　力強く返事をしたバウルは、俺から離れると最後尾に移動した。人さらいは後ろから忍び寄る場合が多いので、犯罪に巻き込まれるのを警戒しているのだろう。

　長く冒険者をやっていれば嫌でも犯罪を目にすることは増えてくる。その分、手口にも詳しくなってしまうので、敵の動きを読んで行動できるのだ。

　俺たちがそれなりに裏の世界にも詳しいと察したようで、鬱陶しい視線がかなり減った。やはり、何人かは獲物だと思って狙っていたのだろう。

　警戒しながら歩いていると、冒険者ギルドの建物が見えてきた。


入り口の周りには、新人と思われる冒険者が座り込んでいる。治療費をもっていないのか、ケガを放置しているヤツもいる有様だ。あのままダンジョンに入ったら、帰っては来られないだろうな。



　ソフィーが何か言いたそうな顔をしていたが、誰も助けるなとアイコンタクトを送る。

　もうすでに双子という負債を抱えているのだ。これ以上、無条件で人助けをする余裕なんてない。さらにこれから、こういった人間はもっと多く出てくる。いくら聖魔法が使えるとはいえ、すべてを助けることはできないだろう。

　気に入らない考え方ではあるが、助けるべき人間と見捨てるべき人間、その選別に今から慣れていくしかないんだ。

　冒険者たちの間をすり抜けてギルドのドアを開ける。

　中に入った瞬間、二人の冒険者が胸ぐらを掴み合っている場面に遭遇した。

「てめぇ！　舐めたこと言ってっと、ぶっ殺すぞ！」

　ここはいつから犯罪者のたまり場になったんだ？

　脅しているほうは、俺よりも年上に見える男の冒険者だ。身につけている革鎧は年季が入っていて、首から提げられたタグはゴールド。ベテランといっていいだろう。

　一方の絡まれているほうは、若い男の冒険者だった。燃えるような赤い前髪を、後ろになで上げている。左右の腰にショートソードをぶら下げているので、二刀で戦うのだろう。

　後ろには女性が二人いて、片方は両手剣を背負っている剣士、もう一方は黒い神官服を着ているので回復師で間違いない。装備は新品で質も高そうに見える。

　きっと親が金持ちで、資金を提供してもらったんだろうな。珍しいが驚くほどではない。たまにいるタイプだ。

「僕たちの実力ならダンジョンの五階まで行けます。あなただけが知っているという、隠し部屋まで案内してください」

「無理だ。お前たちには早い！　今は経験を積むことに専念しろッ‼」

「嫌ですね。金は払っているんです。雇用主の命令に従ってください」

「お前ッ‼」

　会話の流れからして、ベテラン冒険者は生意気な新人を引率するために雇われたのだろう。我慢の限界に達した引率の冒険者が殴りつけようとするが、赤い髪の冒険者に拳を受け止められてしまい失敗した。力負けしているようで、抜け出せずにいる。

「僕の強さはわかってくれましたか？　今日からは道案内だけでいいですよ」

「………ちッ」

　引率の冒険者はいろいろと諦めたようで、全身から力を抜いた。

「わかったから、手を放せ」

「ええ。もちろんですとも」

　見下すような目をした赤い髪の冒険者が、握っていた拳を手放す。

「……行くぞ」

　引率の冒険者は手をさすりながら出ていき、若い冒険者は女性二人を引き連れて後を追っていった。

　入り口に居た俺たちは邪魔になりそうだったので端に寄る。すれ違う瞬間に若い冒険者と目が合ったかと思うと、ソフィーとローザのほうに動き、ニヤリと笑って去って行った。

「ねーねー」

　冒険者ギルド全体の空気が悪い中、気安く声をかけてきたのはローザだ。

　後ろを向いて顔を見る。

「リヒトみたいな新人だったわね」

「だな。態度がデカいだけじゃなく、女好きなところも同じみたいだ」

「うへー。ああいうの、私はお腹いっぱいよ」

　ローザは舌を小さく出して、嫌そうな顔をしていた。

　文句は言わない。俺も似たような気持ちだからな。

　静かになった冒険者ギルド内を歩く。


向かう先は、奥にある受付だ。



　リヒトが目立っていたこともあって、俺の顔はあまり知られていない。歩いている最中に、何人か知っている顔もあったが誰も声をかけてこなかった。

　バウルは俺がクルトを出た後にここで活動していたので、知り合いもいそうなんだが、遠巻きに見ているだけで誰も話しかけてこない。コイツ、何かしてたな？

　まあ邪魔されずに目的地まで着いたのだから、問題はないか。

　目の前には受付の窓口が十個もあるが、空いているのは一つだけ。そこに座っているのは、顔に傷がついていて片腕のない女性——ウェルダだ。再起不能の傷を負って冒険者を引退した後、運良くギルドに拾われて受付嬢をしている。

　そこまでならよい話で終わるのだが、世の中はそう簡単にハッピーエンドとはならない。

　冒険者は縁起というのを気にする生き物で、死にかけたことのあるウェルダと話そうとはしないのだ。運良く生き残ったのではなく、不運に好かれて死にかけた女と思っているんだろう。

　その結果、ウェルダの座る窓口だけはいつも空いていて仕事にならず、冒険者ギルド内の評価と賃金は最低で、今もなお苦労していると聞いていた。

　そんなウェルダの前に立つと、声をかける。

「久しぶりだな。俺のこと覚えているか？」

　うつむいていた顔を上げると、ウェルダは目を少し大きくして驚いた顔をした。

「もちろんです。ラルスさん、戻ってきたんですか？」

　縁起を気にしない俺は、効率がいいというだけでウェルダにお世話になっていた。何度も話していたので、世間話をする程度には仲がよい。

　名前を覚えてくれていたということは、ウェルダも俺と似たような思いだったのだろう。忘れられてなくて少し安心した。

「ちょっと前にな。新しいパーティを作ったから、ダンジョンを探索したい」

「なるほど」

　ウェルダの視線が俺の後ろに移動する。

　男女混合のパーティだと気づいて、眉間にシワが寄った。

「あの……大丈夫ですか？」

　女がらみでパーティを追い出されたことまで覚えてくれていたようだ。

　気遣うような聞き方だった。

　相変わらず他人を思いやれるよい娘だな。不幸を呼ぶ女と、陰口を叩いている冒険者どもをぶん殴りたくなる。

「もちろんだ。安心してくれ」

　意識して笑顔を作り返事すると、ウェルダはようやく安心してくれたようで、羊皮紙の束をカウンターの上に置いた。

　ダンジョンに入る冒険者を記録する帳簿だ。

　探索する日と期間を申告し記入すると、入場許可証を発行してもらえるのである。

　ヤンにいたころはゼルマの配下として特別に独自で活動できていたので、面倒な手続きはすっ飛ばしていたが、今は一冒険者として動いている。正式な手順を踏んでおく必要があった。

　アダマンタイトのタグを見せて本人確認を済ませてから、名前とパーティ名、今日から二日間探索すると記入。ウェルダからミスリルで作られた入場許可証を受け取る。偽造防止のために高い素材が使われているのだ。

「行ってくる」

「ちゃんと帰ってきてくださいね」

「もちろんだ」

　最後まで気遣いできるウェルダに別れを告げると、バウルたちと冒険者ギルドを出た。




　クルトのダンジョンに向かう。


入り口は徒歩で十五分程度の場所にあり、途中には多数の露天商が見えた。



　保存食やポーション、ロープといった探索に使う道具を販売している店が多く、買い忘れたものが補充できる。割高だが便利だ。

　商魂たくましい露天商の呼び込みを無視して、ダンジョンの入り口である塔の前に立つ。アダマンタイトで作られたドアの前には、二人の兵士が立っていた。

　無言で手を前に出される。

　賄賂わいろの要求ではない。

　冒険者ギルドからもらった入場許可証を渡すと、一目見ただけで返される。

「確認した。入っていいぞ」

　軽く手を上げて挨拶をしてからドアを触る。重いので腰に力を入れて押すと、地面がこすれるような、濁った音が聞こえるのと同時に開いた。

　一階のフロアは大広間となっていて、冒険者グループの姿がいくつもあった。壁には燭しょく台だいがあって、薄暗いが全体が見渡せるほどの光源は確保されている。窓がないので空気は淀んでいて少しかび臭い。

　俺たちが中に入ると冒険者たちの視線が一斉に集まるが、バウルの姿を見るとすぐに目を逸らした。

「冒険者に嫌われてるのか？」

　俺が質問するとバウルが照れくさそうに答える。

「さぁ？　俺が格好よすぎて直視できないだけじゃないか？」

「ふーん」

　明らかに誤魔化しているが、本人が言いたくないなら追求するつもりはない。気にせず進もうとしたのだが、耳が気になる言葉を拾ってしまう。

「狂犬バウルが戻ってきた……」

　どうやらソフィーやローザにも聞こえていたようで、俺たちはもう一度バウルを見る。

「楽しそうなあだ名が付いているみたいね、狂犬さん」

　煽るように言ったのはローザだ。貴族の奴隷であるため、バウルが手を出すことは絶対にない。安全が確保されていることを逆手にとって、暴言を放ったのだ。

　そうやって敵を作ってきたから、お前に味方する人間が少ないんだよ。

「ちっ。余計なことを言いやがって」

　狂犬呼びした冒険者を睨みつける姿は、なるほど、狂犬と呼んでもいいだろう。

　自然とあだ名が付くほどクルトで暴れ回ったんだろうが、今は落ち着いているので問題ない。

　教会騎士遠征のときだって、的確な判断と冷静な戦い方をしていた。雇った冒険者どもを実力で従わせていたんだし、今さら能力を疑う必要はないのだ。

「無駄話はその程度にして、行くぞ」

　バウルの肩を軽く叩いてから上に向かう階段を進む。

　五階に確認しておきたい場所があるのだ。

　三人は黙って付いてきて、その姿を見た周囲の冒険者たちがざわめいていた。

「あの狂犬が素直に従っている……アイツ何者だ？」

　俺のことは誰も覚えていないようで、みんながバウルに注目している。

　……そんなに存在感が薄かったのか？　いや、リヒトが目立ちすぎたせいだ。ヤツが悪い。そう思うことにしよう。




　クルトダンジョンの二階に到着した。

　正面と左右に通路がある。

　三階に向かう最短経路は正面の通路なのだが、今回はダンジョン内の様子を確認するのが仕事だ。人目につかないダンジョン内で、冒険者どもが何をしているのかを調査したいのだから、遠回りしたほうがいいだろう。

「左からぐるっと回って、三階に行こうと思う」

「うっす。ゆっくり散歩でもしましょうか」

　気楽な返事をしたバウルが先頭を歩き出した。ヤツの実力は確かなので、任せてもいいだろう。

「俺は最後尾にいるから、ソフィーとローザはバウルの後を追ってくれ」

　指示を聞いてローザは歩き出すが、ソフィーは俺を見たままだ。動こうとしない。いつもは素直に指示を聞いてくれるので、珍しいな。

「どうした？」

「隣でも、いいですか？」

　なんともかわいらしいお願いで頬が緩んでしまった。

　気持ちとしては許可したいのだが、俺が自由に動けなくなるので危険度は高まる。新人でもないのだから、たいした魔物が出現しないからといって油断するようなことはしない。安全のために、きっちりと断らなければいけない。

「危ないからダメだ。先に行ってくれ」

「……わかりました」

　無茶を言っていたことは理解していたようで、素直に従ってくれた。ローザに追いつこうとして小走りする。

　ソフィーの背中を見て少し寂しい気持ちになったが、ここは危険なダンジョンなのでいつも以上に気を引き締めよう。

　もしクルトにもダンジョンマスターがいるなら、この状況だって監視しているだろうし、油断している冒険者を襲ってくる可能性もあるからな。

　安全地帯などないと思って行動しなければならない。

「行こう」

　小さく呟いてから、俺も三人の後を追うために歩き出した。




◇ ◇　◇




　クルトダンジョンの二階は初心者エリアであり、新人冒険者の姿を多く見かけた。出現する魔物は大型のネズミや小型の犬だ。成人男性であれば問題なく戦える。

　ヤンのダンジョンとは違って少しずつ魔物が強くなるので、二階で死ぬ心配はほとんどない。鉄タグの冒険者でも十分に活躍でき、戦闘に慣れるのにはちょうどよいのだ。

　バウルを先頭に新人の拙い戦いを見ながら巡回したが、二階に異変はなかった。

　この環境もダンジョンマスターが意図して作っているのだろうか。そんなことを考えながら、俺たちは三階、四階と階段をのぼっていく。

　ここまで来ると、ゴブリンや、犬が二足歩行しているような魔物——コボルトといった人間に近しい形をした魔物が出現するようになる。さらにダンジョンのトラップも出現するようになるので、ベテランでも油断はできない。

　新人の冒険者の死亡率が高くなる場所なので、俺が犯罪者なら四階以降で悪さをするだろう。事故だと言い訳ができるからな。

「ここから先は、今まで以上に注意深く行こう」

　俺の言葉にバウルがうなずいてから、小部屋を出て四階の通路を歩き出した。

　三人ほど横に並んで歩けそうな通路を、慎重に進んでいく。

　床や天井は石で作られていて、たまに苔が生えている。空気は淀んでいて、かびと軽い腐臭がしているように感じた。

　どんなに進んでも景色が変わらないので、同じ道を何度も通っているような錯覚を覚える。

　天然の迷路に近く、ヤンのダンジョンと違ってクルトは地図の価値が非常に高い。当然高価なので、新人パーティが買えずに道に迷って餓死する、そんな間抜けな話も、年に何回かは聞くほどだ。

　もしバウルの持つ地図がなければ、俺たちもそんな死に方をしていたかもしれないな。

「この先にある部屋で戦闘音が聞こえる」

　そんな重要な任務を遂行しているバウルの足が止まった。

　後ろを向いて、どうするんだ？　と、後目で訴えてくる。

　少し悩んだが今までと同じで素通りしよう。

「無視でいい。行くぞ」

「了解」

　短く返事をしたバウルが歩き出し、しばらくすると通路を抜けて広い部屋に入った。

　四人の冒険者が戦っているのは、十匹程度のゴブリンだった。数は多いが苦戦している様子はない。

「ギルドにいた生意気なガキじゃない」

　汚物を見るような顔でローザが指摘した。

　リヒトの姿を重ねて見ているのかもしれない。

　ゴブリンと戦っているのは、赤い髪の冒険者と両手剣を使う女性だ。

　引率だと思われるベテラン冒険者は腕を組んで様子をうかがい、その隣では回復師の女性が木のスタッフをギュッと握りながら、戦いを見ていた。

「だぁああああ！」

　左右の手に持ったショートソードでゴブリンを屠っていく赤髪の姿は、新人とは思えない。どこかで戦い方を学んだのだろう。魔力で身体能力を強化しているようだし、才能はある……が、経験は浅そうだ。戦いに夢中になり、背後に回ったゴブリンに気付けていない。

　ニヤリと嗤ったゴブリンが、錆び付いた剣を振り下ろそうとする。しかし、当たる直前に女性の冒険者が両手剣を横に振るって、ゴブリンの腹を斬り飛ばした。

　驚くことに、この女性も魔力で身体能力を強化しているようである。

　前衛二人とも魔力持ちとは非常に珍しい。が、それだけだ。ダンジョンで悪さをするようには見えない。

「普通の冒険者だ。気にする必要はないだろう」

　俺の言葉が癇に障ったのか、戦闘中だというのに赤い髪の冒険者は俺のことを睨んでいる。よそ見して死んでも知らないぞ？

「バウル、先に行くぞ」

「うっす。では、こっちで」

　俺たちは戦闘に巻き込まれないよう、部屋を通り抜けて奥にあった通路を進んでいく。後ろから何か叫んでいる声がした。当然、無視だ。

　地図を確認しながら、四階を一通り回る作業に入る。何人もの冒険者とすれ違ったが、犯罪者が潜り込んでいるようには見えず、事件が発生した気配もない。今までどおりのクルトダンジョンだ。

　都市の治安が悪化してきているからといって、ダンジョン内で犯罪が発生するとは限らないか？

　であれば、ダンジョンでの活動は中断して、都市内の裏道を調べたほうがよいかもしれない。そんなことを考えながら五階に向かう階段をのぼっていく。

　カツカツカツと、靴音を鳴らしながら階段をのぼりきり五階にたどり着くと、先頭を歩くバウルは奥に進もうとした。

「ちょっと待ってくれ」

　俺の指示に従って、立ち止まったバウルが振り返る。

「どうした？」

「行きたい場所がある」

　昔、リヒトとクルトダンジョンの五階を探索した際、隠し部屋を発見したことがあった。

　隠し財宝を期待しながら中に入ったのだが、何もない小さな小部屋でガッカリしたことがある。靴跡などの痕跡が残っていたので、未踏ではないと判断してギルドにも報告せずに冒険者活動を続けていた。

　そんなこともあって、金銭的には全く価値のない隠し部屋だったが、バウルの持つ地図には記載されていない。今も一部の人間しか知らない部屋であることに間違いないようだ。つまり、犯罪をおこなうなら最適な環境である。

　まさか犯罪の場面に直面するとは思わないが、念のため確認しておきたいのだ。

「案内するからついてきてくれ」

　ローザだけが納得したような顔をしており、バウルとソフィーは疑問を持っているだろうが、静かにうなずいた。

　今度は俺が先頭になって歩き出す。


クルトダンジョンは久しぶりということもあって、慎重に歩いているので進みは遅い。



　隠し通路の直前にある部屋に入ると、ゴブリンを発見した。近くに冒険者はいないので戦うしかない。

『エネルギーボルト』

　半透明の矢を六本放ち、ゴブリン二匹の頭と体を貫く。すぐに絶命した。

　残ったのは一匹のゴブリン。あえて生かしたのだ。

「ソフィー、接近戦で倒せるか？」

「任せてください」

　俺の問いに力強く答えると、ソフィーが木の杖を持って前に出た。

　ソフィーは戦いの場には慣れているが、直接戦闘の経験は少ない。戦乱が訪れつつある今、接近戦に慣れてもらおうと思って指示を出したのだ。

　ゴブリンが、錆の浮いた剣を前に突き出しながら走り出した。ソフィーは杖で刀身の腹を叩いて横にずらすと、足払いをしてゴブリンを転倒させる。そのまま杖の先端を喉に突き刺した。

「グギィ」

　呼吸ができなくなったゴブリンは喉を押さえながら悶絶している。さらに杖で頭を何度も叩いていると、しばらくしてゴブリンは動かなくなった。

　……なんともエグイ戦い方をするな。

「どうでしたか？」

　ゴブリンを撲殺したソフィーは笑っていた。

　仕事をキッチリこなしたので、俺に褒めてほしいのだろう。

　期待に応えるか。

「冷静に相手の行動を見極めて動けていた。完璧だったよ」

　恐怖心で多少は動きが鈍ると思っていたが、むしろ逆。動きは良い。

　ソフィーの軽く肩を叩いてから再び出発する。


トラップに気をつけながら歩いていると、行き止まりに遭遇した。



「戻るか？」

　バウルが聞いてきたので首を横に振ってから、壁を触って魔力を流す。すると魔方陣が浮き上がり、しばらくして消える。鉄製のドアが出現した。

「へぇ。隠しドアか。よく知ってたな」

「まあな」

　ドアに耳を当てて中の様子を確認してみるが、分厚くて聞き取れない。仕方なく開けようとしてドアノブを握ると、後ろから声が聞こえた。

「あなたたち、見つけましたよっ‼‼」

　声がしたほうを見ると、例の赤い髪をした冒険者がいた。後ろに剣士と回復師の女性が二人、最後尾には呆れた顔をした引率の冒険者がいた。

　俺たちを追ってきたのか？　暇なヤツだな。

「うざっっっ」

　俺の気持ちを代弁するかのようにローザが吐き捨てた。

　ソフィーが苦笑いしている姿を見つつ、バウルに問いかける。

「コイツのこと、知ってるか？」

「知りませんね。最近デビューした人でしょう」

　いつの時代も生意気な新人がいるんだな。

　リヒトの亡霊に付きまとわれているようで、嫌な気分になる。

「面倒だからバウルが相手してくれ。俺は隠し部屋に入る」

　一瞬にしてバウルはすごく迷惑そうな顔になったが、雇い主の言葉には逆らえない。反論はしなかった。小さくうなずくと前に出る。

　よし、これでいいだろう。

「俺たちは行くぞ」

「はい」

「もちろんよ」

　ソフィー、ローザが返事をしたので、隠し部屋のドアノブに手をつける。

「僕が怖いから逃げるんですか？」

　別に言葉だけなら無視したが、赤い髪をした冒険者の魔力が動いたことに気づく。

　こいつ、この場で俺たちを襲うつもりか⁉

　さすがに無視するわけにはいかない。

　手を離してもう一度、赤い髪の冒険者を見る。

　俺たちに剣を向けていた。

「坊主。その剣は、人間ではなく魔物に向けるべきものだ」

「その隠し部屋は僕たちの目的地です。道を譲ってもらえませんかね？」

　バウルが理性的な対応をしているのに、赤い髪の男は静かに狂っている。

　まるで世の中が自分中心に動いているような、命令を聞くのが当たり前だとでもいうような表情をしていた。

　仲間の二人はオドオドとしているので、赤い髪の冒険者が特別、常識がないのだろう。そんなところもリヒトに似ているように思えた。

　引率の冒険者は自分では止められないと思ったのか、離れた位置で頭を下げていた。

　いやいや、止めろよ‼　と、心の中で突っ込んでみたが、魔力を持っていない普通の冒険者には無理は話か。

「どうします？」

　後ろを向いたバウルの瞳には、「やっちゃいますか？」という感情が宿っていた。

　普通の冒険者であれば新人に舐められたと思って戦うかもしれないが、俺たちは違う。ダンジョンや冒険者の調査さえできればいいのだ。

　新人にバカがいるとわかっただけで充分な成果がある。

「トラブルは避けたい」

「チッ、運のいいやつだな」

　バウルさんよ。狂犬と呼ばれていた時代の顔が出ているぞ。

「ここは新人に道を譲ろうじゃないか」

　ソフィーを俺の背後に移動させつつ、通路の端に移動する。ローザも俺の後ろにピタリと付いて、何かあれば盾にしようとしていた。

「リーダーの許可が出た。邪魔はしないから、さっさと行け」

　後ろから襲うつもりはないと伝えるために、バウルは短槍の穂先を天井に向けると、俺の隣に立つ。

　思いどおりに進んで機嫌がいいのだろう。赤い髪の冒険者はニヤニヤと嗤いながら、隠し部屋のドアに近づく。

「素直なのはいいですね。長生きすると思いますよ」

　俺たちの目の前を通り過ぎるときに、そんなことを言い放った。

　逆にお前は長生きできそうにないなと思ったが、注意するのは俺の役目ではない。最後尾にいる引率の冒険者を見ると、首を小さく横に振っていた。

　なるほど、諦めているのか。彼の性格が改善されることはなさそうだな。

「大人な対応をしていただき、ありがとうございました」

　引率の冒険者がもう一度頭を下げて礼を言ったので、小さく手を上げて気にするなと答える。

　俺が引率の冒険者とやりとりしている間に、赤い髪の冒険者は隠し部屋のドアを開けた。

　部屋の奥から赤い髪の冒険者に向かって、炎の槍『ファイヤーランス』が飛ぶ。狙いは頭だ。

「うぉおおおお！」

　うなり声を上げながら、二本のショートソードを盾にしてギリギリ回避できたようだ。息を乱しながらペタリと座り込んでいる。しぶといな。まだ生きているのか。

　もし隠し部屋に犯罪者がいたら、俺たちの存在に気づいて待ち伏せしているだろうと思っていた。

　予想していた結果の一つだったので驚きはない。

　計画どおりと言い換えてもいいだろう。

　リヒトを彷彿ほうふつとさせる冒険者には死にそうな目に遭ってもらい、性格を矯正する。

　それが俺の考えだった。

「なんで笑ってるんだ……って、ラルス、もしかしてお前」

　バウルは俺の思考に気づいたようだが、最後まで言葉にしなかった。悪辣な考えをソフィーに知られたら、俺の不興を買ってしまうと判断したのだろう。冒険者として危機管理がしっかりしている。やはり、優秀だな。

　目だけを動かしてバウルを見ると、笑みを深める。

「気のせいだ。冒険者の基本は、自己責任だろ？」

「……まぁな」

　社会は替えがきく冒険者なんて守ってくれない。仲間だと思っていた相手も、死にそうになれば裏切ることもある。ベテランになるほど自己責任論は強くなるのだ。

　ソフィーは何かしてあげたいと思っていそうな顔をしているが、無償の手助けなんてする必要はない。

「みんな、俺の後ろに来てくれ。しばらくは静観だ」

　反対意見は出ない。指示に従ってくれる。これで何か起こっても守れるだろう。

「カール‼　大丈夫⁉」

　女の剣士が赤い髪の冒険者——カールを引っ張ると、ドアから引き離した。回復師のほうはケガがないか確認しているようだ。

「ちっ、雑魚のクセに生き残りやがって」

　隠し部屋から一人の大男が出てきた。

　ミスリルで作られたフルプレートの鎧を着て、顔まで隠されている。体には返り血と思われる赤い点がいくつもあって、隠し部屋で何をしていたのか容易に想像がついた。

　右手には片手斧があり、魔力を発している。魔力量からしてたいした能力はないと思うが、警戒するに越したことはないだろう。

「俺が相手をする。カールたちは、下がってろ」

「このままでは引き下がれません。邪魔しないでください」

　せっかく引率の冒険者が引き受けると言ったのに、カールのプライドが許さなかったようだ。

　フラフラしながらも立ち上がると、引率の冒険者や仲間を後ろに下がらせて、大男の前に立つ。どうやら一騎打ちをするつもりらしい。

「さっきは油断していたからヤられそうになりましたが、もう同じ手は食らいませんよ」

「ふん、よく回る口だな」

　大男が斧を振り下ろすと、カールはショートソードで受け流して反撃しようとする。

「ぐはっ」

　だが、腹に炎の槍が刺さって、カールは膝をついてしまった。

　大男は魔法が使えるように見えなかったので、仲間がいるのは予想できただろうに。油断しすぎだ。所詮、経験の浅い新人か。

「死ね」

　大男が止めを刺すべく再び斧を振り下ろすと、カールの仲間、女性の剣士が両手剣を横にして受け止めた。

　動けない女性に向かって炎の槍が向かう。刺さる直前に、カールたちを引率していた冒険者が剣で打ち払い、さらに大男に向けて突きを放つ。が、動きを読まれていたようで、バックステップで回避されてしまった。

　大男は、そのまま隠し部屋の中に入っていく。

　明らかに罠なのだが、女性の剣士はそのまま追ってしまい、舌打ちをしながら引率の冒険者も隠し部屋に入る。

　前衛が時間を稼いでいる間に、回復師が『ヒール』を使ってカールを癒やしていた。

「ファム、助かった」

　カールは回復師のファムに礼を言うと立ち上がる。

「ケリー！　今助けに行く！」

　女性の剣士、ケリーに向かって叫ぶと、走り出して隠し部屋の中に入っていった。

　中で戦闘音が聞こえる。

　助けに行こうとしたファムが隠し部屋に入ろうとしたので、バウルが止めた。

「嬢ちゃんは、ここで待ってな」

「え、ええッ⁉」

　戸惑っているファムを無視してバウルが俺を見たので、軽くうなずいて許可を出す。にやっと笑ってから、盾で体を隠しながら隠し部屋に突入する。

「あんなヤツら助けるの？」

　ローザが不満を漏らした。

　気持ちはわかる。カールはリヒトみたいなヤツだったので、助けても感謝はされず恨まれるだろう。見捨てるのが一番だ。

　ムカついているので異論はないのだが……俺たちの目的は現状の調査だ。

　犯罪を行っていただろう大男を生け捕りにする必要があり、可能性は低いかもしれないが、カールに倒されたら困るのだ。

「大男から情報を引き出す。ローザはバウルを手伝いに行くんだ」

　なんと、舌を出して拒否しやがったッ！

　俺に奴隷への命令権がないからって、お前、それはないだろッ‼

　カールを嫌う気持ちは理解できるが、呆れてしまって何も言えない。助けを求めるべくソフィーを見る。

「ローザさん。バウルさんを助けてあげてください」

「……わかったわ」

　少し怯えたような表情を見せたローザは、ソフィーの命令でようやく動き出した。『エネルギーボルト』を使って周囲に半透明の矢を何本も待機させながら、隠し部屋の入り口に立つと、次々と放っていく。

　悲鳴が聞こえるので、カールを攻撃していないのであれば大男たちが痛手を負っただろう。

　俺とソフィーは、ファムの近くに立つと周囲を警戒する。


他に仲間がいた場合、無防備な回復師を狙うはずだから……と、警戒していたのがよかったのか、後ろから靴音を立てて近寄ってくる男が見えた。



　ファムとソフィーを後ろに下がらせながら様子を見る。小声だったがソフィーが『ホーリーブレス』を使ってくれた。

　新しく現れた男は顔にいくつもの傷があり、ミスリルで作られた槍を肩に担いでいる。防具は革製だが真っ黒で、魔物由来の素材が使われているようだ。見た目より硬いだろう。

　だがそんな装備などどうでもいい。血だらけになった冒険者を引きずっているのだからな。恐らく、隠し部屋で何かするつもりだったのだろう。

　俺たちとの距離が五メートル近くになると、槍の男は立ち止まって、冒険者を投げ捨ててから槍を構える。

「ここを発見されるとはな。運がなかったと思って、死ね」

　姿が一瞬ブレると、俺の目の前に立っていた。

　槍の軌道からして喉を狙っているのがわかる。

　魔力の強化はなかなかのものだが、リヒトと比較しても遙かに劣る。

「なッ‼」

　槍の柄を掴んで動きを止めただけで驚くなんて、隙を見せすぎだろう。

「俺と出会ったのが運の尽きだな。おとなしく倒れろ」

　槍の柄を引いて敵の男を近づけながら、全力で顔面を殴りつけた。

　前歯は折れ、鼻血をまき散らしながら吹き飛ぶと、仰向けに倒れる。意識は残っているようだ。しぶといな。起き上がろうとしたので胸を足で踏みつけた。

「グフッ」

　さらに男が持っていた槍を右肩に突き刺す。

　普通の冒険者であれば命乞いをする場面なんだが、コイツは悲鳴を上げずに痛みに耐えていた。

「助かりたければ、これから聞くことに答えろ」

「…………」

　睨みつけるだけで無言だった。大男といい、真っ当な人間ではなさそうだ。

　隠し部屋から絶え間なく続いていた戦闘音が途絶える。

　顔を上げて視線をドアのほうに向ける。顔に真っ赤な返り血をつけたバウルが出てきた。その後ろには傷だらけのカールと女剣士のケリー、引率の冒険者と続く。なんとか生き残っていたようだな。

　回復師のファムが、カールとケリーに駆け寄って『ヒール』をかけている。

「そっちも大変だったようで。殺しちまったのか」

　バウルが気になることを言ってきたので視線を戻す。俺に襲いかかってきた男は、白目をむいて口から血を流しながら死んでいた。

「ちっ、自殺したのか」

　逃げられないと思ったら死を選ぶか。この短時間で覚悟を決められるなんて、普通の神経ではできないだろう。

　胸から足をどけると、しゃがんで口の中を見る。丸薬の欠片が残っているようだった。先に奥歯を砕いて取り出すべきだったな。

「そっちは、どうだった？」

「二人いたが一人は生きている」

「よくやった。俺はそっちを見に行く」

　ソフィーがついてきたそうだったので、手で制して止める。


汚い仕事になるので見せたくなかったのだ。



　隠し部屋に入るために歩き出すと、カールが立ちふさがった。

「ここの調査は僕がやります。当然ですよね？」

　見下すような顔をしていて、話は通じそうにない。

　冷静に対処しようと思っていたが、リヒトの顔が浮かぶ。

　限界がきてしまった。

　もうその口を開くんじゃない。

　答える代わりに創造したナイフで腹を突き刺す。

「ガハッ……」

「安心しな。急所は外してある」

　まさか攻撃されるとは思っていなかったようで、恐怖を目に宿したカールは体を丸めながら口から血を吐き出した。

「カール！」

　両手剣を振り上げて、ケリーと呼ばれていた女性冒険者が俺に攻撃を仕掛けてきたが、バウルが横から蹴りを入れて吹き飛ばした。壁に激突すると、頭を打ったのか気絶して倒れる。

「教育ぐらいしておけ」

　バウルが引率の冒険者に言葉を吐き捨てた。


次はないぞという警告も含まれている。



　意外なことにファムは冷静に動いていた。カールに『ヒール』を使っているので、命は助かるだろう。新人なら慌てても不思議ではないのだが、彼女だけは特別な経験を積んでいるのかもしれない。

　後で俺に復讐しにくる可能性もあるが、お仲間が止めるはずだ。一回チャンスを与えてやったんだから、二度目はない。仮に襲ってきたら今度こそ止めを刺す。

　隠し部屋に入ると、不快な気持ち持ちが高まった。


今日は、いいことがないな……。



　床は血で真っ赤になっており、見たことのない男の死体が三つ、裸にされた女性の死体が一つある。奥では大男が座り込むように気絶していて、その隣では細身の男が腹に穴を開けて死んでいた。バウルの槍で貫かれたんだろう。

　大男の口を無理やり開けて奥歯を確認すると、詰め物があったので抜き取る。涎が付いたので水で洗ってから、腕と足を縛り上げた。

　まだ意識を失ったままなので、頬を強めに叩く。

「っう……」

　よし、目が覚めかけたな。

　ギフト能力を使って、刀身が黒いショートソードを創造する。これはエルダーヴァンパイアのハイアムが使っていた、痛みを増幅させる効果のある武器だ。

　まだ完全に覚醒していない大男の太ももに突き刺した。

「イダァァアアアッ‼」

　汚い叫び声が隠し部屋の中にこだまする。

「おはよう。よく寝られたか？」

　ショートソードを引き抜きながら声をかけると、大男は目に涙を溜めながらも睨みつけてきた。

「お前たち何者だ？」

　質問を無視して大男がペッと唾を吐いてきた。首を傾けて避けると、ナイフを先ほどとは反対の太ももに突き刺す。

「グゥッッッ」

　歯を強く噛みしめて耐えている。反抗的な目をしていて、心を折るには時間がかかりそうだ。本格的な拷問なんてしたことがないので、どうするか悩んでいると、カールが隠し部屋に入ってきた。隣にケリーもいるが、ファムの姿は見えなかった。

　こいつらも懲りないな。普通なら逃げ出しているだろうに。

　死にかけても引率の冒険者の指示に従わないし、性格が改善する余地はなさそうに思える。

「どうするつもりですか？」

　言葉づかいは丁寧だが、俺を見下している感じは変わらない。お前には無理だから任せろと、そう言いたいのだろう。本当に思考がリヒトに似ている。またイライラしてきたぞ。

　話しても時間の無駄だ。衝突を避けてこちらが下手に出れば調子に乗るので、質問には答えずに大男が何か持っていないか荷物を漁る。

「無視とは……いい度胸ですねッ」

　保存食や水などはあるが、身元を特定する物はなし。冒険者のタグを調べるか。

　大男の上着をショートソードで斬り裂いて上半身を裸にさせる。予想したとおり、タグは首にぶら下がっていた。だが、今はそんなことどうでもいい。左胸に逆さ吊りになった鳥の入れ墨があったのだ。

　これは——。

「ここまで馬鹿にされたのは初めてです」

　想定される最悪のリスクを考えながら、後ろにいるうるさい男を利用する方法を思いつく。

　得るものはあった。大男から入れ墨の皮を剥いでから、仲間の死体もあさる。やはり同じ入れ墨があったので、証拠として剥ぎ取った。

「いい加減にしてもらえませんかね！」

　必要な物は手に入れた。

　立ち上がって後ろを向くと、カールが俺に剣を突きつけていた。

「俺と戦うつもりか？」

「先ほどは卑怯な不意打ちで負けてしまいましたが、油断をしなければあなたごときに負けはしません」

　ニヤリと笑っていた。決めゼリフを言ったと思っているんだろうか？

「ラルスさんに手を出すなら死んでもらうが？」

　カールの後頭部に槍の穂先が当たった。バウルが殺気を放ちながら警告したのだ。それを見た仲間のケリーが、剣を持ちながら近づいてくる。

「これ以上、動かないでください」

　ソフィーが立ちふさがると、周囲に白い槍『ホーリーランス』を何本も浮かべた。後ろにいるローザは火球を浮かべて、威嚇している。

　カールの仲間であるはずのファムは引率の冒険者の隣にいて、動けていないようだ。

「どいてッ！　カールを助けないと！」

「私たちはラルスさんを助けます。これ以上行くなら容赦しません」

　足止めされたケリーに対して、ソフィーは本気だと伝えるように、白い槍を二本、足下に放った。反論しようとしていたケリーの口が止まる。

　ローザの入れ知恵があったんだと思うが、ちゃんと荒々しい冒険者に相応しい動きをしている。ケリーがソフィーを元聖女だと知ったら驚くだろうな。

「で、俺と戦ってみるか？」

　後頭部に槍を突きつけられて動けないカールの頬に、黒いショートソードの刀身を当てる。体内の魔力を練りながら殺気を放つと、間に挟まれたカールの足がガクガクと震え始めた。

　……大男と違って、心が折れるの早すぎだろ。


相手の実力を察知できないなんて、今のガンダル以下だぞ。



　こいつもいつかはリヒトのように、不幸を振りまくようになるだろう。やはり運命的な出会いを有効活用したほうがよいか。

「冗談だ。こいつらの処分は、お前たちに任せるよ」

　頬から黒いショートソードを離すと、カールの肩を軽く叩いて隠し部屋から出る。俺が譲ったことに気づいたバウルが後に続く。ソフィーやローザも魔法を解除した。

「大丈夫だった⁉」

　大剣を持ったケリーがカールに駆け寄っていった。


残った引率の冒険者とファムを見ると、頭を下げている。



「ありがとうございました」

　争いを回避してくれて、という意味が込められているのだろうな。

　面倒なことになるであろう後処理をカールたちに任せると、気になることがあったのですぐにクルトのダンジョンを出た。


リカルダ教団




　誰にも聞かれたくない話をするため、少し高めの宿に入ると大部屋を一つ取る。

　全員が室内に移動した。

　ベッドの上に腰掛けて、立っている三人を見る。

「隠し部屋で冒険者を殺していたヤツの胸に、逆さ吊りになった鳥の入れ墨があった」

　反応は大きく二つに分かれた。バウルとローザは意味がわかっていないようで続きを待っているが、ソフィーは違う。目を大きく開いて、手で口を押さえながら驚いている。

「え、まさか……あれは滅んだはずでは？」

「俺もそう思っていた。けど、現実は違うようだ」

　話しについていけないバウルが、俺たちの会話に割り込む。

「ラルスさん、無学な俺にもわかるように言ってくれないか？」

　そのとおりだな。ちゃんと説明しておこう。

　小さくうなずいてから口を開く。

「人間から魔物への進化を目論む、リカルダ教団。その信者となる証が、逆さ吊りの鳥だ」

　俺は教会に抗うため、敵の敵である邪教じゃきょうを利用できないかと、詳しく調べたことがある。そのときに第一候補として挙がったのが邪教リカルダ教団だ。

　邪教の種類は大きく三つに分かれる。自然には超常的な存在——精霊がいると考えている精霊信仰、創造神以外の神を崇めている小規模な宗教群。これら二つは、宗教戦争に負けてほぼ壊滅している。信者は僻地へきちにしかいないだろう。

　そして最後の三つ目は、魔物を人間の上位存在として崇める魔物信仰だ。

　最初の二つは信仰する存在が違ったとしても、同じ人間としてわかり合える。場合によっては手を取り合うことも可能だろう。

　だが、魔物信仰はダメだ。

　人間を低俗な存在と考え、魔物になることを至上の喜びとしている。

　魔物になるためなら手段は選ばず、人体実験を何度も繰り返してきた。魔物が望めば生け贄だって捧げる。小国の騎士団長が魔物信仰の信者で、魔物を城内に招いて王族を皆殺しにしたという噂話が出回るほど、思考がぶっ飛んだやつらだ。

「邪教じゃきょう徒となんて出会ったらぶっ殺すで、終わりじゃないのか？」

　バウルはことの重要性を理解できていないのか、楽観的な発言をしていた。

「かつて放棄されたグティバーグ戦場跡で大量の死者を蘇らせ、生者を殺し回ったネクロマンサーは、リカルダ信者だったという噂がある。と言えば、ヤバさが伝わるか？　アイツらは魔物になるためなら大量殺人も容易におこなう。手段を選ばない、クソみたいなヤツらだ」

　証拠はないが、その前後にも各地で似たような問題が起こっていたので、国や教会は可能性が高いと判断したらしい。

　そもそもが非常に危険な思想であることと、グティバーグ戦場跡で起こった事件をきっかけに、教会と各国が手を組んで、リカルダ信者を殺し回ったんだけどな。根絶はできなかったようだ。

「クルトはリカルダ信者に狙われている。証拠も手に入れた。ゼルマに報告する必要があるだろう」

「では、屋敷に戻るので？」

　バウルの疑問は当然だ。ゼルマは代官が住む屋敷に滞在しているのだから、普通はそう考えるだろう。だが、滞在期間が短いのにそんな悠長なことは言っていられない。別の方法をとるため、ミスリルで作られたカードを取り出した。

　フィネからもらった通信の魔道具だ。この存在がバレたら奪い合いが発生しそうな貴重な物である。少なくとも人間社会においてはな。

　アイツが消えても機能は生きているので、時折、使わせてもらっている。

「通信の魔道具だ。これで報告する」

　驚きの表情を見せたのはバウルだけだった。

　ソフィーは、そもそも存在を知っていたし、ローザは話を聞いていたんだろう。

「国宝レベルじゃねぇか⁉　ラルスさん、それどうやって……」

「入手経路は秘密だ。漏らされたら殺すしかなくなるから気をつけろよ」

「そりゃあ誰にも言わないし、仮に言っても信用されないって……」

　バウルの呟きを聞きながら、カードに魔力を込める。


何度か呼び出しの音声が鳴るとゼルマの声が聞こえた。



「私だ。何があった？」

　声がやや高く緊張しているように感じた。

　緊急性が高いときだけ通信の魔道具を使うことが許されているので、これから話す内容が穏やかではないと気づいているのだ。

「リカルダ教団のことは、ご存じでしょうか？」

「教会と国が手を組んで滅ぼした邪教だな。ヤツらのせいで国が滅んだという噂があるほど凶悪で……まさかッ！」

「そのまさかです。信者がクルトのダンジョンに隠れて、冒険者を殺していました」

「…………」

　ゼルマが沈黙した。


この様子からすると、代官はリカルダ信者がクルトにいるとは気づいていないのだろう。もしくは知識がないため見逃していたか。



　もしリカルダ教団がクルトで何かしでかそうとしているのであれば、エルラー家全体の問題になるので、見逃すわけにはいかないのだ。隠れているリカルダ信者に対して、何らかの対処は必要だろう。

「証拠はあるか？」

「信者の証である入れ墨の皮が二枚」

「お前たちを送り届けた場所にレギーナをよこす。証拠を渡してから、信者が何を企んでいるのか早急に突き止めろ。最悪、クルトの滞在期間を延ばす」

「承知しました。そのようにいたします」

　証拠を突き付けて、代官とクルトの衛兵団を動かそうという考えなのだろう。権力者が動けば、リカルダ信者の排除も上手くいくとは思うのだが、そもそも動いてくれるかが問題だ。

　まあ心配しても意味はないので、俺はやるべきことをやるだけである。

「ということだ。バウル、証拠品はお前に任せるからレギーナ様に渡してこい。俺は冒険者ギルドに行って、ダンジョン帰還の報告をしてくる。後で合流しよう」

　時間は効率的に使いたい。ソフィーやローザも同行させる予定なので、バウルに任せても問題はないだろう。

　三人が頷くのを確認してから、俺は刺青が彫られた皮をバウルに渡して、先に宿を出た。
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　ソフィーたちと別れた後、帰還の報告をするため冒険者ギルドの建物に入った。

　時刻は夕方。ダンジョンから戻ってきた冒険者で溢れかえっている。

　受付のカウンターは混雑しているというのに、ウェルダの席だけは相変わらず空いているので、遠慮なく使わせてもらうことにした。

「お帰りなさい」

　カウンターの前に立つとウェルダが笑顔で迎えてくれた。

　傷だらけの顔ではあるが、ある種の儚い美しさをもっており、少しだけ見とれてしまう。

「予定より早かったですね。久々のクルトダンジョンはどうでしたか？」

「変わっていない。いつもどおりだったな」

「いつもどおり、ですか」

　気になることがあるようで、ウェルダは唇に手を当てて考えごとをしていた。

　受付嬢なら何か知っているかもしれない。そう考えたものの、誰が聞いているかわからない場所でリカルダ教団について聞くのはためらわれる。

　どうしようかと悩んでいたら、ウェルダのほうから先に話を切り出してくれた。

「最近、冒険者の未帰還率が上がっているんです。強力な魔物が出現して殺されているのであれば目撃証言ぐらいあがってくるはずなんですが、それが一切なくて不思議なんです」

「未帰還率の上昇は、教会騎士遠征が失敗してからか？」

「そうなんです。何か心当たりでも？」

　答えを求めるように、ウェルダが上目遣いで聞いてきた。

　彼女に情報を漏らしたら巻き込んでしまうかもしれない。もしリカルダ教団の信者に襲われてしまったら、空気のような扱いをされているウェルダを助けようとする人間はいないだろう。

　彼女の安全のためにも、正直に話すわけにはいかない。

「他領から流れ着いた新人が増えているみたいだから、そのせいじゃないか？　ギルドの入り口にも、死相の浮かんでいるやつが何人もいるぞ」

「あの子たちが、ダンジョンに入っていると言いたいんですか？」

「金も居場所もないヤツはダンジョンに夢を見る。一稼ぎしようと賭けに出たんだろう」

「なるほど……」

　完全に納得したわけではないが、可能性はあると思ったのだろう。帳簿を調べればすぐにわかるようなことだが、ギルド内でも嫌われているウェルダには、閲覧するだけでも難しいことのはず。答え合わせには時間がかかるだろう。

　話が終わったので、許可証と魔物から取り出した魔石をカウンターに置いた。

「会計をお願いしたいんだが、いいか？」

「あ、はい。ラルスさんにしては少なめですね」

「新人がいたからな。ダンジョンに慣れてもらうことを優先したんだ」

「しっかりされてますね」

　笑顔で返事をしたウェルダは、一本しかない腕を使って許可証の真贋をチェックしてから、魔石を鑑定して価格を記入していく。どうやら銀貨十枚程度の売上げにはなったようだ。一〜二日ぐらい持つな。

　カウンターに置かれた銀貨を布袋に入れる。

「ありがとう」

「またのご利用をお待ちしていますね」

　別れの挨拶をしてから冒険者ギルドを出ると、入れ替わるようにしてカールたちが入り、一気に騒がしくなった。

　冒険者同士の殺し合いがあったと報告でもするのだろう。あの性格からして俺たちの存在は言わないはずだ。むしろ自分たちで被害を抑えたと自慢しまくるだろう。

　殺した相手が、リカルダ信者という重要な事実を知らずに、な。

　信仰活動を邪魔したと思われてカールたちは狙われることになるだろうが、俺の知ったことではない。


エサとして注目を集めてくれよ。



　冒険者ギルドを出てから待ち合わせ場所の裏路地に移動する。


しばらく待機していると、ソフィーたちがやってきた。



「これからどうしますか？」

　次の行動は決まっている。

　リカルダ信者が、クルトでどんな活動をしているのか知りたい。情報が必要だ。で、どうするかといえば、一般的には情報屋を使うだろう。

　クルトにも当然のように情報屋はいる。一人で活動する者もいれば、チームを組む者もいる。彼らに聞いてもいいのだが、今回はリヒトが過去に何度か利用していた組織——暗殺ギルドを使う予定だ。

　ヤツらは副業で情報も売ってくれるので、意外に使える。もちろんクライアントの情報は漏らさないが、特に外部から来た敵対組織には、金と信頼があればあっさりと売るのだ。

「情報を仕入れに行く」

　ソフィーたちとスラム街に入って、さらに奥地へと進む。

　路上で寝ている男や体を売る女、物乞いする子供を頻繁に見かける場所だ。地面には血の跡や吐瀉物、ゴミが大量に放置されていて、大量の小さい虫がたかっている。

　小道の奥を覗くと野良犬が歩き回っていた。人間を襲ってくることはないが、どこかスレたような目をして痩せこけている。

　外にいるというのに空気は淀んでいて、不幸を溜め込んでいるように感じた。

　クルトのスラム街の状況は、俺がいたときより悪化している。

　ヤンの発展によって多少は改善したはずなのだが、それ以上に他領から逃げ出してきた人間が増えたんだろうな。

　周囲を警戒しながらも進み続け、目的地である朽ちかけた教会にたどり着いた。ここがスラム街になったときに司祭たちが放棄したため、小教区には含まれていない。どことなく、ヤンのダンジョンで発見した廃教会に似ているようにも見えた。

「ラルスさん、この先に何が？」

「情報屋だよ。行くぞ」

　どうやらバウルは、暗殺ギルドのことは知らないらしい。俺が遠慮なく入っていくのを不思議そうな顔をしながら追ってきた。

　教会の奥には祭壇があり、左右に半壊したベンチがずらりと並んでいる。中央の通路を歩いていると、床から声をかけられる。

「誰だ？」

「ラルスだ。アルバートに会いたい」

　返事がなくなり無音になった。

　黙って付いてきていたローザが口を開く。

「床に音声を出す魔道具が仕込まれているのかしら？　無駄に凝った演出をするのね」

　馬鹿にするような口調ではあるが、目を鋭くして油断なく周囲の動きを観察していた。魔力の動きを察知して、声を出した張本人がどこに隠れているのか探ろうとしているのだろう。コイツ、魔法が関わってくると、たまに真面目になるな。

「上から来るわ」

　魔力的なつながりを感じ取れたのだろう、ローザが宣言したとおり上から黒い塊が落ちてきた。

　どうやら真っ黒な布を丸めたものだったらしく、急に縦に伸びると人間の姿になる。顔には真っ白い面をつけており、全身も大きなマントに包まれているので、体格はわからない。

　こいつが、ここを根城にする暗殺ギルドで情報を担当している幹部、アルバートだった。

「お久しぶりですね。ゼルマ嬢と一緒に戻って来られたので？」

　ゼルマがクルトに戻ってから一日も経ってないのに、すでに情報を手に入れているとは。副業とはいえ、さすが情報屋をやっているだけはある。求めている能力は十分にあると思って問題ないだろう。

「答えるつもりはない」

「フッフッフッ、相変わらず冷たいですね」

　何が楽しいのか、アルバートは小刻みに揺れながら笑っていた。

　バウルやソフィーが「コイツ大丈夫なのか？」といった視線を向けてくる。ローザはアルバートとも何度か会ったことがあるので、呆れた顔をしていた。

「欲しい情報がある」

「スラム街のトップが変わった話ですか？　代官の息子と婚約した女の噂話ですか？　それとも流民の虐待についてですか？　それとも……」

　俺がちょっと聞いただけで、ベラベラとよく喋る。

　これで肝心な情報は出さないうえに、俺たちの反応から新しい情報を手に入れようとしているのだから、油断できない。

　次はどんな言葉が飛び出すか待っていると……。

「ああいえ、ラルスさんなら——リカルダ教団の情報ですよね？」

「‼」

　思わず、驚きの感情が顔に出てしまった。


代官やゼルマが知らなかった問題を、アルバートは気づいて情報を集めていたようだ。しかも、俺が探していることまで把握しているとは。



　さすが、裏の中でも最も暗い場所にいる暗殺ギルド。


同じような組織の存在には敏感なようだった。



「どこまで知っている？」

　質問をすると、アルバートは手を前に出した。仮面をつけているから表情は読み取れないが、金を出せと言いたいことぐらいはわかる。

　金貨を一枚取り出すと親指で弾く。回転しながら弧を描いて落下する直前、アルバートが素早く掴んだ。

「根城の一部と、クルトにいる目的、この二つですね」

　俺が欲する情報は、ほぼすべて知っているようだ。

　一部という表現を使ったのだから、根城は複数あるのだろう。クルトに忍び込んだリカルダ信者の数は多いと予想できる。街の上層部にまで食い込んでいたら、厄介だな……。

「やつらがクルトにいる目的は何だ？」

「その情報を手に入れるまでに、ギルド員が三人殺されました」

　末端だろうが、暗殺ギルドのメンバーを殺せるほどの強さを持つ人間が、リカルダ教団にいるということか。それだけでも大分価値のある情報である。

　金貨一枚で、ここまでの情報を聞けるとは思わなかった。ありえないほどのサービスである。そこまでしてリカルダ教団を排除したいのか？

「それ以上を聞きたければ追加の料金をよこせ、ということか？」

「いえ。今回は特別サービスでご提供しましょう」

「気前がいいな」

　俺の推測は正しそうだ。アルバートにとって、リカルダ教団が邪魔な組織なのは間違いない。でなければ、情報はもっと高値で売るはずだ。

　俺を使ってリカルダ教団の勢力を削りたいという思惑が見え見えなのだが、今回は素直に受け取ろう。だが、すべてが思いどおりにいくとは思うなよ。

　こちらも遠慮なく利用させてもらうからな。

「ご質問にお答えしましょう。リカルダ教団がクルトにいる目的、それはダンジョンマスターにあるようです」

　ここでまた、ダンジョンマスターの話が出てくるとは思わなかった。


リカルダ教団だけでも大変なのに、さらに面倒なことが起こりそうだな。



「ダンジョンマスター、か」

　アルバートの言葉を聞いてフィネの姿が脳裏に浮かんだが、すぐにかき消す。ヤツは死んだ可能性が高く、さらに管轄はヤンであってクルトではない。ここにいるはずがないのだ。

　樹海ダンジョンのときのように、別のダンジョンマスターが管理しているのだろう。

「ええ、そうです。ヤンにダンジョンマスターがいたのだから、この巨大なクルトのダンジョンにも存在するだろう。そう考えているようですね」

「手に入れたいものは、ダンジョンか？」

　ダンジョンマスターを殺せばダンジョンのすべてが手に入る。その噂を信じてクルトに滞在しているのであれば、非常に危険だ。なんせ、すべてが手に入るというのは真実なのだから。

　ダンジョンがリカルダ教団の手に落ちたら、クルトは人間が住める場所ではなくなる。グティバーグ戦場跡がいい例だ。あそこのように不毛の地となるだろう。と、ここまで最悪の想像をしたのだが、どうやら事態は少しだけマシなようだ。

「フッフッフッ、その考えは少し違うみたいですよ」

「では、何が目的だ？」

「ラルスさんとは長い付き合いです。特別にお教えしましょう」

　何が長い付き合いだ。こっそりとリヒトに近づき、そそのかして俺たちを利用していただけのくせに。あのころの恨みは今も覚えているからな。

「早く言え」

「ダンジョンマスターに取り入って、魔物にしてもらうそうです」

「クルトには、教義に忠実なヤツらが集まっているのか。となると、しばらくは放置でも問題ないのか？」

　クルトに侵入しているリカルダ信者たちは、穏健派……と表現してしまえば誤解を招くかもしれないが、自分が魔物になれればそれで満足してくれるようだった。

　魔物になった後はともかく、当面はこの地域全体の危機だと思わなくても大丈夫かもしれない。

「それもよいでしょう。ただ、私は早めの対処をオススメしますが……」

「どういうことだ」

「リカルダ教団はダンジョンマスターの気を引くために、生け贄を捧げるらしいのです」

　魔物を神と崇めている集団だ。供物として神域を荒らす冒険者の命を捧げても不思議ではない、か。

　俺が殺したリカルダ信者たちは生け贄を神に捧げる場として、隠し部屋を使っていたのだろう。

　生け贄の存在にダンジョンマスターが気づいたとき、どう動くかわからない。無視し続ければリカルダ信者はさらに過激な行動に出るだろうし、逆に興味を持たれれば、その後何をしでかすかわからない怖さがある。

「派手な動きをする前に、いなくなってくれませんかねぇ」

　リカルダ教団と全面戦争になったら面倒だから、暗殺ギルドは手を出さないようだ。ヤツらの活動を邪魔すれば、貴族様ですら暗殺に怯える日々を過ごすことになるので、用心しているのだろうな。

　その気持ちはわかる。俺だって正面からは戦いたくないからこそ、隠し部屋で戦った信者の処理はカールたちに任せたのだから。

「判明している居場所の情報をすべてよこせ」

　だが冒険者を殺し回り、ダンジョンマスターと手を組むかもしれないリカルダ信者を野放しにはできない。暗殺ギルドが静観するなら俺が動くしかないだろう。

「もちろんですとも」

　アルバートが紐で丸めた羊皮紙を投げた。

　弧を描くようにして俺の前に落ちてきたので掴む。

「そこにすべて記載しています」

　視線を羊皮紙からアルバートに戻すと、もう姿はなかった。

　目を離した隙に移動したのだろう。

　暗殺ギルドらしい退場の仕方だった。

「どうするんで？」

　俺たちだけになるとバウルが声をかけてきた。

　後ろを向くと三人と目が合う。

「報告するしかない。宿に戻るぞ」

　必要な情報は手に入れた。後はゼルマの判断に任せる。

　姿は見えないが監視されているような視線は感じているので、この場で通信の魔道具は使えない。廃教会を出て宿に戻ることにした。
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　借りている部屋に戻ると、通信の魔道具を取り出して魔力を流す。

　呼び出し音がしばらく鳴り、ゼルマが出た。

「私だ」

「ラルスです。クルトに潜んでいるリカルダ信者の目的と、拠点の一部が判明しました」

「よくやった。詳細を聞きたい」

　短時間で目的の情報を手に入れたのだが、ゼルマの声は喜ぶどころか暗いままだ。それが気になりはしたが、先に報告を済ませることにする。

「それでは、まずはリカルダ信者の目的ですが——」

　アルバートから仕入れた情報を伝えていると、ゼルマの声はさらに暗くなっていく。クルトが危険な状況というのを差し引いても違和感は残った。

　判明した一部の拠点まで伝えると、最後に俺の要望を伝える。

「拠点は判明しているので、騎士を派遣して潰せませんか？」

　すぐに返事はなく無言だ。

　仕方がなく待っていると、ようやくカードから声が聞こえた。

「……それは難しい」

　ゼルマの態度から予想はできていたことだ。

　少し驚きはしたが、何も言わずに続きを待つ。

「代官はリカルダ信者の報復を恐れている。今すぐ説得するのは難しい」

「…………」

　騎士が大々的に動いてリカルダ信者の潜む拠点を潰せたとして、生き残りは確実に発生する。頭のおかしいヤツらは死の恐怖などものともせず、命令を下した代官に復讐するだろう。

　王族を皆殺しにしたと噂のある教団だ。代官がビビってしまうのも無理はない。リカルダ信者の報告を聞いた際に「絶対に関わらない」などと、ゼルマに宣言して無関係を貫き通そうとしているのかもしれないな。

「では、代官の代わりにゼルマ様が指示を出しますか？」

「騎士や兵を動かすのには、代官もしくは現当主の許可が必要だ。今はそのどちらもない」

　代官は現当主の代わりにクルトを治めろと派遣されているため、クルトに限っていえばそれなりの権力は持っている。エルラー家の長女という立場だけでは足りないか……。

　無理やりにでも動かそうとすれば可能かもしれないが、失敗した際のリスクを考えると得策ではない。特に次期当主争いをしている今は、慎重に動きたいというゼルマの気持ちは、わからないでもない。

「それでは、クルトの問題は放置して先を急ぎますか？」

　ゼルマが治めている土地ではないので、クルトが壊滅的なダメージを受けても失点にはならない。警告だけして撤退する判断も、選択肢の一つとして考えられる。

　代官を派遣した当主や当主のサポートをしているエルラー家の長男——ルーイトポルトの責任にできて、ゼルマは優位に立てるからな。

「いや。解決に全力を尽くす。クルトが滅べば、エルラー家の価値は大きく落ちる。それは避けたい」

　俺の考えは、ゼルマが次期当主になることを最優先にした場合の対応だ。手に入れた後のことまで考えれば、エルラー家の価値を落とさないに越したことはないだろう。

　当主の座についてもクルトが滅んでいたら意味がないからな。

　代官は動かせないが、リカルダ信者は潰したい。

　そうなってくると、取れる手段は限られてくる。

「私は代官を説得する。その間、ラルスは拠点の一つを襲って、未発見の拠点を探ってくれ」

「目撃者は皆殺しですか？」

「もちろんだ。ラルスがクルトで何をしても罪には問われないよう、根回しも終わっている。存分に暴れていいぞ」

　さすが権力者。代官を脅してでも話をまとめたんだろうな。

「わかりました。上手くやります」

「方法は一任する。頼んだぞ」

　通信の魔法道具から音が聞こえなくなる。


ゼルマのほうが魔力を切ったので、会話が強制終了したのだ。



「代官が怯えるほどか……改めてやべーヤツらってのは理解できた。俺たちだけじゃ危険じゃないか？　教会の力は借りられないのか？」

　バウルは腕を組みながら眉間にシワを寄せて言った。

　ようやくリカルダ教団の脅威を実感できたのだろう。

「カリウス三世が死に教会の権威が地に落ちた今、頼るのは難しいだろう」

「とはいっても、教会騎士団は健在だろ？　異端審問官だっているだろうし、情報を流せば喜んで戦ってくれるんじゃないか？」

　俺の話を聞いても食い下がってきた。


冒険者としての危機管理能力はしっかりしていると思うが、俺たちと一緒に行動する選択をした時点で、もう遅い。



　逃げ道などないのだ。

「各地で反教会の勢力が台頭していて、教会を襲撃する事件が増えています。教会騎士は対処に追われていて動かせません。異端審問官も同様です」

　教会の内情を話したのはソフィーだった。

　俺も少しだけ事情を聞いているのだが、今まで高圧的だった教会騎士や裏で非合法な行為をしていた聖職者が襲われる事件が多発していて、対処するべく休むことなく動き続けているらしい。

　聖職者が拷問を受けて火あぶりにされた事件もあったらしく、今まで好き勝手行動してきたヤツらほど怯えているようだ。

　長い年月をかけて濃縮された恨みは、まだまだ続きそうだった。

「クルトの教会に滞在していた大多数の教会騎士は辺境に派遣されているので、司祭たちは残っている数少ない教会騎士たちを使って、自身の守りを優先するでしょう。リカルダ教団と戦える状態ではありません」

「おいおい。マジかよ……」

　バウルは手で顔を隠すと、上を見た。

　ショックは大きかったようだ。

「リカルダ信者が本気を出せば、クルト内の教会を潰すことだって可能。そんな状況なんだよ」

　教会騎士遠征の失敗、カリウス三世の死が、ここまで大きな影響を及ぼすとは思わなかった。民衆から恨まれるようなことを続けてきた報いではあるのだが。

「ねえ、教会が襲われたら代官は逃げるんじゃない？　で、私たちもいなかったら、クルトはリカルダ教団に占拠されるわよね」

　ずっと黙っていたローザが、最悪なケースを想定した考えを言った。

　可能性としては充分ありえる。

「さらに周辺の村や街も同じような運命をたどるだろうな」

　しかも、放置していたらヤンにまで悪影響が出る。俺やソフィーには、クルトに潜んでいるリカルダ信者を見逃す理由がないのだ。ローザは選択権のない奴隷なので、一緒に戦ってもらおう。問題は——。

「バウルはどうする？　今なら後方待機も選べるぞ」

　俺たちと違って特別な事情を持たないバウルは、撤退の選択もできる。ここまで事情を知られているので野放しにはできないが、ゼルマの護衛として配置転換ぐらいはできるだろう。

　無理やり付き合わせた結果足を引っ張られても困るので、本人の意思を確認したかった。

「……世話になったクルトがピンチなんだ。一人で逃げ帰るわけにはいかねぇ」

　どうやら、バウルにはバウルで思うところがあるらしく、覚悟を決めた目をしていた。

「私は後方待機が希望なんだけど。ラルスから口を利いて……って、冗談よ！」

　せっかく話がまとまったのにローザがアホなことを言いだしたので、睨みつけたらすぐに意見を撤回した。目線が俺の後ろのほうを向いていた気がしたが、勘違いだろうな。

「わかったならいい。当面の間、リカルダ信者のことはこの四人で対処する。まずは拠点の一つに潜り込んで、情報を探るぞ」




　クルトでリカルダ信者が暗躍していることを知り、ゼルマへの報告が終わった夜。俺たちは真っ黒いフード付きのローブと顔を隠す黒い布を捲いて、リカルダ信者の拠点——日用品を取り扱っている店の前にいた。

　二階建てになっていて、一階が販売所、二階が居住エリアだ。代々クルトで営業している老舗の店で、今の店主で三代目となる。初代、二代目は堅実な商売をしていたのだが、三代目はかなりの無能らしい。浪費が激しく、リカルダ信者から金をもらう代わりに匿っているようだ。

　拠点を手に入れたリカルダ信者たちは、朝からダンジョンに潜り、夜遅くに戻ってくる生活を続けている。毎日、まだ見ぬダンジョンマスターに生け贄を捧げていた。

　と、ここまでがアルバートからもらった羊皮紙に書いてあった内容だ。

　リカルダ信者が、ダンジョンから拠点に戻ってくるまで時間はある。誰もいない隙を狙って店に潜入して、他拠点の手がかりを探す予定だった。




　◇　◇　◇




「そろそろ行くぞ」

　路地裏に潜んでいる三人に声をかけてから、俺たちは歩き出す。星の明かりだけがたよりの暗い道を進み、目的の店が近づいてきた。周囲はしんと静まりかえって、誰かが起きている気配はない。

　店の裏口に回ってから壁をよじ登り、二階の窓を壊して中に入ろう。

　そんなことを考えていると足音が聞こえてきた。

「どうする？」

　質問をしてきたのはバウルだ。


短槍を持つ手に力が入っているようで、いつでも戦える状態である。



　隠れられそうな場所を探すが、背の低い草ぐらいしか生えてないので、やり過ごすのは難しいだろう。

　距離から考えて、俺たちの存在には気づいてそうだ。


急いで店の裏口に移動したり来た道を戻ったりすれば、追ってくる可能性もある。



　閉店後の店に近づくヤツなんて関係者以外いないので、リカルダ信者の可能性は非常に高いのだが、ただの平民という可能性も捨てきれない。

　直接攻撃は避けたほうがいいだろう。

「眠りの魔法を使う」

　俺が選んだのは眠らせてから正体を探るという方法だった。


普通の平民であれば寝かせたまま放置すればいい。もしリカルダ信者であれば、姿を見られた可能性もあるので処分する予定だ。ヤツらを同じ人間だとは思っていないので、躊躇ちゅうちょすることはないだろう。



「ローザ」

『スリープミスト』

　名前を呼ばれると即座にローザが魔法を使用した。

　眠りを誘う白い靄が、明かりを持つ集団を襲う。

　真正面から使えば抵抗されやすい魔法ではあるが、不意打ちでの対処は難しい。

　誰も抵抗できず倒れてしまう。最高の結果だ。

「よくやった」

　周囲に人がいないことを確認してから、ローザとソフィーを路地裏に退避させると、バウルと一緒に眠っている集団に近づく。歩く途中で『ホーリーブレス』を使用されたようで、身体能力が向上するのを感じた。

　眠っている集団に接触する直前で立ち止まる。

「入れ墨を確認してくれ」

　バウルに指示を出してから、カリウス三世に使おうと思っていた、刀身が透明なナイフを創造する。

　もし寝たふりをしているのであれば、遠慮なく投擲してバウルを守るつもりだった。

　バウルがリカルダ信者に近寄ってしゃがむと、手で頬を触り、一人一人反応を確かめていく。どうやら全員眠っているようで、寝たふりはしていないようだ。

　確認が終わると、今度は上着をナイフで斬り裂いて刺青を探していく。

　危険がないとわかったので俺もリカルダ信者たちに近づいた。

「どうだ？」

「当たりってやつだな。全員、胸に同じ刺青がある」

　アルバートの情報は正しかったようだ。

　十人ものリカルダ信者が店を占拠していたのか。

「変わったものはあったか？」

「ダンジョン探索の帰りだと思えば、特に不審な点はない。持っている武器も普通だ」

　俺たちがダンジョンで遭遇したリカルダ信者と同じように、冒険者を殺し回っているのであれば、作戦失敗時のことを考えて荷物を必要最低限にしているのはうなずける。手がかりは、拠点となっている店の二階にある可能性が高いな。

「店の鍵は？」

「ある」

　先頭を歩いていたであろうリカルダ信者の懐から、バウルが鍵を取り出した。


目線で指示を出して先に行かせる。



　残った俺は後処理だ。

「悪いが、俺のために死んでもらう。文句は助けてくれないお前たちの神に言うんだな」

　体内の魔力を練って魔法を使う。

『エネルギーボルト』

　周囲に十本の半透明の矢が浮かぶと、リカルダ信者の喉に突き刺さった。

　急激な痛みによって目覚め、目を見開きながら喉をかきむしる。声を出そうとしても血を吐き出すだけで何もできない。苦悶の表情を浮かべながら、フードをかぶって顔を隠している俺を憎むような目で睨んでいた。

　一人、また一人と、俺を恨みながらも力が抜けて死んでいく。

　最後の一人まで見届けてから、店の裏口に回った。

　ドアはバウルが開けっぱなしにしていて、難なく中に入る。右側に木製の階段があるので音を立てずに上っていく。

　二階に着くと細長い通路があり、左右にドアが四つある。一番奥が開いていた。あそこにバウルがいるのだろう。ゆっくりと歩いて近づく。中の様子を覗き込むと、予想どおりバウルが部屋を物色していた。

　警戒を少し緩めて室内に入る。

　ベッドは五。床には布がいくつも敷かれており、ここで大人数が寝泊まりしていたとわかる。窓際には小さな木製のテーブルと、背もたれのない丸椅子が一脚あった。テーブルの上には小さなろうそくがあり、火がともっている。

「バウルがつけたのか？」

「いや、元からだ」

　俺の声を聞いてもベッドをあさっているバウルが返事をした。

　最初から、ろうそくに火がついていただと？

　火事の心配もあるが、何より蝋ろうの無駄遣いになるので、普通はしないのだ。誰もいない部屋に明かりをつける理由なんて思い浮かばない。

　なんでそんなことをしている？


そんな疑問を解消するべくテーブルの前に立って調査しようとすると、窓の外に一瞬だけキラリと光るものが見えた。



　ナイフだ、と思ったときには体が動いていた。

　バウルに向かって飛ぶと一緒に転がり、ナイフは俺たちの上を通り過ぎて壁に突き刺さる。

　次の攻撃を警戒して立ち上がると、窓に一人の男が立っていた。

　黒いマントを身につけており、胸の当たりに逆さ吊りになった鳥の絵が描かれた服を着ている。顔は俺たちと同じように布で隠していてわからないが、体格からして男なのは間違いないだろう。体内の魔力は非常に高い。簡単に倒せる相手ではなさそうだ。

「エサに食いついたのは、暗殺ギルドのヤツらか……？　懲りずに俺たちのことを探りやがって」

　リカルダ信者の男は窓から降りて室内に降りた。

　狙ってやったことだが、暗殺ギルドのメンバーだと勘違いしてくれているようだ。誤解を解く必要はないので、無言のまま背後に手を回して刀身が透明のナイフを創造する。バウルは腰にぶら下げていたナイフを持つと、戦う意志を見せていた。

「へぇ。この俺様とやる気か！　いいぞ、相手してやろうッ‼」

　両手を挙げるのと同時に、体内の魔力が爆発的に上がった。ありえないほどの上昇率なうえに、制御が神がかっている。体と魔力の動きがぴたりと一致しているのだ。俺ですらそんなことはできない。一種の芸術とでもいえるような能力だった。

　驚いている間にリカルダ信者の男の姿が消えた。次の瞬間にはバウルの目の前に立つており、蹴りを放つ。避けられず、バウルは木の壁を突き抜けて外に飛んでいってしまった。

　腕でガードしたようなので死んでいないと思うが、部屋に戻っては来られないだろう。

「クソッ、力加減を間違えたか」

　戦闘中に後悔だなんて、随分と余裕じゃないか。

　蹴りを放った体勢のまま動かないリカルダ信者の男に、ナイフを突きつける。

　首を狙った一撃だったのだが、僅わずかに肉を切り裂いただけで終わった。

　侵入してきた男は足を曲げて折りたたむと、見えないはずの刀身を蹴りつける。

　パリンと乾いた音とともに砕けた。

「お前は、簡単にやられてくれるなよ？」

　リカルダ信者の男は左足を軸にして回転し、背中を見せる。俺の顔に右足が伸びてきた。

　首を傾けて回避してから足を掴もうとするが、軸として使っていた左足だけで回転しながら跳躍。側頭部を狙われていたので、腕を間に入れて防ぐ。骨が折れてしまいそうなほどの衝撃を受けて壁に叩きつけられた。

「俺様の蹴りを受け止めるとは。お前、下っ端ではないな。上位のアサシンか」

　ソフィーから『ホーリーブレス』をかけてもらっているのに、身体能力はほぼ互角だ。手を抜いて勝てる相手ではない。

　壊されたナイフは投げ捨てる振りをして消したので、別の武器を創造することはできるが、身元がばれるので最後の手段にしておく。

　魔法すら使いたくないので、体一つで切り抜けなければいけない。難易度は高いな。

「俺様はリカルダ教の司教、ベルハルクだ。お前たちと取引がしたい」

「…………」

　司教ね。教会と違って、そう何人もいないだろう高位の役職だ。

　何を狙っているのかわからないが、対話を選んでくれたところで俺が返事をできるはずもない。黙って聞くことに徹する。

「ふん。返事をせぬとは礼儀がなっていないが、寛大な心で許してやろう」

　戦闘を中断して話しかけてくるのは、油断ではなく余裕の表れだろう。

　隙のように見えるが、攻撃を仕掛ければ手痛い反撃を食らいそうである。

「俺様たちは、裏社会に興味はない。狙いはダンジョンだけだ。仕事の領域はかぶらないのだから、お互いに不干渉でいかないか？　まあ、お前たちにも面子はあるだろうから、仕事を一つ無料で手伝うぐらいはしてやるぞ」

　俺が断るとは思ってなさそうな言葉だった。破格の条件を提示しているのだから、受け入れるのが当然といった考えが透けて見える。

「…………」

「何を悩んでいる？　俺様はかなり譲歩した提案をしているつもりだ。粘ってもこれ以上はないぞ」

　暗殺ギルドが俺に情報を渡した理由は、クルトを破滅に導くリカルダ信者を排除させるつもりだからだ。活動の領域がかぶらないからといって、見逃すことは絶対にない。

　その考えは俺も同じだ。

　クルトの安全のために、必ず処分してやると決めている。

　体内の魔力を練って身体能力をさらに上げると、答える代わりに蹴りを放つ。

　避けるのが困難だと察したベルハルクは腕を犠牲にして顔を守ったが、まともに衝撃を受けて吹き飛んでいく。

　進む先はバウルが開けた穴だ。どうやら魔法までは使えないようで、外に出てそのまま落下していく。

「な、何の騒ぎだ⁉」

　戦闘音を聞いて店の店主が起きたのだろう。怯えた声がかすかに聞こえた。


姿を見られたら困るので、俺も穴から飛び降りることにする。



　地面に着地すると同時に左側から攻撃の気配を感じた。とっさに『魔法障壁』を使おうとしたが、中断して前に転がって回避する。

　立ち上がって攻撃されたほうを見ると、ベルハルクがいた。俺の攻撃をまともに受け止めたのに、両腕は折れていない。恐ろしいほど頑丈である。

「交渉決裂だな」

　ここから第二戦が始まることも覚悟していたが、ベルハルクは俺に背を向けて走り出した。

　今後、リカルダ信者の司教と、一対一で戦えるチャンスは訪れないだろう。

　正体がばれることを覚悟して、追撃するために魔法を使うと決める。体内の魔力を操作していると、上から声が聞こえた。

「なんだこれはッ！　強盗でも入ったのか⁉」

　店主が俺たちの侵入した部屋にまで入ったようだ。すぐに衛兵が来てしまう。捕まってもゼルマが手を回してくれるとは思うが、ベルハルクたちに俺の存在がばれてしまいそうなので、今回は逃げ出すしかない。

　結論は出た。追撃は中断して、ソフィーとローザが隠れている場所にまで移動する。吹き飛ばされたバウルもいた。傷はないようで、走ることはできそうだ。

「撤退する」

　説明は後回し。俺を先頭に暗闇の中を走る。

　追跡されていないか何度も立ち止まって確認し、さらにローザに追跡の魔法を使われていないかまで調べさせてから、ようやく宿に戻れた。

　部屋に入っても油断はできない。バウルと二人で交代制の夜番をして、警戒しながら夜を明かすことにした。




　リカルダ信者十名を殺害した翌日。警戒していた襲撃はなく、無事に朝を迎えた。

　バウルは手がかりとなるような情報を掴む前に部屋から蹴り出されてしまったので、俺たちには拠点の一つを潰した以外の成果はなかった。

　次はもっと警戒され、簡単にはいかないだろう。

「朝食を食べたら別の拠点を調べる」

　同じ部屋に泊まっている三人に伝えても異論はなかった。

　装備を調えてから一階の食堂に降りる。何やら盛り上がっているようなので、席に座ってウェイターに四人分の朝食を頼んでから聞き耳を立てることにした。

「昨日の夜、街のど真ん中で冒険者が十人も殺されたらしいぞ」

「犯人は誰だ？」

「わかってないらしいが、どうせ他領から脱走してきたヤツの誰かだろうな」

「クソッタレが！　よそ者のくせに！　さっさとクルトから追い出せよ」

「おい、おい、こんな場所で言うなよ。代官様の政策に反対したら捕まるぞ？」

「やべ。聞かなかったことにしてくれ！」

　俺たちの起こした事件がすでに噂として出回っているようで、他領から逃げ出したヤツらが、殺人事件を起こしたと噂になっているようだ。対立を煽ってしまったようだが、リカルダ信者を放置するよりかはマシな状況だと思うことにする。

　殺人事件として衛兵が調査を始めているらしいが、リカルダ信者だと判明すればすぐに打ち切りになるだろう。

「お待たせしました」

　ウェイトレスがパンとスープを運んできたので手に取る。そこそこ高級な場所なのでパンは柔らかく、噛めば甘みが口の中に広がった。スープにはほどよい酸味があり、具の肉も柔らかい。香辛料も効いていて満足できる味だった。

　食事を進めていると、バウルが口を開く。

「今日はどこを調べるんで？」

「この宿から一番近い場所だ。食べたらすぐに行くぞ」

　アルバートから教えてもらった拠点は後一つあるので、そこも潰しておくのだ。ベルハルクと再戦する可能性もあるので、次こそは必ず仕留めると心に誓う。

　目撃者の心配もなく戦える場所であれば、ギフトを使ってでも倒す覚悟があった。

「私も頑張りますね。誰一人逃しません」

　いつもより冷たく感じるような目をしたソフィーが言った。

　俺やローザ、バウルは冒険者活動の中で、何度も人間と戦い、殺してきた。嫌な言い方ではあるが同族を殺すことに慣れているのだ。

　その点、ソフィーだけは人間と戦うことに忌避感を持っているはずなのだが、相手が邪教団なので慈悲を与えるつもりはないらしい。

　教会の教えに疑問を持っていたソフィーではあるが、教義そのものを否定しているわけではないし、幼いころに学んだ善悪の基準は健在というわけだ。

「食べ終わったな。行こう」

　全員が食べ終わったのを確認してから店を出る。

　判明しているリカルダ教団の拠点は、冒険者ギルドが運営しているボロ宿の一つ。新人や稼ぎのない冒険者が格安で泊まれる場所で、大部屋に二段ベッドがずらりと並んでいるレイアウトだ。

　プライバシーなんてないはずの場所なのだが、どうやって正体を隠しているのだろうか。入れ墨の存在を知っているヤツは少ないとはいえ、見られたら困るはずなのに。

　ちょっとした疑問は、宿の前につくとすぐに解消する。

「あの男は……」

　昨日とは服装が全く違うし、大勢の冒険者を率いているが、膨大な魔力と尋常ではない制御能力がベルハルクだと確信させた。

　目算で五十人の冒険者がベルハルクの後ろを歩いている。この規模にまでなるとパーティではなく、自由奔放な冒険者たちが組織として動く集団——クランと呼べるだろう。

　上位の冒険者であれば自然と下位の冒険者がすり寄ってくる。便利な手足として動いてもらい、見返りに知識や経験を与えるといった感じに、お互いに利用し合うためにクランは設立される。クルトにも有名なクランは何個もあるのだ。

　俺たちも一時はクラン設立を検討したこともあったが、リヒトは性格に重大な欠点を抱えていたので実現しなかった。

　しかもリヒト経由で裏社会とのつながりが強くなってしまったので、危ない存在として人が寄り付かない、孤独なパーティとして活動をしていた。

「あいつら、今日もダンジョンに潜るらしいぞ」

「だったら二、三日は戻ってこないな。その間は宿が使えそうだ」

　近くにいる、見知らぬ新人冒険者たちの会話だ。

　リカルダ信者たちは、安宿を貸し切っていたようだ。


五十人もいれば確かに可能だろう。教団から資金提供されているのであれば金銭面は問題にならないうえに、同じ部屋に泊まれるため自衛がしやすく、機密もある程度保持できると。



　魔物を崇拝する狂った集団のくせに、賢く立ち回っているな。

「俺たちもダンジョンに入るぞ。バウルは保存食と水を買いあさってこい。ソフィーとローザはギルドに行って、ダンジョンの入場許可証をもらってきてくれ。俺は、連中の後をつけていく」

　三人ともうなずくと、それぞれの目的地に向かって歩き出した。


クルトのダンジョンマスター




　俺は一人でベルハルクたちを尾行する。

　ダンジョンに向かう冒険者は多いので気づかれる心配はない。ベルハルクたちは露店を通り抜けてダンジョンの入り口にまで移動すると、入場の手続きを始めた。

　もう何度も通っているのか、ダンジョンの入り口を守る兵とも顔見知りのようだ。笑いながら会話している。人数が多いので時間はかかったものの、ベルハルクは兵に止められることなく塔の中に入っていった。後ろにいるリカルダ信者たちも続く。

　全員がいなくなり、周囲に監視者がいないことを確認してから、俺は入り口を管理している兵の一人に話しかけた。

「すごい人数でしたね。有名なクランなのでしょうか？」

　騎士という身分は隠しているので、丁寧な言葉づかいをする。

　立場をわきまえている冒険者が珍しいこともあって、兵の機嫌はよさそうだ。

「新人が集まった無名のクランだ。金がないらしく、頻繁に地下二階で狩りをしている。アイツらがいると獲物の取り合いになるから、ダンジョンに入るなら別の場所で狩りをしたほうが賢明だぞ」

「そうなんですね。ダンジョンを探索しようと思っていたので、助かりました。ありがとうございます」

　礼を言ったついでに銀貨を五枚、兵に渡す。

「わかってるじゃないか」

　笑顔で受け取ったので最後に礼をしてから立ち去り、ソフィーたちを待つ。

　すぐに姿が見えた。木製のスタッフを持ったソフィーと、大量の荷物を背負ったローザが目の間に立つ。

　二人の後ろには眼光の鋭いバウルがいた。

「これから、中に入るので？」


リカルダ信者との戦いが近いので、気が高ぶっているのだろう。好戦的な男だな。



　もちろんだと答えようとしたが、赤い髪の男——カールの姿が見えたのでバウルたちと一緒に物陰へ隠れる。どうやら今日も、仲間と引率の冒険者を連れてダンジョンに入るようだ。

　どこに行くのか確認したいのだが、あいつらの会話が聞こえる距離ではない。

「ローザ。カールの声が聞きたい。どうにかできないか？」

「また唐突な話ね……まぁ、便利な道具として頑張りましょうかしら」

　小さなため息をはいてからローザが魔法を使う。

『ウィンドボイス』

　俺たちには何の変化もないが、ローザは目をつむって集中している。本人には会話が聞こえているのだろう。

　カールは許可証を取り出すと、入り口を管理している兵に見せてから中に入った。残りの三人も後に続く。

　ローザを見ると魔法を解除したのか目を開いていた。

「昨日は上を探索したから、今度は地下に行くそうよ」

　面倒なヤツが同じ場所を探索するのか……。できれば出会いたくはないものだ。

「カールとは出会わないように注意しながら、例のヤツらを探しに行く」

　三人はうなずくと、バウルは鉄製の兜、ソフィーとローザはフードをかぶった。俺は口元に布を巻いて軽戦士のスタイルに変える。

　これで戦士一人、魔法使い二人、軽戦士一人という、そこそこバランスのよいパーティに見えるだろう。

「目的地は地下二階だ。バウル、後は任せたぞ」

「了解。とりあえず付いてこい」

　一階の踊り場を抜けて階段を下ると、地下一階に着くと濁った空気が歓迎してくれた。

　地面は整地されておらず小石なども転がっている。


遠くで発生した戦闘の音が反響しながら俺の耳に届く。



　周囲は薄暗く、数メートル先は暗闇に包まれている。


なぜかわからないが、クルトダンジョンの地下は真っ暗なので、自前で照明を用意する必要があるのだ。



『ライト』

　ローザが辺りを照らす光の球を三つ出現させた。バウルの前、最後尾、そしてパーティの中心にそれぞれ配置する。ようやく通路の奥まで見えるようになった。

　俺たちの存在は目立ち周囲に気付かれやすくなってしまっているが、冒険者であれば光源を確保するのが普通だ。

　明かりを消して歩いているやつがいたら、それこそ怪しい人間に見えることだろう。

　クルトダンジョンの地下一階を通り抜けて、二階まで順調に進む。階段下の踊り場では、多数の冒険者が地面に座って休憩していた。

　冒険者パーティの間をすり抜けて奥に進む通路を目指す。

「あの生意気な小僧に嘘の道を教えてやったぞ」

　そんな声が聞こえた。

　生意気な小僧とはカールのことかもしれないので少し気になったが、他パーティの会話に割り込むほどではないので無視する。

　周囲を観察するがリカルダ信者らしき姿は見えない。

　奥に進んで冒険者を狩っているのかもしれないな。

「どこに進みます？」

　前にいるソフィーに聞かれた。

　スペースに制限のある塔と違って、地下のダンジョンは広大だ。昨日みたいに、しらみつぶしに探すといった方法はとれない。ある程度は場所を絞ったほうがいいだろう。

「不人気スポットから探す」

　冒険者の多い場所で襲撃が起これば、生存者が出てしまう可能性がある。

　生け贄を逃がしてしまったなんて失態は避けたいだろうし、殺しきれる人数がうろついている場所を選んで狩り場にしていると思ったのだ。

「階段とは、正反対の場所に行くぞ」

　地下に向かう階段から遠ざかると、なぜか魔物の出現数は落ちる傾向にある。そのため稼ぎにならない。正規ルートから大きく外れれば外れるほど、冒険者の数は減っていくのだ。

　踊り場を抜けて人が三人ほど横に並んで歩けるほどの通路に入り、バウルを先頭にして一列に並ぶ。最後尾を選んだ俺が背後を警戒していると、僅かにだが気配を感じた。

　襲ってくる様子はなく、姿もない。

　昨日の襲撃を暗殺ギルドになすりつけようとしたのがバレたのか？　いや、もしそうなら文句や警告といった、何らかのアクションがあってもいいはずだ。

　そうではなく、俺たちがどう動くのかを監視しようとしているだけだろう。

　後ろをつけているヤツを排除すれば、やましいことをしていると伝えることになり、放置していれば情報が筒抜けになる。

　どちらもデメリットはあるので悩ましいが、一つを選ぶのであれば排除のほうだ。

　リカルダ信者との争いに巻き込まれたと言い訳すれば、暗殺ギルドは文句を言えない。俺を使って邪魔な組織を処理させようとしているのだから、深くは追求してこないという確信がある。

　方針は決めた。あとは、どのタイミングで排除するかだが……さっさと、やってしまおう。リカルダ信者の前に、つけているヤツを殺る。

「バウル、少し歩いたら人のいない場所で休憩しよう。行き止まりの小部屋を選んでくれ」

「わかった」

　急に指示を変えたが、バウルは素直に従ってくれた。

　異変は感じただろうが口に出すほど愚かではなくて助かる。

　経験の浅いソフィーは何も気づいていない。ローザは「何を企んでいるの？」と言いたそうな目をしていたが、反応せずに歩き続けた。

　地下二階の通路を歩き出してから、しばらく時間が経過した。


ちょうどいい場所が見つからず、その間も後をつけられている。



　すれ違う冒険者はいなくなり、魔物の出現数も減っている。薄暗い空間の中、俺たちしかいない状態だ。

　地図を確認しながらバウルが進み、ようやく誰もいない小部屋についた。十人は座ってくつろげる程度の広さで、俺の注文どおりの場所だ。バウルたちは奥に進み、俺は入り口近くの壁によりかかる。

「ふぅ、歩き疲れたわ。休憩してもいいわよね？」

「その前に……」

　ローザの質問に答えながら、ナイフを取り出して部屋の隅に投擲した。

　キンと甲高い金属音がしたかと思うと、黒ずくめの人間が姿を現す。マントで全身を隠しているので体型はわからないが、恐らく男だろう。暗殺者は顔に包帯のような布を巻いていて、表情がわからない。片手に持ったショートソードを構えながら、目は通路のほうを見ている。

　戦うより逃げることを優先しそうだ。

「姿を消す魔法を使っていたのか？　それとも魔道具か？」

「…………」

　俺は入り口を塞ぐように立って質問した。

　その間に、バウルが短槍を前に出して構え、ソフィーは『ホーリーブレス』の魔法を使って、俺たちの身体能力を向上させる。ローザは離れて見学だ。小さな部屋で大規模魔法を使われても困るので、人質に取られないよう警戒してくれるだけで充分である。

　突如発生した戦闘だというのに、三人とも冷静に対応できているので頼もしい。

「依頼主は誰だ？」

「…………」

　だんまりか。仕方がない。予定どおりに死んでもらおう。

　バウルに目で合図を送ると、暗殺者に向けて短槍を突き出した。ソフィーがかけた聖魔法のおかげで動きは速い。完全に避けることはできずに腕に突き刺さる。

　構わず反撃しようとしてきたので、バウルは短槍を引き抜いて後ろに下がった。暗殺者の腕から血が流れ落ちて、地面にポタポタと落ちる。

『エネルギーボルト』

　生かして帰すわけにはいかない。俺は周囲に半透明の矢を十本出現させて放った。驚くべき速さで最初の数本をかわしたが、途中で足が止まってしまい、太もも、腹、頭を庇った腕に突き刺さる。

　いくつもの傷を負っているのに、痛みを感じている様子はなかった。

「薬でも使っているのか？」

　スラム街に住むチンピラは、下っ端の少年たちに興奮剤を使う場合がある。精神を高揚させて痛みを忘れさせる薬だ。即効性があり、飲めば一日は効果が持続する優れものだが、依存性が高いので一般流通は禁止されている。

　一般人は所有すらできないものだが、暗殺ギルドなら持っていても不思議ではない。

　このままでは死ぬしかないと思ったようで、暗殺者は俺に向かって走り出した。

　強行突破しようと考えたのだろう。興奮剤の効果で思考が短絡的になっている。明らかに悪手だ。

「背中ががらあきだぞ」

　バウルが短槍を投擲し、暗殺者の背中に突き刺す。

　左胸を貫通したので即死だろう。

　俺の目の前で力尽きて倒れてしまった。

「で、こいつは誰なんで？」

　死体から短槍を引き抜きながら、バウルが聞いてきた。

「暗殺ギルドから派遣された監視役だろう」

「監視、ですか？」

　次に疑問をぶつけたのはソフィーだ。


目の前で起きた惨状なんて気にしていない。荒事に慣れてきたようで成長を感じられる。



「俺たちがリカルダ教団とどう戦うのか、それとも手を組むのか。そういった情報を仕入れて、どこかに売るつもりだったのかもしれない。もしくは、俺の後ろにいるゼルマや代官にゆさぶりをかけるためと考えることもできる。どちらにしろ、弱みを握らせるわけにはいかないから、この場で処分した」

　買った情報は信用してもいいが、それ以外は一切信用できない。俺たちはやつらのクライアントというわけでもないので、明日にでもこちらの情報がリカルダ信者に売られても不思議ではないのだ。とはいえ、アルバートは俺を利用して、クルトからリカルダ信者たちを排除したいと考えているようなので、売られる可能性はほぼないだろうが。

「私たちの周りは敵ばかりですね」

　目の前の現実に絶望したわけでも、嘆いているわけでもない。ソフィーはだんだんと冷たくなっていき、いつもの笑顔がなくなる。

「そ、そうだな」

　急変した雰囲気に飲まれ、言葉に詰まってしまった。

　一言返事をしただけで続きが思い浮かばない。

　こういったとき頼りになるのはローザなのだが、頬を引きつらせて首を横に振っている。私に話を振るなと言いたいのだろう。

　意外性を発揮してバウルが何とかできるんじゃないかと見ると、厳しい顔をして通路の奥を見ていた。

「足音がする。誰かが来るぞ」

　逃げ道のない行き止まりの部屋に死体がある。


俺たちが一方的に殺したと、ギルドに報告されても面倒だな。



「襲われたので返り討ちにしたと説明する。リカルダ信者でも戦うことは避けるぞ」

　奇襲をかけて目撃者を残さず殺すつもりなので、準備不足のまま戦闘になることは避けたいのだ。仮にこれから来る相手がリカルダ信者であったら、態勢を整えてから襲えばいい。

「わかりました」

　ソフィーは今までどおりのかわいらしい声で返事をしてくれた。先ほどの冷たい雰囲気はない。俺が見たのは幻だったのだろうか。いや、そんなこと考えている暇はない。思考を切り替えよう。

　ソフィーとローザは後ろに待機してもらい、俺とバウルは入り口の前に立つ。足音が近づいてきており、俺たちがいる部屋に来るのは間違いなさそうだ。

　暗がりから冒険者が出てきた。人数は五人。全員が男で革鎧を着ている。片手剣が三人、槍が一人、弓が一人という構成だ。魔力は感じられないので脅威度は低い。バウルだけでも処理できる相手なので、緊張を少し緩める。

　顔を確認するが、俺が見たリカルダ信者の中にはいなかった。とはいえ、こんな辺鄙なところに来るぐらいなので、無関係な冒険者だと思わないほうがいい。

「ここで休んでもいいですかね？」

　部屋に入った冒険者の一人が言った。

　死体には気づいたようだが、聞いてくることはなかった。

「俺たちはすぐに出ようと思っているので問題はないが……」

　返事をしたついでに視線を暗殺者の死体に向ける。


反応が見たかったので、あえて話題を振ったのだ。



「冒険者同士の争いなんて珍しくないですよね？　我々に被害がなければ気にしません」

　なんともドライな返事すると、俺たちの横を通り過ぎて部屋の中に入っていく。

　背後を襲われる心配があったのでしばらく様子を見ていたが、地面に座って水を飲み始めたので、普通に休憩しているように見える。

　リカルダ信者だという確証もないため、この場から立ち去ろう。

「もう少し、この周辺を探索する」

「おう」

　またバウルを先頭に歩き出して部屋を出ようとする。と、通路の奥、正面から足音が聞こえた。また誰か来たようだ。立て続けに他の冒険者と出会えるなんて珍しい、としか思えないヤツは平和ボケした間抜けだろう。

　俺たちは人気のない場所を選んで来たのだから、短時間に二度も冒険者が訪れること自体、ありえないのだ。

　後ろを向くと、休憩していたはずの冒険者どもが立って武器を構えている。

　油断させて前後から攻撃しようという魂胆か。真正面から戦いを挑んでくる単純思考の冒険者が多いので、こいつらは少し頭が回るようだ。

　幸いなことに部屋にいる冒険者どもは魔力持ちではない。最後尾にいる俺一人でも簡単に倒せるだろう。切り抜けるのは簡単……。

「俺様の獲物はここにいるのか？」

　ではないようだ。


どうやら大物が釣れてしまったようで、昨日の夜で聞き慣れてしまった声が耳に届く。



　ベルハルクがこちらに向かってきているのだ。

　バウルは一撃でやられてしまったので、あれがベルハルクだとは気づいていないはずだ。単なる魔力持ちの冒険者だと勘違いして戦いを挑めば、簡単に倒されてしまうだろう。戦い方もある程度わかっている俺が相手をする。それがベストな判断だ。

　片手剣を持つとバウルの横に立つ。

「お前は後ろを相手してくれ。俺は前のヤツと戦う」

「わかった。すぐに戻る」

　疑問に思いつつもバウルは最後尾に移動すると、短槍を構えてソフィーやローザを守るように戦いを始めた。

『ホーリーブレス』

　ソフィーの聖魔法で身体能力が向上する。

　罵声が飛び交う戦闘音を聞きながら剣を構えていると、前方からランタンを持った一人の男が現れた。

　昨日と違って顔は隠していない。目が大きく前髪を短く切りそろえた髪型が特徴的だ。武器と思われるのは、両腕についている緑色のガントレットとブーツのみ。見た目からして魔法的な効果を持っていそうだ。魔力量、そして制御の仕方からして、ベルハルクなのは間違いないだろう。

「もう始まってるじゃないか！　俺様も混ぜてくれよ！」

　ベルハルクの魔力量が爆発的に上がったかと思うと、高速で走り出した。行動を読んでいた俺は、予め準備していた魔法を放つ。

『エネルギーボルト』

　半透明の矢が五本、ベルハルクの顔に向かって飛ぶが、腕で払いのけられてしまった。

「甘い！　俺様には効かない！」

　初級魔法では足止めすらできないか。厄介だな。

　俺の目の前で立ち止まると、ベルハルクは腰をひねってから拳を突き出してきた。

『魔法障壁』

　魔力で創り出した『魔法障壁』と拳が衝突する。一瞬にして『魔法障壁』にヒビが入った。魔力で修復しながら持ちこたえようとする。

「うぉおおおおお‼‼」

　叫んだだけで、ベルハルクの圧力が増した。


こいつの魔力による身体能力強化は化け物級だ。接近戦に限定すれば俺を凌駕する。自信に満ち溢れた発言も実力が伴っているのでバカにはできないが、簡単に勝てると思うなよ。



『アイスジャベリン』

　時間をたっぷりと使って威力を上げた氷の槍が、ローザから放たれた。向かう先はベルハルクの腹。先ほどのように腕で弾こうと攻撃を中断したので『魔法障壁』を切って、俺も魔法を使う。

『エネルギーボルト』

　最速で放った半透明の矢は胸に当たり、さらに氷の矢が腹に突き刺さって吹き飛んだ。

　これで勝っただろう。そう思っていたのだが……。

「いてててて」

　なんと、仰向けに倒れたベルハルクが起き上がった。『エネルギーボルト』が刺さった胸に空いた穴は、塞がっている。

　聖魔法を使った形跡はない。


どういうことだ？



　腹に刺さった氷の槍を無造作に引き抜いた。血は流れることなく、傷はすぐに消えていってしまう。

「リカルダ様のお力がなければ危なかったな」

　首をコキコキと鳴らしながら、街中を歩くようにゆっくりと近づいてくる。

　神と崇めているリカルダのおかげで、回復できたとでも言いたのか？　創造神ですら誰も見たことがないのに、邪教の神と呼ばれているリカルダは実在すると？

　馬鹿らしい。断言しよう。絶対にありえない。


無知な平民であれば騙せるだろうが、俺には能力の正体がはっきりとわかっていた。



「それは自己回復に特化したギフトだな」

　ギフトまたは権能とも呼ばれる能力には、解明されていないことが多い。だが共通していることとして、魔力を消費するのと引き換えに、魔法とは違う能力を発揮するということが挙げられる。

　魔法名を言わなかったこと、さらにはベルハルクの保有する魔力が減ったことから、俺はギフト能力を使ったと考えたのだ。

　やつに聖魔法の適性があるのだったら、他の魔法も使っているはずだ。フィネのように無詠唱で魔法を使える人間はいないので、俺たちに隠して魔法を使ったという可能性もない。

「自己回復？　違うね、そんなちんけな能力ではない。俺様はリカルダ神から授けていただいた、不死のギフトと呼んでいる」

「不死……か」

　自分で名づけるぐらいだ。不死と思えるほどの能力があるのだろう。回復力は非常に高いと思っていい。もしかしたらソフィーの『ヒール』レベルかもしれないな。

「俺様のお気に入りだった装備に穴を開けやがった不届き者め」

　視線は俺に向いていると思ったら、ベルハルクの姿がブレて、目の前に立っていた。

「死ね」

　ガントレットをつけた拳が俺の顔に迫る。足を一歩引いて回避してからベルハルクの腕を掴んで投げ捨てる。

　昨夜、こいつの動きを視ていたからこそ反応ができたのだ。

「グハッ」

　背中を強打したベルハルクに『ホーリーランス』が迫るが、手を地面につけて足を開き回転してブーツに当てると弾き返した。

　ブーツやガントレットには魔法を弾く機能があるようだが、普通の人間であれば能力が追いつかず、扱いきれない装備であるはず。

　それなのにベルハルクは高い身体能力と戦闘のセンスで、能力を充分に発揮させていた。

　聖剣の力が使えない状況では、正直、戦いにくい相手である。

「その動き、見たことがあるんだが、どこだっけな？」

　しかもカンまで鋭いのかよ！


たった一度、魔法以外の攻撃をしただけで、昨夜戦った相手だと気づきかけている。



　正体がばれる前に殺すしかない。

　全力で行くと覚悟を決めた。

「例の剣を創る。ローザ、サポートは任せたぞ」

　返事をする代わりにローザが魔法を使う。

　即座に動いてくれるとは。一緒にパーティを組んでいただけのことはある。

『ウォータープロテクト』

　全身を覆う薄い膜ができる。対象はパーティ全員だ。

　これで準備は終わりだ。持っていた剣を鞘にしまう。

「ん？　どうした？　この程度で諦めたのか？」

　武器をしまったことでベルハルクは警戒心を強めながらも、表面上は余裕があるように見せている。いや、ヤツのギフト能力を考えれば、実際に余裕があるのだろう。

　この狭い部屋では範囲魔法なんて使えない。範囲を絞って高威力の魔法を使うにしても、ベルハルクの速度が速すぎて当てるのは不可能だ。接近戦だって相手の耐久度を考えれば、四人で戦っても勝つのは難しいので、負けるイメージがないんだろうな。

　だから、ヤツの予想を上回るしかない。

　今度は、俺のギフト能力を披露してやろうじゃないか！

「お、お前ッ、それは‼　ギフトッ⁉」

　右手に炎の剣——ロンダルト王国の宝剣が現れて、驚いているようだった。

　持ち主である俺を焼こうとしているのか、炎の剣から発された熱で周囲の気温までもが十度は上がったように感じる。ローザの魔法がなければ火傷していただろう。

「ギフトがお前にしかないとでも思っていたのか？　残念だったな。俺の能力はしぶといだけのお前より上だぞ？」

「俺様を、リカルダ様の能力を、馬鹿にしたなッ‼」

　口角を上げて挑発すると、ベルハルクは飛び出しそうなほど目を開き、激高した。

　何かを盲信しているヤツというのは、すぐに理性を失ってくれるので扱いやすい。

　叫んでいるベルハルクの前に立つ。剣を胸に突き刺そうとするとバックステップでかわされたので、追撃をするべくさらに数歩踏み込み、炎の剣で左胸を突き刺した。

「ガハッ」

　心臓を貫かれたというのに、血を吐き出しながらもベルハルクは後ろに跳躍。部屋を出て通路にまで後退した。

　突き刺さされた左胸や、熱によって焼かれた皮膚が回復していく。

　即死だったはずなんだが。


ベルハルクが自信を持って不死と呼ぶのも納得できる能力だ。



「だが、逃げた場所が悪かったな」

　結局、魔法だろうがギフトだろうが、魔力がなければ使えない。魔力が枯渇するまでダメージを与え続ければいいのだ。

　炎の剣に魔力を込めると熱量が増大する。

　創造のギフトが教えてくれたとおりに、剣を前に突き出す。

『敵を焼き尽くせ』

　短いワードであったが、想像していた以上の効果を発揮してくれた。

　刀身から炎の竜巻がベルハルクに向かって伸びると、通路を埋め尽くす。

　回復している途中で動きの鈍っているベルハルクは立ち尽くしたまま、赤い炎の渦に飲み込まれてしまった。

　もちろん、この程度では死なないだろう。炎の竜巻は維持し続ける。

　視界は赤一色で、熱で顔から汗がしたたり落ちる。魔法で保護されているのに、肌が焼けるように痛い。

　数十秒ほどしか経過していないが、体内の魔力も半分ほどにまで減ってしまった。驚くべき消費量だ。さらに、呼吸が苦しくなって頭がクラクラしてくる。

　もうこれ以上の維持は不可能だと判断して魔力の供給を止めると、炎の竜巻はすぐに消え去った。

　通路には真っ黒になった塊が一つ、転がっている。


それは、ベルハルクだったものだ。



「終わったみたいだな」

　後ろから声をかけてきたのはバウルだ。部屋の中にいた冒険者たちは倒し終えたようで、短槍を肩に担ぎながら歩いている。

「にしても、恐ろしい武器だな、それ」

　視線の先は炎の剣だった。ロンダルト王国の家宝だとは知らないバウルだが、剣から発する魔力や炎の竜巻を見て、ただならぬ武器というのは感じ取れている。

「所有者までも焼き尽くそうとするから、簡単には使えないけどな」

　話しながら炎の剣を消し、ベルハルクだった黒焦げの死体を見る。動いてはいない。完全に倒しただろう。そう思っていたら、バウルが無言で黒焦げの死体に近づき、短槍で何度も突き刺した。

　いきなり始まった蛮行に、ローザやソフィーは引いたような顔をしている。俺も同じような気持ちだ。

　無言で突き刺す姿は、目的を知っていても狂気じみていると感じてしまう。

「どうやら、本当に死んだみたいだな。完全に動かない」

　黒焦げの死体に槍を突き刺したまま、俺を見るその笑顔が怖いと思ってしまった。


頬が引きつるのを感じる。



　狂犬のあだ名に恥じない行動だな。

「ねぇ、それ……動いているように見えない？」

　後ろからローザの震えた声が聞こえたので、視線を下に向ける。


黒い塊が震えているようにも見えるが、魔力はほとんど感じられないので、ローザの指摘は間違いだろう。



「気のせい——」

　と、口を開きかけて止まった。

　目をこすってからもう一度、黒焦げとなった死体を見る。

　指がピクリと動いた……？

「じゃないかも……バウル！」

　警告を聞いてすぐに短槍を引き抜こうとしたバウルの判断、動きは素晴らしい。優秀だと褒めてもいいだろう。だが、今回はばかりは相手が悪かった。

　灰になりかけた腕が動くと短槍を掴む。力は強く、バウルが引き抜こうとしても動かない。

『エネルギーボルト』

『アイスランス』

　俺とローザが同時に魔法を放った。

　当たる直前で黒い死体が跳びはねると、魔法を回避して立ち上がる。

「俺様が、この程度で死ぬはずがないだろッ‼」

　顔の判別ができないほど真っ黒なのに、ベルハルクは元気よく叫んだ。

「あぁ‼　親愛なるリカルダ様！　不死のギフトを授けていただき感謝します！　この力で、神敵を討ち滅ぼしましょう‼」

　変なスイッチが入ってしまったのか、膝をつき両手を挙げてリカルダという神に宣言した。

　ベルハルクはギフト能力のことを神の加護だと思い込んでいるようだが、実際には違う。創造神も含めて、この世界に神などいないのだ。

　とはいえ超常的な存在というのも一応はいる。その中でも神に近しい者がいるとしたら、それは——。

「私の名を気安く呼ぶな」

　転移魔方陣とともに魔物が現れた。竜の尻尾と翼を持ち、顔と首元、腹の一部以外は蒼い鱗に覆われている女性だ。魔力量はフィネ以上。転移魔法を使った半竜の魔物は、ダンジョンマスターに間違いない。

　クルトダンジョンにもいるかもしれないとは思っていたので、驚きより納得感のほうが強かった。

　アレもまた、フィネと同様に話の通じない性格だったら最悪だな。

「あ、あなた様は……」

　ベルハルクは声を震わせながら言った。

　転移魔法に驚いたわけではなく、神々しい姿を見たと感じているようで、膝をついて手を組み、祈り出した。

「ああ！　リカルダ様！　聖典どおりの、お美しい姿なのですねッ‼」

　何ッ⁉　半竜の魔物をリカルダだと言いやがったぞ！

　まさかリカルダ教団とは、クルトのダンジョンマスターを崇める集団だったのかッ！

　フィネの存在が明らかになったことで、リカルダ教団は自分たちの崇めるダンジョンマスターがクルトにいると確信して、先遣隊のベルハルクたちを派遣してきた。一瞬にして、そんな流れが思い浮かぶ。

　リカルダは、ベルハルクたちのことをどう思っている？

　自分を崇める集団を、便利な道具として利用したいと考えているのであれば、俺たちの敵になる。この場で、ダンジョンマスターとの戦いを始めなければいけない。

　狭い空間で聖剣の一撃は放てない。先ほど使った炎の竜巻だって、通路に向かって放ったからこそできたことで、部屋の中では普通の剣として振り回すしかないだろう。

　非常に厳しい戦いになることは、容易に想像がつく。

「私のダンジョンで人間を殺し回っていたな」

「はい！　生け贄として捧げておりましたッ‼」

「生け贄……なるほど、そういうことか。それでお前たちは何を望んでいる？」

「人間ではなく、魔物としての生を授かりたいと考えております！」

　ベルハルクの目的を聞いたリカルダは、顎に手を当てて黙ってしまった。

　その間に俺は炎の剣を消してから聖剣を創造し、ソフィーに魔力を込めてもらった。

　必殺の一撃は使えないが、それでも俺が創造できる武器で最優なのは変わらない。聖魔法が使えるようになる利点もあるため、他の武器に比べて応用力が高いのだ。

　バウルも短槍と盾を構えて、ソフィーとローザを守るように立っている。これで戦闘が発生しても、いきなりやられるということはないだろう。ある程度、応戦はできるはずだ。

「魔物になるために同族を殺し回ったと、お前はそう言いたいのだな？」

「はい！　聖典には、リカルダ様は人間の命を求めておられると、書かれておりましたので！」

　話しながらもギフト能力で皮膚の再生まで終えたベルハルクは、歓喜に満ちた表情をしていた。目は狂気に彩られ、俺からすれば正気を保っているとは思えない。

「言いたいことはわかった」

　リカルダはベルハルクの頭に手を置いた。

　崇めている対象に触れられて、ベルハルクは笑顔のまま目に涙を溜めて喜び、

「死ね」

　頭をぐしゃりと、握り潰されてしまった。


果実が潰れたときのように返り血が飛び散り、リカルダの全身は真っ赤になる。



　顔を血で赤く染めたリカルダは、振り返って俺のことを鋭く睨みつけてきた。

「さて、次はお前だ。確認したいことがある」

　リカルダは、俺たち人間を対等とは思っていないようだ。

　見下すような目で見ている。

「なんだ？」

　ダンジョンマスターと話せる機会は貴重である。リカルダ教団とのつながりも気になるので、戦闘ではなく会話を選ぶことにした。

「名はラルスといったな」

　無言で首を縦に振る。

　ダンジョンの機能で俺たちの会話を盗み聞きしていたのであれば、名前ぐらい知っていても不思議ではない。むしろ当然と言っていいだろう。この程度で驚くほど、俺は無知じゃないのだ。

「フィネという名前に心当たりは？」

　久々に聞いた名前に、心臓が飛び跳ねそうなほど驚いた！

　俺とフィネのつながりをどこまで知っている？

　気になることはいくつも思い浮かぶが、失言を一つでもしてしまえば、ベルハルクと同じ運命をたどるかもしれない。嘘は避けるべきだろう。


反応を見つつ、慎重に動くのがベストなはずだ。



「…………ある」

「やはり。お前が、例のお気に入りか」

　そのことまで知っているのか。もしかしたら、一目惚れしたと告白されたことまで把握している可能性もあるぞ。

「強く執着されていたという意味では、合っているな」

「ふーん。こんな生意気な小僧のどこがいいのか。あいつの趣味もわからんな」

　反応に困る発言だ……。

　戦闘になってもいいように体内の魔力を練る。

「フィネに愛を告げられたんだろう？　お前はなんと答えた？　それが知りたい」

「断ったに決まっている。人間と魔物はわかりあえない。どんなに慕っても、今みたいに裏切られ、殺されるだけだ」

「確かにな」

　寂しそうに力なく笑ったリカルダが素手で構えた。

　体内の魔力が急上昇し、緊張感が高まる。

「で、聞くことだけ聞いて、その後は戦うつもりか？　ちゃんと答えたんだ。俺からも質問をさせてくれ」

「……いいだろう。言ってみろ」

　フィネとの関係からダンジョンマスターのこと、さらにはクルトのダンジョンに関することまで、聞きたいことは山のようにある。

　だが今回は、目の前の問題について焦点を絞るべきだろう。

「リカルダ教団と、お前との関係が知りたい。聖典にいろいろと書かれているようだが、なぜアイツらだけがお前の正体を知っている？」

「言いたくない」

「昔、人間とつるんで悪さをしていたからか？」

　今まで感情を表に出さなかったリカルダが、一瞬にして憤怒の表情に変わった。

　同じ名前を使っているんだから、関わりがあると思っていたのだが、キレてしまうほど触れてほしくなかった話題のようだ。

　失言しないようにと思っていたのに、まさか一発目からハズレを引いてしまうとは運がない。

「人間風情が調子に乗るな」

　リカルダの拳が目の前に迫っていた。

　体を反らせてリカルダの拳を回避。耳に風を切る音が聞こえた。

　左足を軸にして体を反転させ、背中を見せると右足で蹴りを放つ。

　腹に直撃したはずなんだが、石の壁を攻撃したような硬く重い感触を感じた。攻撃した俺のほうがバランスを崩してしまう。追撃を警戒して、数歩距離を取ったはずだったんだが、リカルダは目の前にいた。

「ガハッ」

　腹を殴られると鎧が砕け、口から血が流れ落ちる。たった一発が、重い。

　フィネは呪いによる攻撃が脅威だったが、リカルダは単純明快な物理攻撃だ。恐ろしいほど強い。アンデッドのように明確な弱点があるようには見えないので、真正面から戦うことしかできず、素の力、言い換えると種族による能力の違いが、如実にょじつに出てしまっている。

　バウルが背後から短槍を突き出したが、尻尾で絡めとられて、奪い取られてしまった。

「死にたくないなら動くな」

　普通の人間なら腰を抜かして怯えてしまいそうな声を出して、リカルダはバウルに警告した。

　狙いは俺。理由はフィネ絡みだろう。消滅したはずなのに、迷惑をかけ続けやがって。

　ソフィーからもらった剣では、傷すらつけられない。アンデッドには高い効果を発揮するが、それ以外の魔物に対しては普通よりも良質といったぐらいであって、特別な武器ではないからだ。

　新しい武器を創造するしかない。選んだのはアルマが使っているメイス。硬い鱗を斬り裂くのは無理でも、強く叩いて衝撃を与えればダメージは蓄積される。そう考えて選んだのだ。

「ほぅ。お前もギフト能力持ちか。しかも武器創造。そこらにいるゴミとは違うみたいだな……少しだけ興味が湧いた。先ほどの発言は忘れてやろう」

　尻尾で掴んでいた短槍を投げつけてきたのでメイスで弾く。


先ほどまでいた場所にリカルダの姿はなかった。



「それは、どれほどの性能がある？」

　右から声がしたので目視する前にメイスを振るう。空振りだ。

　俺とは二メートルほど距離があった。

　一瞬のうちに移動したのだろう。

「反応は悪くない。出会ってきた人間の中でも最上位に入るな」

　見下すような目が気に入らない。

　こいつもまた、フィネと同じように人間を下等な生き物だと思っている。

　対等に戦えるなんてありえない。健闘するだけで褒め称える。そんな傲慢な態度を隠すつもりはないようだ。

　クソッたれどもめ。


人間を侮るなよ。



　全身の魔力を限界まで練って身体能力を高める。筋肉の繊維がギチギチと鳴っているような音が聞こえるが、まだ足りない。さらに魔力を練っていると、ようやくリカルダは俺の変化に気づいた。

「力の差があるのをわかっていても、抗うことを諦めないか。命乞いをすれば見逃すぞ？」

「断る」

　嘘に決まっている。

　魔物が人間との約束を破る姿なんて、何度も見てきたからなッ！

「その目、いいな。部下に欲しいぐらいだ」

「お前の下になんかつくわけないだろッ！」

　床が陥没するほどの力で踏み出すと、リカルダに向かって走り出す。頭上から尻尾が迫ってきたので、メイスを振るって軌道を変える。右側からドンと衝撃音がして、床の破片が飛び散り、頬ほおに当たった。

　リカルダの前に立つと、メイスを大きく振り上げる。

「潰れろッ‼」

　全力を込めて振り下ろすと、リカルダは片腕で防ごうとした。だがパキッと乾いた音とともに骨が折れて、押し負ける。

　勢いを落とすことなく、メイスは肩に直撃した。

　この感触なら骨は粉砕した。そう、確信できるほどの手応えだ。

　反撃を警戒して後ろに下がる。

　痛みは感じていないようでリカルダは笑っている。ギフト能力を見極めるために、わざと受け止めたのか……？

「想像以上の実力だ。いい男だな」

　下等な生き物と見下していた人間に傷を負わされたのに、気に入られるとは。普通は怒り狂うところじゃないのか？　魔物の思考は、本当によくわからない。

『エネルギーボルト』

　返事の代わりに魔法を放つが、尻尾の一振りで弾き飛ばされてしまった。魔法への耐久力も高く、やりにくいな。だが、アルマのメイスでダメージは与えられた。勝てない相手ではないと気合いを入れ直し、汗の滲む手でメイスを強く握り込む。

　フィネを相手にしたとき以上の厳しい戦いになるだろうが、ローザやソフィーがいれば勝算はある。俺が囮になってリカルダの注意を引きつけて、背後から強力な魔法を放つ。

　単純ではあるが、効果の期待できる戦法だ。

　言葉なんていらない。ローザなら戦っている間に察してくれるだろう。そんなことを考えていると、リカルダが話しかけてきた。

「私の悩みを一つ解決してくれるのなら、お前たちを見逃してもいい」

　即、断ろうと口を開きかけて止めた。

　正体不明のリカルダ、そしてダンジョンマスターの情報を集める機会である。提案を受け入れるかどうかは別にして、話を聞くぐらいはしてもいいだろう。

「悩みだと？」

「そうだ。私のダンジョンを荒らすヤツがいてな。そいつを追い払ってくれ。なあ、簡単な話だろう？」

「お前が戦えばいいだろ」

「それをしたくないから困っている」

　リカルダが勝てないから俺に提案したのではなく、戦うこと、それ自体ができないのか。

　姿をさらしたくない苦手な相手なのだろうか？

　まあ、どちらにしろ答えは決まっている。

「断る。魔物の言葉は、信用に値しないからな」

　魔物とわかりあえると思ってはいけない。

　うまい話には必ず裏があり、俺たちを破滅に導くからだ。

　死んでいった先輩冒険者、そしてコレットが実証してくれた事実である。

「その話、僕たちなら対処できます」

　通路から聞き慣れた声がした。

　リカルダは機嫌悪そうに後ろを向く。

　ランタンを持ったカールが立っていた。

　鎧にはや服には、新しい傷が付いている。

　ダンジョンに入ってから、魔物かリカルダ信者と激しい戦いをしていたのかもしれない。

「この男は魔物の言葉を信じないと言うが、お前は違うのか？」

　薄らとだが嫌悪感を含んだような声で、リカルダがカールに聞いた。

「知性があり、言葉が通じるのであれば、お互いに信じ合えますッ！」

　カールの隣にいる剣士のケリーは首を縦に振ってうなずいているが、後ろに待機している引率の冒険者は顔を引きつらせ、回復師のファムは興味がなさそうだ。

「だ、そうだ。ラルスは、それでも断るか？」

「当然だ」

　知性があり言葉が通じるからこそ、危険なんだよ。

　リカルダが改めて聞いてきたので即答で否定した。

「特別な能力を持ち、頑固。懐かしい気分だ……悪くはない」

　なぜか、また、好印象を持たれてしまったのだが。理由が思い浮かばん。

「お前は、私の願いを叶えてくれるのか？」

　リカルダは折れた骨を治しながら、ゆっくりと歩いてカールの前に立つ。

「ええ。魔物でも、人間でも関係ありません。困っているのであれば助けるべきです！」

「いい心がけだ。助かるよ」

　こいつはリヒトと同じで、自分だけが正しいと思って行動している。俺が忠告しても考えを変えるどころか、逆に強固なものにしてしまうだろう。過去の経験から、この予想が高確率で当たるとわかっている。

　悪い方向に進んではいるが止められない。

　逃げだそうにも通路は塞がれているので、見ていることしかできなかった。

「お仲間はどうかな？」

「もちろん！　私はカールと同じ考え！」

　リカルダの質問に勢いよく答えたのはケリーだ。

　引率の冒険者は首を横に振り、ファムはリカルダをじっと見つめているだけだ。前者は冒険者としての常識的な判断に基づいた行動で、後者は教会の教義と照らし合わせて同意できないといったところだろう。

「よし、お前たち二人に期待しよう」

　カールの肩にリカルダが手を置いた瞬間、地面が揺れた。天井からパラパラと石の欠片が落ちてくる。振動は断続的に、そして強くなっていく。

　先ほど言っていたダンジョンを荒らすヤツ、というのが近づいているみたいだ。

「な、何が起こっているの……？」

　怯えたような声でケリーが呟いた。カールは励まそうとするが、リカルダに止められる。

「そろそろ来る。戦う準備をするのだ」

「戦う……？」

「私のダンジョンを攻撃する不届き者を倒してくれ。それで、私の悩みは解消される」

「え、そんな悩みだったのか」

　おいおい、アイツは俺たちの会話を途中からしか聞いてなかったのか？

　最も大事なことを聞き逃していたくせに、どうしたらそこまで自信を持って信用するとか言えるんだよ。

　相当、幸せな家庭環境で育ったのだろう。

　農民や一般的な平民ではまずありえない思考をしている。

　貴族ではなさそうなので、豪商辺りの出身か？　生きるか死ぬかといった苦労は、してこなかったんだろうな。羨ましい限りだ。

「ねえ、どうするの？」

　ローザが聞いてきた。

　後ろを見るとソフィーや短槍を拾ったバウルも近くにいて、俺の言葉を待っている。

「隙を見つけて逃げる。合図を出したら走り出すぞ」

　ダンジョンマスターの情報は手に入れた。ベルハルクも死んだことだし、今日の成果としては充分である。欲張ってはいけない。いったん帰還して立て直すべきだろう。そう思って撤退の意思を固めていた。

　チャンスが訪れるのをじっと待つ。

　部屋の天井にヒビが入り、大きくなる。ピシッと、致命的な音が聞こえると、中心に穴が空いて何かが落ちてきた。瓦礫に隠れてよく見えないが、羽があるので人間ではなさそうだ。

「ここに隠れていたのか」

　声には覚えがある。まさか、ここで再会するとは思わなかったぞ——シェムハザ。

「天井は入り口じゃない。まったく、躾のなっていない犬だ」

　突如現れたシェムハザに対して、リカルダは不機嫌そうに言った。

　自分の家ともいえるダンジョンを破壊されたのだから、当然ではある。

　シェムハザはそんな感情など知らんといわんばかりに暴言を吐く。

「年老いたババァが。老害はさっさと死ね」

「はぁ？　お前、今、なんと言った？」

「老害と言ったんだ。私の邪魔をするな！」

「お前、また老害と言ったなッ‼」

　俺たちのことを無視して、ダンジョンマスター同士の口げんかが始まりやがった。しかも低レベルで、子供みたいな内容で呆れてしまう。

　突然の出来事に、カールたちは口をぽかんと開けて唖然と見ているだけだ。

　そんな中、ソフィーが俺に近づき、小声で聞いてきた。

「ラルスさん。シェムハザの瞳の色は見ましたか？」

　シェムハザは、テッブスの肉体を食べた際にその魂、存在までをも取り込んだ。目の色が蒼いときはテッブスの意識が、黒いときは元となったシェムハザの意識が表に出ているという特徴がある。

「一瞬だけしか見えなかったが、蒼だった。でも、あれはテッブスなのか……？」

　先ほどからリカルダと言い合っているシェムハザの言動が、俺の知っているテッブスと一致しない。意識が混ざり合って、別人格ができあがってしまったのだろうか。

「もしかしたら、どちらでもないのかもしれません」

「どういうことだ？」

「瞳の色が濃かったんです。ううん、違います。暗かったといったほうがいいでしょうか」

「暗かった……まさか」

　その表現にぴったりとあてはまる存在を俺は知っている。

　外れてほしいという願いは……叶わないだろうな。生死不明だったアイツは、シェムハザに食べられて、新しい生を手に入れたのだろう。

「今、意識の表層に出ているのはフィネか」

「間違いないかと」

　同じ結論にソフィーも至ったようだ。力強く肯定した。

「ええ、どういうことよ。死んだんじゃないの？」

　シェムハザのことをよく知らないローザが驚きの声を出して、バウルもうなずいて同意していた。

　二人に事情を説明してやりたいが、その時間はなさそうだ。

　俺の呟きを聞き取ってしまったシェムハザが、リカルダとの口論を急に止めてこちらを見る。

「ラルス‼　会いたかったッ‼」

　三対六枚の黒い羽をバタバタと動かしながら、飛び跳ねていた。

　黒く呪われた矛が両端についた槍も振り回しているし、喜び方が子供っぽいのは変わっていないな。

「ご指名みたいね。行ってくれば？」

　ローザのヤツが俺の背中を押して、一歩前に出させやがった。

　俺を生贄か何かと勘違いしているんじゃないか⁉

　こういうのは、奴隷であるお前の役目だろッ‼

「あのときの続きをしよう……と、言いたいところだが、今日はお預けだ！　老害と話をしなければいけないからなッ！」

　シェムハザ、いやフィネが再びリカルダのほうを向いて言うと、怒りを抑えて耐えていた彼女が、対抗するようにカールへ話しかける。

「向こうは、あの男の知り合いのようだ。お前は、どちらに味方する？」

　別にフィネの味方ではないのだが。


リカルダはカールを参戦させるために、あえてそんなことを言ったのだろう。人間がもつ負の感情、その扱いが上手い。



「もちろん、キミに味方する！　あの男の仲間が、まともなはずがないからなッ！」

　カールはリカルダに向けて優しい笑みを向けて言い放った。


人間相手なら効果があったかもしれないが、魔物には効かないと思うぞ。



　感情だけで動き、実力差を理解できない冒険者ほど、悲しいものはないな。

　巻き込まれる仲間がかわいそうで仕方がない。

「よく言った。私はあの黒い羽の女と戦うから、お前はラルスと戦え。殺しても構わん」

「え、僕はあの魔物と戦うんじゃないのか？」

　侵入者を倒してくれと言われると思っていたカールが、慌てながら質問をした。

「まずは邪魔な周りを倒してから、私と一緒に侵入者と戦おう」

「なるほど。任せてくれ！」

　リカルダが俺のことを侵入者より弱いと言ったことで、カールの機嫌はよくなったようだ。元気よく返事をすると、俺に向かって歩いてくる。

　ケリーまではついてくるが、ファムと引率の冒険者は通路で見ているだけである。あの二人は、これ以上は付いていけないと判断したのだろう。もしくは別の思惑があるのかもな。

「どうする？」

　好戦的な笑みを浮かべながらバウルが聞いてきた。


テッブスもそうだったが、こいつも戦うのが好きだな。平和主義者の俺には理解できない。



「俺はカールを相手する。バウルは女のほうを頼めるか？」

「任せろ」

　返事をしてすぐに短槍を前に出したバウルは、ケリーに向かって突進していった。

　連携や作戦なんてない。いや、するつもりはないのだろう。短槍を振り回して、ケリーとの戦いを楽しんでいる。

　教会騎士遠征から生き残った実力者でもあるし、任せても大丈夫か。

「僕を前にして、余所見なんかしないでくださいよ！」

　目の前にまで迫ってきたカールが剣を振り下ろしてきた。横に移動して回避すると、右手にナイフを創造して脇腹に突き刺す。

「ゴフッ」

　血を吐き出しながら、カールは一歩、二歩と後ろに下がる。かろうじて剣は落としていないが、先ほどの勢いはない。睨みつけることしかできないようだ。

　痛みに耐えながらカールが叫ぶ。

「ファム！　回復してくれ！」

「…………」

　追撃はせず、回復されるのを待つことにする。もし『ヒール』を使うのであれば、ファムたちも敵として扱おうと考えたからだが、どうやら杞憂だったみたいだ。

　いくら待っても聖魔法が使われる気配はない。通路のほうを見ると、ベテラン冒険者がファムに話しかけていた。

　会話の内容は聞こえないが、助けてしまえば敵として扱われるといった警告でもしているのだろう。ここぞというときに役に立ったな。

「ファム！　早くしろ！　このクズ女がッ！」

　カールはもう一度叫ぶが、誰も動かない。

　バウルの戦いは早くも決着が付いたようで、ケリーが血を流して地面に倒れている。

　俺の手伝いをするつもりはないようで、真っ赤なった穂先を地面に突き刺すと、バウルはダンジョンマスターたちの戦いを眺めていた。

「竜人の魔物、リカルダは、絶対に負けると知っていてお前をそそのかしたんだ」

「そ、そんなことはない」

「現実を直視しろ。お前は俺には勝てない」

　カールは血を吐き出しながら必死に否定するばかりなので、現実をわからせるために魔法を放つ。

『エネルギーボルト』

　腹の痛みで動けないカールの太ももに突き刺さって、膝をつかせる。

「ほら、この程度の魔法すら防げない」

　痛みで体が動かせないなんて、未熟すぎる。自分じゃ気づいていないんだろうが、さっきから言葉づかいも荒くなっているぞ。

「魔物の話になんか乗るから痛い目に遭うんだ。降参するなら見逃してやるが？」

「するかよッ！」

　最後にチャンスをやったんだが、カールは無視してしまった。

　仕方がない。

　鞘から剣を抜いて歩く。

　カールは、血を吐き出しながら「さっさと回復させろ！」と叫ぶばかりで、逃げようとしない。

　目の前に立つと剣を構える。

「僕が弱いわけじゃない。クソ女が手伝わないからいけないんだッ！」

　最後は言い訳か。

　無様な姿だな。

　俺は無言のまま剣を横に振るい、カールの首をはねた。

　これが、魔物の言葉を信じた人間の末路だ。

「ほら！　私のラルスが勝った‼」

　カールとの勝負がつくと、フィネはリカルダとの戦いを中断して、骨のころと同じように不思議な踊りをしながら喜んでいた。体は変わっても、あのころのクセは残ったままか。懐かしさを感じてしまい、不思議な気分である。

「やはり、あの男ではダメだったか」

　死体を眺めながらリカルダが呟いた。

　信者を躊躇ちゅうちょなく殺していたし、人間の生死になんて興味がないのだろう。

「どうだ！　強いだろッ！」

「強いな。新人とはいえ、一度お前を倒しただけはある」

「そうだろ！　そうだろっっ！」

　なんかフィネの物扱いされているのが気に入らないが、あの二人が会話をしている間に一時撤退の準備をしよう。フィネとリカルダの両方を相手に戦えないからな。

　ハンドサインで合図を送り、ローザやソフィー、バウルたちを部屋の出口のほうにまで移動させた。

　ダンジョンマスターたちは気づいていないのか、それとも俺以外は眼中にないのか不明だが、三人は無事に通路にまで進む。ファムと呼ばれていた回復師たちと合流したみたいで、何やら話をしていた。

　戦闘になっていないので、仲間の敵討ちなんてことにはならないだろう。

「さて、下準備も終わったことだし、そろそろ新人教育でもしてやろう」

　リカルダが片手を上げると、手のひらに魔方陣が浮かび上がる。

　その間に、フィネは俺の隣にまで移動していた。腕を組もうとしてきたので横に一歩移動して避ける。シェムハザの体になったので触れただけで呪われるといったことはないだろうが、魔物との接触なんてしたくはない。

「アイツと戦わなくていいのか？」

「老害の能力が知りたいから終わるまで待つッ！」

「ということは、終わったらフィネが戦うんだな？」

「うーん。悩ましいッ！」

　悩むのかよ！　突っ込もうとしたら、リカルダの頭上に出現した魔方陣が光ったので、仕方なく俺も様子を見ることにする。

　カールやケリー、バウルが殺した冒険者の死体から淡い光の球が浮かびあがり、リカルダの中に吸い込まれていった。

「ふむ、死体の魂を抽出、吸収し、自身を強化するか。恐らく配下の魔物にも使えるのだろう。つまらん能力だッ！」

　フィネはつまらんと言ったが、恐ろしい能力だぞ。ダンジョンでは毎日のように冒険者が死んでいるのだ。それを自身や配下の強化に使えるだなんて、悪夢でしかない。

　さらに重要なのは、死体から抽出するという部分だ。

　ベルハルクからは光の球は出てきていない。ということは、生きていることになる！

「さすがリカルダ様ッ！　下賎な人間どもの力を再利用されるだなんてッ！」

　予想は当たってしまったようで、鼻から上がない頭を再生させながら、ベルハルクは立ち上がる。

　まさか頭を潰されても、生きているとは……。

　不死のギフトとは、高位の魔物が持つ自己回復の能力を遙かに上回るようだ。

「ほう。あれで死ななかったか」

　ベルハルクの叫び声に、一瞬だけ驚いた表情を浮かべたリカルダだったが、すぐ笑顔に変わる。

　あ、これ、ダメなパターンだ。

　何か企んでいますよ。そう言いたそうな顔をしている。

「フィネ、いいことを思いついた」

「奇遇だな。私もだ」

　ダンジョンマスターが言う「いいことを思いついた」は、俺にとって悪い展開に流れることにつながる。経験上、わかってしまうのだ。

　さっさと俺も逃げ出そうと思い、気配を消してゆっくりとフィネから離れようとして足を動かして、止まる。動きを阻害する魔法をフィネに使われたのだ。

　体内の魔力を活性化させて抵抗している間に、話が進んでいく。

「人間を使って代理で戦わせよう。私は、この頭が吹き飛んだ男、ベルハルクを使う」

「いいな！　もちろん受けて立つぞ！　私はラルスを使う！」

　ふざけるな！　なんで俺がフィネのために戦わなければならないッ‼

　早く、反対の意思を表明しなければ！

「ラルスが勝ったら、私の言うことを一つ聞け！」

「ダンジョンマスター協定に反しなければ」

「それでいい！」

「その代わりベルハルクが勝ったら、お前は私の配下となれ」

　勝手に話を進めやがって。リカルダはフィネが約束を守るとでも思っているのか？

　ありえない。どっちか、もしくは両方とも裏切る前提の約束だろう。

　それにだ、ダンジョンマスターの代理戦争だなんてするつもりはない。

　すぐにでも逃げ出してやる。

　体内の魔力を練って、俺の行動を阻害する魔法への抵抗に成功した。

　ようやく動けるようになったので、会話に集中しているフィネとリカルダを無視して走ろうとしたら、ベルハルクと目が合ってしまう。

「リカルダ様に勝利を捧げます！」

　全力で突っ込んでくると、ガントレッドで保護された拳を俺の腹に叩き込もうとする。『魔法障壁』を使って防ぐが、半透明の壁にぴしりとヒビが発生した。

「オラオラオラッッッッッ‼‼」

　声を出しながらベルハルクが連続で殴りつけてきた。ガンッ、ガンッと叩く音が聞こえてヒビが拡大。魔力を注いで『魔法障壁』を修正するが、間に合わない。維持できたのは数秒で、パリンと音を立てて破壊されると、右の拳が俺の腹に突き刺さる。

「ゴホッ」

　内臓を壊されたようだ。口から大量の血を吐き出す。

　吹き飛ばされて背中が壁に衝突し、痛みで意識を失いそうになるが、強く噛みしめてつなぎとめる。

　ベルハルクは大きく跳躍すると、俺に向かって蹴りを放ってきたので、聖剣を創造して刀身で受け止め、横に吹き飛ばす。ヤツは空中で一回転して体勢を立て直して、足から着地した。

「おっと、仕留め損ねたか！」

　顔は完全に回復している。

　楽しそうに笑いやがって。クソッタレが。

『ヒール』

　聖剣の力を使って聖魔法を使用した。

　傷ついた内臓が急速に回復していく。

　俺は戦いたくないのだが、ベルハルクが逃がしてくれそうもない。手を抜いて勝てる相手ではないので、非常に嫌ではあるが全力で戦うしかなさそうである。

「聖剣を使う、私のラルスは手強いぞッ‼」

「ギフト能力者同士の戦いは珍しい。どちらが勝つか楽しみだな」

　俺たちの戦いを観戦しているフィネが、飛び跳ねるほど喜んでいた。

　腕を組んだままだがリカルダも笑いながら楽しんでいるように見える。

　ダンジョンマスターの見世物になるのは非常にムカつく話であり、即刻戦いを中断したい気持ちになるが、ベルハルクが許さないだろう。

「来いよ。どんな攻撃も、この俺様が防いでやる」

　腰にだけ布が残っている、ほぼ全裸状態のベルハルクが、棒立ちで挑発してきた。

　いつもは俺がする側だったので、ちょっと新鮮だ。

　接近戦の能力はほぼ五分か、身体能力だけでいえばベルハルクのほうがやや上回るかもしれない。だが、俺にはギフトと魔法という武器がある。相手の得意な距離でも十分な勝算はあるだろう。

　体内の魔力を練り上げて身体能力を強化してから、ベルハルクに向かって走り出す。

　目の前に止まって聖剣を突きだすと、予想していたとおりベルハルクはガントレットで弾こうとする。

　今だ！

　聖剣を消すと、アルマが使っていたメイスを右手に創造。すぐさま空いている脇腹に叩きつけた。

「ブハァッ」

　勢いを殺すことはできず、ベルハルクは横にすっ飛んでいく。その先にいるのはリカルダだ。親愛なる神様と一緒になれるチャンスを作った俺に、感謝しろよ。

「こっちに来るなッ！」

　リカルダは動くことなく竜の尻尾でベルハルクを叩きつけた。頭は地面にめり込んでおり、普通であれば即死なんだが、何もなかったかのようにすーっと立ち上がった。

　厄介だな。魔力はほとんど使い切っているはずなのに、無限とも思える再生能力を持っている。絶対に何か仕掛けがあるはずなんだ……ん？

　ベルハルクの背中に、小さいが魔方陣の入れ墨があるぞ。炎で服が燃えていなければ気づけなかった。

　ぱっと見ではどんな効果があるかわからない。

　ここは専門家の意見が聞きたいところだ。

　視線をローザに向けると意図に気づいてくれたのか、小さく口を動かして魔法を使った。

『あれは外から魔力を取り込んで溜める、魔方陣の入れ墨ね。長時間触れていたら死んでしまう毒の液体を使って描かないといけないから、普通は誰もやらない荒技よ』

　ローザの説明が耳に届いた。

　声だけを飛ばす魔法『ウィスパー』を使ってくれたのだろう。

　毒とも呼べる液体を使って入れ墨を彫るとは、不死のギフトがあるからといって、簡単にできることではないぞ。常に全身が痛いはずなのだが、ベルハルクはそんな素振りを見せずに戦っている。リカルダという神に魅せられて、狂ってしまったのか。

「さっさと、私から離れて戦いに行け」

「はッ！」

　リカルダから雑に命令されたにもかかわらず、歓喜の表情を浮かべたベルハルクが走ってくる。ナイフを創造して投擲するが、ガントレットで弾かれてしまった。

　勢いを殺すことなく跳躍し、蹴りを放ってきたので『魔法障壁』で正面から受け止める。着地とともに、ベルハルクが殴りつけようとしてきた。すぐに『魔法障壁』を解除すると、数歩下がって射程から離れる。両手を上げてから巨大な槌が付いたハンマーを創造した。

　このまま振り下ろしても、ベルハルクの身体能力を以てすれば回避されてしまうので、一つの策を講じる。

「リカルダが見ている前で、お前は逃げるのか？」

　回避するために動こうとしたベルハルクの体がピタリと止まった。

　よし！　食いついた！

「リカルダに圧倒的な実力差を見せるチャンスだぞ。俺とどっちが強いか勝負だ！」

「受けて立とうッッッッ‼」

　計画どおり、ベルハルクは逃げることなく腕をクロスさせて、巨大なハンマーを受け止めようとする。

　逃げられる心配がなくなったので、全力でハンマーを振り下ろす。

　ハンマーの重量と俺の強化された身体能力を発揮すれば、押し潰せると思っていたんだが。

「受け止めやがった……」

　腕の骨が折れる乾いた音は聞こえた。

　力に耐えきれず膝もついている。

　だが、倒れてはいない。

　鋭い目で俺を睨みつけていた。

「おいおい。マジかよ」

　しかも恐るべきことに、ゆっくりとだが膝が地面から離れようとしていた。押し返そうとしているのだ。潰すために力を込めているのだが、びくともしない。このままだと力負けしてしまうだろう。

「俺様の——」

『エネルギーボルト』

　ベルハルクの腹ががら空きだったので、半透明の矢をぶち込んだ。

　血を吐き出しながらまた膝を付いてしまう。

　やはり、魔法は便利だ。手が足りないときに活躍してくれる。

『エネルギーボルト』

　追加で三本の矢を頭、喉、腕の順番に突き刺していく。この程度で死ぬような男ではない。抵抗が弱まったので、ハンマーを持つ手に力を入れて押し潰す。

　ぐしゃり。

　音が鳴った。

　潰せはしたが、惜しいことに全身ではなく、片足だけのようだ。

「逃げたな。お前の負けだ」

「うるせぇぇぇ‼」

　神と崇めているリカルダの前で、失態を犯したとでも思っているのだろう。顔を真っ赤にしながら、ベルハルクは叫んでいた。

「俺様の手で、絶対に殺すッ！」

　ベルハルクは潰れた足を引きちぎると、転がりながら俺と距離を取った。

　魔法を叩き込む前に逃げられてしまったか。

　片足で立ち上がったベルハルクの動きは鈍っている。

　すでに血は止まっているが、再生には時間はかかるだろう。

　多少、溜めの時間を使ってから魔法を放つ。

『エネルギージャベリン』

　時間差で三本、半透明の槍を放つ。最初の一本は転がって回避したベルハルクだったが、残りは足に刺さり、動きが完全に止まった。

　再生できないように細切れにしてやる。

　巨大なハンマーを消してから聖剣を創造すると、首をはねるために剣を横に振るう。

「待ってたぜ。この瞬間をッッッ！」

　叫んだ後、首を狙った刀身を歯で受け止めやがった。魔力で身体能力が強化されているとはいえ、そんなことありえるのか……⁉

　ベルハルクの目は薬物でもキメているかのように、完全にイっている。

　胆力も含めて驚くことばかりである。

　ベルハルクは、残された一本の足を曲げて跳躍する。

　刀身をくわえたままだったので、腕が引っ張られそうになり、創造の能力を解除。

「くらえ！」

　体を横に回転させながら折れた腕を鞭のようにしならせ、俺の頭を狙ってきた。

　不死のギフトを持つ人間は、自己再生能力を持つ魔物と考え方や戦い方が似ている。自らの体を破壊されることを前提とした攻撃だ。

　軽くしゃがんでベルハルクの腕を避けると、魔法を放つ。

『エアハンマー』

　空気の塊をベルハルクの頭上に落とした。顔から地面に激突した。腕は折れたまま動かず、足は一本しかない。立ち上がろうとしているが、時間がかかっている。

　しつこい男だったが、もうすぐ終わらせてやるぞ。

　先ほどのハンマーを、もう一度創造して振り下ろす。

　べちゃ。

　水が飛び散るような音が聞こえると、床に真っ赤なシミができた。肉片が部屋に飛び散り、リカルダの頬に張り付く。鬱陶しそうに腕で拭ったのが印象的であった。

「私のラルスが勝ったな！」

　だから、俺はフィネの物じゃない。

　抗議しようとしたが、リカルダが先に発言してしまう。

「まだだ。生きている」

　その言葉を証明するかのように、ハンマーの下から何かが動くような感触を得た。

　ギフト能力を使って再生しているのだろう。

「ほう！　あの状況でもか⁉　面白いなッ！」

「気持ち悪いだけだ。負けた者になど興味はない。さっさと止めを刺せ」

　崇めている神様から死ねと言われるなんて、あわれな男だな。

　ハンマーを消すと潰されたベルハルクの姿が現れた。四肢はもがれて、顔は潰れている。だが背中にある小さな魔方陣は淡く光って、効果を発揮していることを物語っていた。

　体内の魔力はほぼ使い切っているので、魔方陣を削り取れれば勝てるはずだ。

　ナイフを創造してベルハルクの背に描かれた魔方陣を剥ぎ取ろうとする。

「待つんだッ！」

　声を発したのはフィネだ。何を企んでいるのか気になって、動きを止める。

「勝負は私の勝ちでいいよな！」

「……認めよう」

　まだ終わっていないと言うほど、見苦しい姿は見せないようだ。


リカルダは素直に敗北を認めた。



「なら、私の要望を伝える。あの男をくれ！」

「そんなことでいいのか？」

「ギフト能力者を部下にしたかったんだ！　しぶとさが気に入った！」

「私は問題ないが……」

　最後まで言い切らず、リカルダはフィネから俺に視線を移した。

　俺が許さない、とでも言いたいのだろう。腹立たしいことだが正解だ。フィネを強化するようなことはしたくない。

「断る。ベルハルクには、この場で死んでもらう」

「だとさ？」

　煽るようにリカルダが言うと、フィネは俺をまっすぐな視線で見つめた。

　シェムハザだった体は、人間であれば魅力的と表現してもよいほど美しい。肌は白く、手足はすらっとして、だけど胸の膨らみはしっかりとある。メリハリのある体型だ。

　また青い髪をしていることもあって、普段は冷たく見えるのだが、俺に見せる笑顔は魔物だと警戒していても見とれそうになってしまう。

　そんな美しくも恐ろしい魔物が何を言うのか、緊張しながら待っていると……。

「嫉妬するだなんてかわいいところがあるな！　あの男は部下として欲しいだけで、特別な意味はない！　安心しろッ！」

「安心できるかよッ‼」

　やっぱり、魔物の思考はよくわからない。

　あまりにも想定外の言葉を放たれたので、思わず声を出して突っ込んでしまった。むしろ、俺以外の男に興味、いや執着してくれ。そう、願ってしまった。

　俺にかまってもらえて気分がいいのか、フィネは口を大きく開けて笑みを浮かべたままだ。非常に機嫌がよさそうである。

「私のことを信用してくれて嬉しいッ！　ずっと、ずっと、ラルスだけを追い続けるからッ！」

　そう言いのけたフィネの目が恐ろしかった。

　愛に狂っていたシェムハザの面影を感じる。主人格はフィネだが、シェムハザの要素も混ざり合っているのだろう。いやテッブスの件を考えれば、人格自体は残っているだろう。今は安定しているように見えるが、三つの人格が体を奪い合う不安定な魔物だ。


次に再会したときは、フィネであってフィネではない魔物になっている可能性もありそうだ。



「ふざけた会話はここまでだ。ベルハルクにはここで死んでもらう」

　願いなんて絶対に聞かない。

　人類のためにも、ダンジョンマスターの思惑に乗ることはないだろう。

　フィネの言葉を無視してしゃがむと、ベルハルクの背に描かれた小さな魔方陣を剥ぎ取ろうとする。

　コンッ。

　近くにこぶし大の黒い石が転がってきた。

　素材は普通だ。

　鉱石でもなければ宝石というわけでもない。

「ん？」

　黒い石に赤い線が見えた。

　気になったので手で持って裏側を見る。

「魔方陣……⁉」

　しかも転移の、だ。

　即座にナイフで魔方陣を削り取ろうとするが遅かったようで、俺の背後から魔物が出現した。

「スケルトンナイト……？」

　フィネのダンジョンで出現していた魔物だ。それが続々と出てくる。すでに十は超えているだろう。

　慌てて魔方陣を削り取ったが止まる気配はない。

　他にも転移の魔方陣を描いた石が転がっているのだろう。魔物の数は増える一方だ。

　グールやアンデッドナイトなど、他の魔物もクルトのダンジョンに現れると、俺たちを襲うことなく立ち止まっている。

「何をするつもりだ？」

「侵略に決まっているッ！」

　ああ、なるほど。樹海のダンジョンのときと同じように、戦争をしかけているのか。薄らと感じてはいたが、ダンジョンマスター同士の争いに巻き込まれてしまったようである。

「私のダンジョンで勝手に暴れるな」

「うるさい！　老害は黙ってろッ！」

　俺との会話を邪魔されて苛立ったフィネが怒鳴ると、リカルダの頬がピクピクと痙攣した。怒りを必死に抑えているように見える。

　リカルダはダンジョンを侵略されているのにもかかわらず、転移してくる魔物は見るだけ。手を出さない。戦いには消極的なので、全面戦争を避けたいのだろう。

　前に聞いたダンジョンマスター協定、それに関わる何かがあり、そのような姿勢を見せているのだろうか。

「転移を止めるつもりはないのか？」

　静かだが威圧感のある声でリカルダが言った。

　フィネは笑いながら答える。

「もちろんだ」

「……交渉の余地なし、か。仕方がない」

　口を閉じたのと同時にリカルダの姿が消えると、目の前に立っていた。動きが速すぎるッ。聖剣を創造すると、盾にしてリカルダの蹴りを防ぐが、勢いは殺せずに吹き飛ばされてしまう。

　追撃が来るだろうと予想して、聖剣を横に振るう。壁を叩いたような重い感触があった。

「いい反応だッ‼」

　立ち止まったリカルダが尻尾で聖剣を掴んでいた。

「なんで俺を狙う！　ダンジョンを侵略しているのはフィネだぞ！」

「大切なものを奪われる痛み、それを感じさせるためだ‼」

「迷惑なんだよ！　魔物らしくお互いに殴り合って解決しろ！」

　言葉なんて通じないのは承知していた。

　文句を言いながら、リカルダの意識を俺に集める。

『アイスランス』

『ホーリーブレス』

　ローザが氷の槍をリカルダの背中に向けて放ち、ソフィーが俺とバウルの身体能力を強化。前にかけてもらった魔法は切れかかっていたので助かる。サポートのタイミングは完璧だ。

　魔法を迎撃しようと動く気配を感じたので、空いている手で炎の剣を創造。先ほどかけてもらった『ウォータープロテクト』の効果は終わっているので、俺の肌を焼いてくるが関係ない。

　全力でリカルダの腹に突き刺す。鱗のない肌の部分を狙ったので、抵抗を感じずに皮膚を突き抜け、肉を焼く。さらに氷の槍が背中に当たり、バウルの短槍が続く。

「三人がかりで、この程度か？」

　氷の槍は硬い鱗を突き抜けることはできず、バウルの短槍も同様だった。炎の剣は肉を焼いてダメージを与えているが、致命傷には至ってない。

　尻尾の一振りでバウルが吹き飛ばされる。

「その強気な顔を歪ませてやるッ‼」

　叫びながら驚異的なバランス感覚を発揮させたバウルは、空中で回転して体勢を整えると短槍を投擲した。

　掴もうと腕を前に出したリカルダに対して、尻尾から解放された聖剣を下から上に振るって当てる。斬り飛ばすつもりで力を込めたのだが、硬い鱗に阻まれ、刀身は腕の半分まで進んだところで止まってしまった。

　リカルダは俺のことをギロリと睨むだけで終わらせ、ローザとソフィーのほうに顔を向けると口を開く。


ヤツの魔力が急速に高まり、頭部に集まった。



　マズイ！　あれはドラゴンが持つとされているブレスに違いないッ！

　まともに当たれば、『魔法障壁』を使っても防ぐのは難しい。聖剣の力を解放するほどとまではいかないが、恐るべき威力を秘めているはず。

　さまざまなパターンを想定して考えを巡らせた結果、創造していた聖剣と炎の剣を消すと抱き着くことにした。

　俺の行動は予想外だったらしい。抵抗はなかった。

　驚いた目をしているだけなので、そのまま押し倒す。

　リカルダの口から出た蒼いブレスはローザやソフィーに直撃せず、全身が凍り付くような寒さをまき散らしながら天井に向けて放たれた。

　ダンジョンの天井は凍りついて周囲の気温も一気に下がった。吐き出す息が白くなる。長くいたら凍えてしまいそうだ。


リカルダとは密着した状態で、少し動けばお互いの顔が触れ合ってしまいそうな距離にある。



　相手がソフィーだったらドキドキしたのかもしれないが、目の前にいるのはダンジョンマスターなので、生命の危機しか感じない。

　この距離で攻撃されたら避けられない。どうするかと悩んでいると後ろから、耳を突き抜けるような甲高い声の叫び声が聞こえる。

「私のラルスに触るなッ‼」

　後ろを向く。怒りによって魔力のコントロールが甘くなっているのだろうか、髪がふわりと浮かんでいるフィネの姿が見えた。

　……あの姿は愛に狂ったシェムハザの姿に似ている。

　目の色も変わっているように見え、人格がフィネからシェムハザに交代しかけているのだろう。俺が予想したとおり、不安定だな……。時間をかけたら、さらに性格はおかしくなっていくことだろう。

　フィネが槍を突き出してきたので、転がるようにして避ける。俺の下にいたリカルダは動き出すのが遅れ、腹を貫かれてしまう。

「おい、私に刺さったぞ‼」

「うるさいッ‼　旦那様を奪ったヤツらは、全員死ねッ‼」

「お前こそ死ねッ‼」

　槍を引き抜いて何度もリカルダの腹に突き刺すと、我慢の限界を超えたのかリカルダが反撃にと、フィネを殴りつけた。

　お互いに防御は捨てているようだ。フィネは槍で突き刺し、リカルダは腹を殴りつける。

　人間ではありえない戦い方だ。もう、俺とベルハルクの勝負のことなんて覚えてなさそうだ。

「全員、死ねっ！　私の旦那様を返せっ！」


完全に精神はシェムハザに変わったようだ。




感情や本能、そして人間とは別の基準で動く魔物は理解できず、それ故に恐ろしい。



　転移してきたアンドデッド系の魔物は、次々と部屋から出てクルトダンジョン内に散っていく。俺たちを襲おうとはせずに歩いて行くので、不気味である。

「死にたくなければ転移を止めろッ‼」

　リカルダがフィネの顔面を殴りつけた。まともに食らったフィネはスケルトンナイトたちを巻き込みながら壁に激突。めり込んでしまう。

「嫌だ！　死ね、死ねっ！」

　叫びながら壁から抜け出そうとするフィネの体から、薄らと黒い靄がにじみ出てきた。

　本人は気づいていないようだが、あれは呪いだ。

　効果はわからないがフィネの特性から考えて、生物を腐らせる能力があるだろうな。

　シェムハザの体になっても呪いは残る、か。厄介だな。

　この場にい続けるだけでも危険だ。

　一時撤退するべきだろう。

　倒れたまま生きているベルハルクに近寄ると、ナイフを創造して背中にある魔方陣を皮ごと剥ぎ取る。これで、ギフトは使えなくなったはずだ。

　最低限の仕事を終えたので、グールの影に隠れて移動し、短槍を拾って攻撃を仕掛けようとしていたバウルと合流する。

「逃げるぞ」

「まだ戦えるッ！」

　今まで素直に命令に従っていたバウルが、俺を睨みつけて反抗した。

　頭が完全に戦い一色に染まって、興奮している。

　やられっぱなしで腹が立ったのか？

　この場から脱出する最初で最後のチャンスかもしれない今、戯言には付き合っていられない。実力行使にでよう。

　ナイフを創造すると喉元に突き立てる。薄皮を切ったようで少量だが血が流れた。

「命令に従わないのであれば、この場で殺す」

「…………」

　すぐに返事をしなかったので、ナイフの先端を少しだけ押す。


流れ出る血が増えた。



「…………わかった。ラルスさんに従う」

「なら、今すぐ走れ」

　一瞬だけフィネたちの戦いを見たバウルは、踵を返して駆け出した。

　俺もその後を追う。

「こうなったら、転移魔方陣を破壊してやるッ！」

「させないぞ‼」

　どうやら醜い戦いをしているフィネたちには気づかれなかったようだ。ダンジョンマスター同士の戦いは続いている。

　無事に部屋から出るとようやくソフィーたちと合流する。

「大丈夫でしたか……？」

　出迎えてくれたソフィーが心配そうな声で言った。

　ベルハルク、そしてダンジョンマスターと連戦した俺を気遣っての言葉だろう。

「なんとか、な。そっちはどうだ？」

　俺が見たのはカールの仲間だった。生き残りはファムと引率の冒険者の二人だ。こんな状況だというのに逃げ出さずに残っているのだから、何か目的があるのだろう。

「カールさんの遺品を回収しないといけないみたいなんです」

「しなければいけない？　冒険者が死亡した場合、遺品の回収は任意だったはずだが？」

　不可解な判断を下した引率の冒険者を睨む。

　冒険者が死ぬときなんて切羽詰まっていることが多いので、遺品なんて発想は出てこない。多くの場合は放置されるし、回収しなかったからといって批判されることもない。

　誰もが、死んだ人間より自分の命のほうを優先するからな。

　もちろん遺族だって理解しているので、家族が冒険者になった時点で普通は諦める。仮に文句を言ったところで、冒険者に金を払って依頼するか、自分で取ってこいと言われて終わる。

「そうなんですが、カールさんの実家が許さないそうです」

「勝手に許さなければいい。俺たちには関係ない」

「いえ、それが私たちにも少し関係があって……カールさんのご両親は、クルトの代官のようです」

　ソフィーの言葉を聞いて驚きのあまり、口が止まってしまった。

　エルラー家当主に代わってクルトを治めている代官の息子。それがカールだったのか。裕福な生活をしていただろうし、頭がお花畑だったのもうなずける。

　それなりの地位はあるから、かわいい息子の遺品を死んでも持ち帰ろと、命令してくることもありえるだろう。もしくは、見殺しにしたと冒険者を罰する可能性すらある。

「その話は本当なのか？」

　引率の冒険者に聞くと、苦虫を噛み潰したような表情をしながらうなずいた。

「ああ、間違いない。せめて遺品を持ち帰らなければ、言い訳すらできない状況だ」

「この状況でも、か？」

　今のダンジョンは異常だ。ダンジョンマスター同士が争い合い、魔物同士も潰し合っている。逃げ出したところで誰も批判できない状況だ。何なら冒険者ギルドだって後ろ盾になって、守ってくれるはず。

「……恐らく。死んだのであれば、証拠が必要になるらしい」

　どういうことだ？　このタイミングで遺品ではなく証拠と言いかえたからには、何か裏があるのだろう。

　俺が疑問に感じていることを察したようで、ファムが一歩前に出る。

「そこから先は私が話します」

　そういえば彼女は、女剣士のケリーとは違いカールを助けることはなかった。

　一歩引いた立場にいたファムからの話であれば、もう少し詳しい話が聞けるだろう。そう思って、黙って話の続きを待つことにした。

「カールさんには婚約者がいます」

「婚約者？」

「クルトで数十のお店を経営されている、商人の一人娘です。名前は、カサンドラ」

「ほう、それはめでたいな。代官も喜んでいたことだろう」

　クルトの有力商人と親戚関係になれば、街が発展すればするほど入ってくる金も増大するので、代官にとって非常に利益のある婚姻ということになる。

　商人のほうも代官という後ろ盾ができるので信用を得やすく、またライバルに圧力をかけやすくなるはずだ。

　富は代官や一部の商人に独占され、貧富の差は大きくなるかもしれないが、よほどのバカでない限りクルトを発展させるために努力するはず。

　平民にとっても悪い話ばかりではないと感じた。

「はい。最初はカールさんたちも喜んでいたんですが……婚約が決まった後に大きな問題が発覚したんです」

　婚約とは家同士の契約だ。

　隠しごとがあれば一方的に婚約解消する正当な理由になるのだが、ファムの言い方からしてそれはできなかったようだな。

「何があった？」

「カサンドラさんの家が邪教団——リカルダ教団の信者だったんです」

「⁉」

　まさか外から潜り込むだけでなく、すでにクルトに根付いていたのかッ‼

　俺が知らなかっただけで、世界中に潜んでいるリカルダ信者の数は多いのかもしれない。

　毒が体内をゆっくりと浸食するように、クルトを自分たちの都合のよい場所にするために、代官との婚約を選んだ。そういうことか。

　カールがリカルダ信者を殺したと報告されても、復讐されずに生き残っていたのには、そういった裏があったのか。

「婚約を解消すればリカルダ教団から命を狙われ、結婚してしから真実が露わになれば、エルラー家から代官としての地位を剥奪される。婚約した時点でカールさんの父親、代官であるテオバルト様は、窮地に追い込まれていたのです」

「カールはこの事実を知っていたのか？」

「いいえ。知ってしまえば、何をするかわかりませんでしたから」

　頭がお花畑だったカールが知ったら、最悪の場合リカルダ教団の教えに共感する場合もある。隠しごとなんてできなそうだし、そうなったらテオバルトは破滅の道をたどっていた可能性が高い。

　教えなかったことは正しい判断だといえるが、振り回されていたファムたちは大変だっただろうな。

「だから、危険な冒険者をやらせたのか」

　カールが死ねば、リカルダ教団の怒りを買わずに婚約が解消でき、エルラー家にばれることもない。

　婚約は家長であるテオバルトが決めたのに、尻拭いは息子にさせたのか。

　一気に印象が悪くなった。

「はい。だから確実に死亡した、という証拠が必要なんですが……」

「諦めろ。これについては、俺からも説明するからなんとかなる」

「え、どういうことですか⁉」

　後ろで爆発音がしたと思って振り返ったら、フィネたちの争いが激化して部屋が崩壊しそうだ。

　ファムの疑問に答える時間はなさそうである。

「後で説明する。急いで地上に向かうぞ」

　混乱するクルトダンジョンを脱出するため、通路を進む。先頭は俺だ。

　ソフィー、ローザ、バウルはもちろんのこと、ファムや引率だった冒険者も付いてきている。遺品回収を諦めてくれたのだろう。

　スケルトンナイトとゴブリンの集団が争っている横を通り抜けて、進んでいく。

　すれ違う冒険者たちは何が起こっているのか理解できていないようで、魔物同士の戦いに参加する好戦的な者もいれば、不測の事態が起こったと判断して、俺と同じようにダンジョンから出ようとする慎重な者までさまざまだ。

　緊急時ほど、行動に違いが出るから面白い。

　階段を上る途中でリカルダ信者の集団を見つけた。アイツらはダンジョンで徘徊することを選んだみたいで、地上には向かっていない。

　こんな状況だというのに生け贄を探しているのだろう。リカルダに出会ったら殺されると思うので、今回は見逃すことにする。もし生き残っていたら、ゼルマに処分してもらおう。

「おお⁉　地面が揺れたぞッ‼」

　近くにいた冒険者が叫んだ。

　ダンジョンマスターの戦いが激しくなり、離れた場所にいても余波が届いているようだ。

　何も知らないヤツらからすると、天変地異が起こっていると勘違いするかもしれない。屈強な冒険者たちは腰を抜かし、強力な魔物に出会った以上の驚き方をしている。

「どうします？」

　隣に来たソフィーが聞いてきた。

　事情を説明してこの場の混乱を鎮めたらどうでしょうか、そんなことを言いたいのだろうが、それは悪手だ。ダンジョンマスターがいると言ってしまえば、欲望に素直な冒険者たちはこぞって奥に向かい、そして死んでいくだろう。リカルダを強化するための肥料にしかならない。

　さらに邪魔者が入ったことで戦闘が中断され、俺たちが逃げ出したと気づかれたら最悪だ。

　リカルダならダンジョンの様子は手に取るようにわかるだろうし、すぐに追いつかれてしまう。

　他人の命より俺はソフィーのほうが大切だ。

　もう、誰にでも優しくなんてしない。必要であれば他のすべてを捨てる覚悟もある。

「無視する。早くダンジョンから出るぞ」

「わかりました」

　特に不満を言うことはなく、ソフィーはうなずいてくれた。

　後ろを見ると、ファムはさっさと行けと言いたげな顔をしていたのが、意外だった。

「行こう。出口は近い」

　階段をのぼって一階にまで戻る。

　普段は大量の冒険者がいるはずなのだが、今はほとんどいない。


ダンジョンから逃げ出してしまったのだろう。異変の報告を受けて調査をしに来たであろう冒険者の姿が見えるぐらいだ。



　事情を聞かせてくれと言われたら面倒なので、立ち止まることはしない。

　もうすぐ出口だ。フィネやリカルダの襲撃を警戒して体力を温存する必要はないので、ダンジョンの外に出るまで全力で走ることにした。


再会と再戦




　ダンジョンから逃げ出すと、宿ではなくゼルマが滞在している代官の屋敷に戻った。

　メイドに来客用の部屋に案内されると、俺はソファーに座る。

　隣にはソフィーがいて、後ろにローザとバウルが立っており、カールの仲間であったファムと引率の冒険者——ライムントも一緒だ。

　ノック音がしてから、ドアが開く。

「失礼します」

　俺を案内したメイドが入ると、端に移動して頭を下げる。

　続いて入室してきたのは、代官の男。短い赤髪が特徴的で目立つ。腕や胸などに筋肉は付いているが、腹だけはぽこっと出ている。アンバランスな体型だ。

　さらにゼルマが入ってきたので、俺とソフィーも立ち上がった。

「急な来訪にもかかわらず、お時間をいただきありがとうございます」

　政務があったはずなのに、二人ともすぐに会いに来てくれた。普段であればもっと待たされるはずなので、ダンジョンが混乱している話はゼルマのところにまで届いているのだろう。

　それほど、今のクルトはマズイ状態なのだ。

　代官とゼルマが、正面にある革張りのソファーに座ったので、俺たちも腰を下ろす。

「隣にいる男は、クルトの代官をしているテオバルトだ」

　紹介されたテオバルトが頭を下げると、ゼルマが話を続ける。

「ゆっくりと挨拶をしたいところだが、時間がない。早速だがダンジョンの状況を教えてくれ」

「かしこまりました」

　要望があったので挨拶は飛ばし、ダンジョンに入った後のことを話す。リカルダ信者やベルハルクとの戦い、さらにはダンジョンマスター同士が争っていることまで伝える。

　リカルダ信者と戦った場面ではテオバルトの顔が真っ青になり、ダンジョンマスター同士の戦いのくだりでは、ゼルマが眉間にシワを寄せて難しい顔をしていた。

　一通り説明し終わると、しばらくしてテオバルトが話しかけてきた。

「それで、カールはどうなりました？」

　ああ、ヤツの存在を忘れていた。

「ダンジョンマスターのリカルダに味方したので、殺しました」

「ラルス卿が？」

「はい。何か問題でもありましたか？」

　首を横に振ってから、テオバルトはソファーの背もたれにも体重を預けた。

　息子が殺されたというのに、安堵した表情を浮かべている。

　家族が死んで喜ぶような人間にはなりたくないものだな。

「いえ、問題ありません。遺品はあるのでしょうか？」

「ダンジョンマスターの戦いに巻き込まれないよう、逃げ出すことしかできませんでした」

「そうですか……」

　残念そうな顔をしているが、このまま終わらせるつもりはない。リカルダ信者とのつながりがあったことは見逃せないのだ。

　失態の責任をとってもらおうじゃないか。

「カールさんには婚約者がいると聞いています。私のほうから報告しましょうか？」

「ッ‼　……なるほど。ファムたちから聞いたのですね」

「ええ。大きな商家の娘さんと婚約が決まったとまで聞いています。確か、店の一つにリカルダ信者が滞在していたとか」

　ゼルマは驚いた顔をしながら、黙っているテオバルトを見ていた。

　やはり保身のため、ゼルマには何も言っていなかったようだ。婚約者の話は初めて聞いたのだろう。

　この話し合いの後で問い詰められることだろうが、それはお前の責任だ。リカルダ信者と家族になる寸前だったことを、ちゃんと報告するんだぞ。

「……そこまで知っているんですね。ゼルマ様、詳細は後ほどお話しします」

「私は言い訳や隠しごとが嫌いだ。わかっているな？」

「はい」

　圧力をかけられたテオバルトは、短い会話を終わらせると再び俺のほうを向く。

「実は婚約が決まったのはつい最近で、彼らは互いに会ったことすらないのです」

「え、そうだったんですね……」

　貴族であれば家同士の結婚となるので、当人同士は一度も会わないまま、当主が勝手に婚約を決める場合も多い。代官の仕事をしているし、テオバルトは家を継げなかった貴族の子供という可能性もあるので、ありえない話ではないか？

　肖像画で顔ぐらいは確認していると思うが、あれは美化されすぎているからなぁ……ゼルマの肖像画を見たときなんて、「これは誰だ？」と、本人がいる前で言ってしまったことがあるほど、現実との乖離かいりは大きい。

「はい。教会で花嫁修業をしているらしく、終わるまで待ってほしいと言われていました」

　リカルダ信者のくせに教会で花嫁修業だと……⁉

　敵対宗教の内部情報を探るためだとしたら、恐ろしく理性的だ。静かに敵対組織の情報を抜き取り、崩壊させるような動きをされたら、厄介だぞ。

「この件についても、後ほどゼルマ様にお話しします」

「わかりました」

　これで俺の仕事は終了だ。後はゼルマに任せるとしよう。

　会話を終えたテオバルトは、視線を俺の後ろに移す。

「ファム、ライムント、ご苦労だった。仕事は終わりでいい。後で報酬を渡そう」

　背後から、ほっとしたような気配がした。遺品を持ち帰れなかったので、責任を追及されてしまうことを恐れていたのだろう。だが、それは杞憂だ。

　ゼルマの騎士である俺が判断したといえば話は変わる。

　軽く扱うことはできないのだ。

「テオバルトとは後でじっくり話すとして、今は本題に戻ろう」

　ゼルマにとってはカールの存在なんてどうでもいい。テオバルトを目で黙らせてから、俺を見た。

「これから、ダンジョンはどうなると思う？」

　クルトにおいて、経済の根本を支えているダンジョンに異変が発生している。

　エルラー家にとっては必ず解決しなければいけない問題であり、リカルダ教団より優先度は高い。

「誰がダンジョンを手にすることになるかはわかりませんが、少なくともどちらかが勝利すれば、その時点で騒ぎは収まるでしょう」

「その根拠は？」

「ヤツらはダンジョンの奪い合いをしています。それは、領地の奪い合いに似ているんです。手に入れた領地を破壊する貴族がいないように、仮にフィネが勝ってクルトのダンジョンを奪い取ったとして、即ダンジョンを破壊することはないでしょう」

「なるほど……」

　俺の言葉を聞いてゼルマは黙った。

　ダンジョンマスターという謎の生物に人間の常識が通用するか、そういったことを考えているのかもしれない。

　確かにヤツらはときどきぶっ飛んだことをするので、気持ちはわかる。ただ今回の話は、俺の考えが正しいという自信があるので、心配は無用だ。

「フィネの目的はダンジョンを手に入れて、自身の戦力を強化することにあります」

「ほう……その理由は？」

「他のダンジョンマスターを倒すためですね。その先はわかりませんが、多くのダンジョンを手に入れるまでは、ヤンのダンジョンのようにおとなしく運用に徹するでしょう」

　ダンジョンには謎の機能が多く、人類には実現できないものばかりだ。そんなもの無制限で使えるはずがなく、ダンジョンに訪れた生物の命が必要なはず。

　だから、どのダンジョンも人間の利益になるようなものがあるのだ。

　他のダンジョンマスターと戦わなければいけないフィネにとって、ダンジョンに人間が訪れることは重要であり、だからこそ今までと変わりなくダンジョンを運営する。

　そこに例外はないのだ。

「ラルスの話が本当であれば、戦いが終わればしばらくは安心、か……だが、どちらが勝ったのかぐらいは知っておきたいな」

「すぐに決着が付くようであれば、勝者はリカルダです」

「どういうことだ？」

　断言したことが不思議なようで、ゼルマはおとなしく話を待っている。

「俺が出会ったリカルダとフィネは、どちらも依り代を使っていたはずです。あの戦いでフィネが勝ったとしても、リカルダにはスペアの依り代と、能力を最大限発揮できる本体が控えているので、フィネが完全に勝つには時間がかかります。いや、スペアが本体に勝つのは不可能と言っていいでしょう」

　ダンジョンマスター本体の能力は樹海ダンジョンで目にしたことがあったが、能力を制限された依り代では、対抗できない。植物男のようにあっさりと負けてしまうだろう。


あ、アイツは、本体で戦ってもあっさり負けたか。



「なるほど。さらに付け加えるとしたら、スペアを破壊されたフィネが、本体で攻めに来る可能性は低い。そう考えて問題ないな？」

「はい。呪いの力を著しく落としたフィネが、リカルダと本体で戦うような博打に出るとは思えません」

　アイツは感情的に動くように見えて、実はしっかりと計算しているタイプだからな。勝てると確信が持てない限り、リカルダと本気で戦うことはない。精神が不安定でも、それは変わらないだろう。

「なるほどな……」

　再びゼルマが黙った。これ以上の情報は不要だろう。

　誰も喋らなくなると、屋敷内が騒がしいことに気づいた。

　遠くから聞こえる声は、どれもダンジョンに関することだ。現地の報告が、ようやくここにまで届いたのだろう。代官のテオバルトやゼルマを探す声も聞こえる。

「騒ぎが収まったら、すぐに調査隊を派遣する。メンバーはラルスたちだけだ」

　方針を決めたゼルマは、しっかりとした声で言い切った。

　ダンジョンマスターと対等に話せそうなのは俺ぐらいなので、この判断はまっとうだと言えるだろう。

「目的はどうしますか？」

「どちらが生き残ったか確認してくれ。勝者がリカルダなら、何もせずに帰還していい。万が一フィネが勝ったのであれば……クルトのダンジョンを使って何をするつもりか、探りを入れてくれ」

　もしフィネが依り代だけでリカルダを倒せてしまった場合、何をするかは俺にも予想が付かないので、話を聞く必要があるのは間違いない。相手が真実を語るとは限らないが、ゼルマの結論に異論はなかった。

「なあ、ゼルマ様。一ついいか……ですか？」

　話がまとまりかけたはずなのに、バウルがいきなり質問をした。

　この場にいることは許されているが、聞かれたことに答える以上のことは求められていない。無礼だと叱咤しったされても不思議ではない暴挙である。それは、ヤツも知っているはずなんだが……。

「何だ？」

　ゼルマは不機嫌そうにしながらも、話を聞くことを選んだ。

　いったい何を言いたいのか。気になってしまい、全員の視線がバウルに集まる。

「もしダンジョンマスターと出会ったら、戦って倒しても問題ない……でしょうか」

　まさか、ダンジョンマスターと戦いたいと言うとは思わなかった！


あの圧倒的な力を前にして、戦意が落ちるどころかむしろ上がっている。



　頭のネジが吹っ飛んでいやがるな。

　しかも、ゼルマは楽しんでいそうな表情をしているから最悪だ。

「ふむ……勝算はあるのか？」

「俺が持っている短槍の中に、ドラゴンの牙から作りだしたものがあります。鋭さを補助する魔法効果付きの逸品で、それを使えばフィネだろうがリカルダだろうが、必ずダメージを与えられます」

　ドラゴンは同族で縄張り争いをするので、その牙にドラゴンの硬い鱗さえ貫ける攻撃力があることは知られている。

　バウルが隠し持っているという短槍であれば、リカルダの体を覆う鱗も突破できる可能性は高い。攻撃さえ当たれば勝負になるだろう。

「どうして、そこまで戦いにこだわる？」

　何気なく聞いているが、この問いは重要だ。

　答え方を間違えると処罰コースになる。バウル、どうする？

「俺たち冒険者は人類の先鋒として魔物と戦い、勝ち続けなければいけません。本来であれば撤退も負けも許されないのです」

　魔物と戦って未開の場所を開拓し、人類に貢献してきた。冒険者には、そんな自負が少なからずある。社会に適応できず、冒険者にしかなれなかった事実を忘れるためにな。

　生物としては圧倒的に強者であるドラゴンやリッチなどにも恐れることなく、知恵と勇気を振り絞って勝ってきたのだ。そういった経緯もあって、特に好戦的な冒険者は理由や自分の生死なんてどうでもよく、負けることは許されないと考え、勝つことだけにこだわる。

　狂犬とまで呼ばれたバウルは、そんな原始的な動機を持った冒険者だったようだ。

「頼みます。冒険者としての意地を通させてください」

「ふむ、意地か……面白いことを言うな」

　どうやらバウルの答えを気に入ったようだ。

　ゼルマは鋭い目をしたまま、笑みを浮かべている。

「ラルス、こいつの言っていることはどう思う？」

　魔物が嫌いなのは同じだが、俺は大切な人を守るために戦う。その点が決定的に違うので、バウルの気持ちは理解できない。


だが、その闘争心は利用できるだろう。



「意地のことはともかく、武器についてはバウルの話は正しいですね。当たりさえすれば傷はつけられます」

「なるほど。一応、勝算はあるか」

　考えるような素振りをしたゼルマは、すぐに結論を出す。

「私はどちらでもいい。判断はラルスに任せるとしよう」

　これは俺を試しているな。バウルをコントロールしてみせろと。

　クルトの未来がかかっている仕事なのに、無茶なことを言いやがる。

「バウル、どうしても戦闘が避けられない場合のみ、許可しよう」

「チッ………………わかりましたよ」

　舌打ちしやがった！

　お前、一般的な騎士なら無礼だと言って、斬り捨てられるところだからなッ！

　この場では見逃してやるが、後で説教だ。

　暴走しないように教育してやらなければならない。




◇　◇　◇




　ゼルマへの報告が終わり、バウルを長時間説教した翌日の早朝。屋敷にある中庭で片手剣を使って素振りをしていると、私服のレギーナが近づいてきた。

　下段からの突きを繰り出し、ピタリと止める。

「ふぅ」

　今日の訓練はこのぐらいで終わりにしよう。


全身の筋肉をゆっくりと緩めてから、片手剣を鞘にしまう。



　横にいるレギーナを見た。

「おはようございます。何か用事でも？」

「ダンジョンで動きがありました」

　意外に時間がかかったな。それが俺の感想だった。フィネとリカルダは強い。強力な攻撃手段はいくつでもあるだろう。

　本気になれば短時間でダンジョンを破壊して、クルトが崩壊するような未来すらありえたはずだ。

「沈静化したのでしょうか？」

「そのとおりです。その件について、ゼルマ様から伝言を預かっています」

「拝聴します」

　俺とレギーナの仲ではあるが、ゼルマの命令が絡んでいるので少し硬いやりとりをしている。

　そのほうが騎士っぽいかなと思っただけで、深い意味はないんだけどな。

　ただのお遊びだ。

「至急、ダンジョンに向かって現状を正確に把握せよ。ダンジョンマスターに会うまでは戻ってくるな」

　それはレギーナもわかっているようで、ゼルマっぽい気難しそうな声を出しながら報告してくれた。

　堅物だと思っていたが、こういった冗談は好きなようだ。新しい一面を見たように思える。

「謹んで拝命いたします」

「うむ、よろしく頼んだぞ」

　レギーナの演技はここで終わった。

　お互いに笑いを堪えるのが大変だ。

「無事に帰ってきて、ぷぷっ、くださいね」

「もちろんです。クルトの未来をも左右するこの調査、必ずやご満足いただける成果をお持ちしましょう」

　ゼルマに接するのと同じように恭しく頭を下げてから、ゆっくりと上げる。

　我慢ができなくなったのだろう。

　ついにレギーナはお腹を抱えて体を震わせながら笑い出した。

「ラルスさん。それは、ちょっとやり過ぎです」

「いいじゃないですか。ただの遊びですよ」

「それでも、です」

「ダンジョンマスターと会わなければいけないので、緊張をほぐしているんじゃないですか」

「ラルスさんが、緊張？　ご冗談を」

　目に薄らと涙を溜めたレギーナが、失礼なことを言いだした。

「いやいや、俺だって緊張ぐらいはしますよ？　特に考えの読めないダンジョンマスターは、何をしてくるかわかりませんからね」

「ええ⁉　そんな姿、見たことないです！」

　見せていないだけで、内心では焦ったりしているぞ？　求愛されたときなんて我を忘れて突っ込んでしまったぐらいには混乱していたし、レギーナが見ていないところで細かい失点はいろいろとしているのだ。

「取り繕っているだけですよ」

「そうだったんですね？」

　俺の言葉を信じてないようで、レギーナは納得してなさそうな顔をしていた。

　まあ、信じてもらえないのであれば仕方がない。過大評価されているのは気になるが、悪いことではないので誤解してもらったままにしよう。

「一応は、ですね。それではこれから準備してきます」

「あ、はい。ちゃんと帰ってきてくださいね」

「もちろんです」

　唯一といってもいい、同僚の言葉だ。

　ソフィーを守るためにも、ちゃんと帰ってくるさ。

　命令をもらったので早速行動しようと思ったのだが、レギーナはまだ俺に用事があるらしく、話を続ける。

「ラルスさんがダンジョンにいる間、代官のテオバルトさんが主導となって、クルトに潜むリカルダ信者を粛正すると決まりました」

「また強気に出ましたね。テオバルトは了承したのでしょうか？」

「嫌がっていました。でも、死亡したカールの婚約者と関係が切れていることを証明するために、必要なことなんです」

　レギーナは複雑そうな顔をしていた。その理由はなんとなく推察できる。

　現状維持を選んでエルラー家から厳しい処罰を受けるか、それともリカルダ信者を一掃して身の潔白を証明するか、そのどちらかを選ばなくてはいけなくなったのだ。

　心が弱そうなテオバルトであれば、とりあえず目の前の脅威——ゼルマから逃れるために、リカルダ信者を粛正するほうを選択しても納得はできる。衛兵団などを動員すれば作戦は成功するだろうが、それでもリカルダ信者と婚姻関係になった事実は残るので、左遷は免れないだろう。

　代官という地位をなくし、地方に一人で移動させられた男をリカルダ教団が見逃すはずはない。

　テオバルトが生き残る道はあるだろうか。

　俺は、その可能性は低いと思っている。

　心優しいレギーナは同じような未来を想像して、割り切れない気持ちでいるんだろうな。

「リカルダ信者がいなくなるのは、クルトにとってよいことです」

「はい。テオバルトさん曰く、ヴァルター様はクルトの発展より安定を願っているそうなので、リカルダ信者の排除が完遂されれば喜ばれるかと思います」

　当主様のご意思に沿っているのであれば、作戦が上手くいけばゼルマの評価は上がるな。

　元々、不利な状況からスタートしたので決め手にはならないだろうが、貸しにはなるはず。これが当主争いにどう影響してくるかは全くわからないが、半歩ぐらい野望に向かって前進はするだろう。

「それはよい手みやげになりそうですね」

「ですからゼルマ様も張り切っていますよ。朝早くからいろいろと指示を出されています」

　俺への伝令もその一つだったのかな？

　ずっとゼルマに付き従っているレギーナは大変だな。

「それなら、地上は大丈夫そうですね。ダンジョン探索に専念できます」

「そちらについては、ラルスさんにお任せするしかありません。よろしくお願いいたします」

　いつも危険な仕事ばかり任せて申し訳ないとでも言いたげだった。

　ゼルマの子守で急がしいという正当な理由があるので、レギーナが悪いわけじゃないんだけどな……まあ、一応フォローでもしておくか。

「レギーナさんがいるから、安心して戦えるんです。お互いに頑張りましょう」

「……はいッ！」

　ちょっと優しい声をかけただけで、曇っていた顔が笑顔に変わった。扱い安すぎるぞ、レギーナさんよ。

　もうちょっと警戒心を持ったほうがいいんじゃないか。

　そんなことを思いながらレギーナと別れると、ソフィーたちを探しに屋敷へ戻る。

　まずはバウルがいる部屋の前に立つ。軽くノックをしてからドアを開けた。

　バウルは革鎧を身につけたまま床に座り、ドラゴンの牙から作り出された無骨な一本の短槍を、布で丁寧に拭いている。短槍を見つめる目は戦いに飲み込まれているように見え、笑っていた。

　教会騎士遠征のときは理性的に戦っていたバウルだったが、一度スイッチが入ると、こうも人格が変わってしまうのか。

　髪はボサボサでヒゲも伸びているので、犯罪者や浮浪者のようにも見える。

「準備はできているようだな」

　声をかけても無視……いや気づいていないだけか。一心不乱に穂先を磨いている。

「…………はぁ」

　小さくため息を吐いてから、静かに歩いて部屋に入る。

　一歩、二歩と進みバウルの近くに立つと、急に短槍を向けられた。槍の先端が俺の目の前にある。

「元気そうだな」

「なんだ、ラルスさんか。盗賊が入ってきたかと思ったぞ。挨拶ぐらいしてくれ」

　一応、したんだがな。とは言わなかった。

　会話を楽しむつもりはないようで、バウルは立ち上がると部屋の隅に置いていた荷袋を肩にかける。

「今から行くんだろ？」

「ああ、メンバーは俺とバウル、ソフィー、ローザの四人だ」

「いつもどおりだな」

　さっきから言葉づかいが荒い。気持ちが高ぶっている証拠だ。

　バウルが俺を通り過ぎ、部屋から出ようとするので声をかける。

「お前、わかってるよな？」

　ピタッと入り口で止まって振り返る。

「何がだ？」

「今回の目的だ。ダンジョンマスターと戦うことではない。勝者、そして可能であれば今後のダンジョン運営の方針を確認することだ」

「理解している」

「いや、していない」

　バウルの言葉を即刻否定すると、殺気を飛ばしてきやがった。

　体内の魔力が高まり短槍を構える。

　この程度でビビっていたら冒険者などやっていられない。

　何も感じず平然と歩き、穂先が体に当たると止まった。

「わかっているなら、そんな目はしない。出会ったらすぐに戦おうと思っているだろ？」

「…………」

「お前みたいなタイプは何度か見たことがあるんだよ。冷静でないやつは連れて行けない。刃向かうならここで叩き潰そう」

　短槍が少し前に出たようで穂先が体に押し込まれた。傷がつくほどではないが、バウルほどの腕を持っていれば、俺が動く前に腹を突き刺すぐらいは容易にできる。

「短槍をどけろ。俺の命令を聞け。それが嫌なら、一人で死ね」

　魔力を練って身体能力を強化しながら、両手に片手剣を創造する。

　いつでも戦える準備をした。

　お互いに黙って睨むだけ。時間だけが経過していき、

「…………フゥ」

　バウルが小さく息を吐くと全身の力を抜いた。

　構えを解いて短槍を肩に乗せる。

「もちろんですよ。ラルスさんの命令に従います」

　油断ならない目をしているが、それでも俺の言葉を聞けるぐらいには理性が戻っているようだ。これなら最低条件はクリアしている。同行を許してもいいだろう。

「わかった。約束は守れよな」

「もちろんです」

　力強くうなずいたバウルを引き連れて部屋を出ると、ソフィーを探す。

　部屋に行ってみたが誰もいなかった。他にも食堂を探すがメイドがいるだけで、ソフィーは不在だ。

　屋敷内を歩き回ってもいないので、早朝なのにどこかに出かけたのかもしれない。

　行き先を告げないで出かけるなんて珍しいな。そんなことを考えながら窓の外を見る。屋敷に入ってくる馬車が見えた。客が来たのだろうか。疑問に思いながら眺めていたら、輝くような金髪をなびかせたソフィーが降りてきた。

　手には、髪色よりも濃い黄金のスタッフがある。見たことがないものだ。

「下に行くぞ」

　バウルを連れて階段を降りて玄関のホールに行くと、ソフィーがローザと話している姿が目に入った。俺に気づくと美しい笑顔を向けてくれる。

「おはようございます」

「おはよう。どこに行ってたんだ？」

　なんだか不貞を疑う夫のような発言をしてしまった。

　別に正式に付き合っているわけでも婚姻を結んでいるわけでもないので、知らない男と会っていても咎める権利はないんだけどな。

　そう思うと、なんだか中途半端な関係だなと思ってしまう。

　早くすべての問題を解決させて、ソフィーと一緒に暮らす日々を手に入れたいものだ。

「教会に行って、保管されている武器を借りてきました」

　説明しながらソフィーは、手に持っていた黄金のスタッフを俺に見せてくれる。

　先端には祈っている女性の彫刻のようなものがあり、神聖な雰囲気を発している。魔法的な効果がありそうで、店にあっても非売品ですと言われるような逸品だ。

「これは？」

「クルトの教会が大切に保管していた、祈りのスタッフと呼ばれるものです。大昔に存在したと言われる大聖女テレサ様が生涯をかけて作ったと言われていて、聖魔法の効果が増幅する他、強固な魔法障壁——結界も使えるようになります」

　さすが、影響力が地に落ちたとはいえ教会だ。そんな強力な武器を隠し持っていたとは知らなかった。

　盗難を気にして、普段は高位の聖職者しか入れない部屋に保管されているのだろう。テオバルトやエルラー家にも、存在を隠しているほどの品だったかもしれない。

「よく借りられたな」

「ここの教区を担当している司祭様には、聖女時代に貸しがありましたので」

　にっこりと微笑んでいるソフィーが、なぜか怖かった。

　もしかして貸しというのを使って、脅して借りたわけではないだろうな。いやいや、心優しいソフィーがそんなことをするはずがない。悪いほうに考えすぎだ。きっとここの司祭は元聖女派で、ソフィーを創造神みたいに崇めていたんだろう。

「この前はお役に立てませんでしたが、このスタッフさえあれば私も戦力になれると思います。一緒に人類の力を見せつけましょう」

　だから教会に無理を言って、祈りのスタッフを借りてきたのか。

　ダンジョンマスターは恐ろしく強い。さらに閉鎖空間で大規模な魔法も使えないとなれば、後衛のソフィーが戦力にならないのも仕方がないというものだ。死にそうになっても聖魔法でなんとかなる、そういった安心感があるだけでも大分違うんだぞ。

　隣でつまらなそうに腕を組んでいるローザのように、もっと堂々としていればいいのだが、まあ、これがソフィーのよさでもあるか。

　メンバーが揃ったので屋敷を出ようとすると、後ろから声をかけられる。

「お待ちください」

　振り向くと代官のテオバルトと回復師のファムがこちらに歩いてきていた。テオバルトは普段どおりの姿だが、ファムは荷袋を背負い長い杖を持っている。これからダンジョンに向かうような身なりをしていた。

「なんでしょう？」

「これからダンジョンに向かわれるんですよね。彼女も連れて行っていただけないでしょうか」

　テオバルトに背中を押されてファムが一歩前に出た。申し訳なさそうな顔をしているのは、俺たちのパーティに強引に入り込むのを気にしてのことだろうか。

　パーティに一人よそ者が入るだけで、連携が上手くいかなくなるのはよくある話だ。この話は断りたい。

「ゼルマ様はこの話をご存じで？」

「はい。ご相談したところ、ラルス卿に一任すると仰いました」

　面倒だからって俺に振りやがったな。


余計なことをしないだけマシだが、できればゼルマのほうで止めてほしかった。



「なるほど。では簡単な話だ。断る」

　冷たく言い放つと、テオバルトは驚いた顔をした。

　どれだけ無茶な話をしているのか、自覚がないようだな。

「なぜですか？」

「人格面は……テオバルト殿が保障するとしても、まず一つ目に、ファムの実力がわからない。ダンジョンマスターとの戦いに足手まといはいらないんだよ」

　テオバルトの眉がピクッと一瞬だけ上がった。言い方が気に入らなかったか？

　この件についてはすべて俺に任されている。ということは、俺の言葉はゼルマの言葉と等しい。反発などはできないだろう。

「それでは実力をお見せします」

　意外にもファムが宣言した。断れば引くと思っていたので、この行動は予想外だ。ファムはテオバルトを押しのけるようにして、俺の前に立つ。

　この態度から察するに、もしかしたら参加したいと言いだしたのは、ファム自身なのかもしれない。

　ファムは右手の薬指につけていた真っ赤な指輪を外すと、魔法を使う。

『エンジェルリンク』

　ファムの額から一本の角が生えた。肌が褐色に変わり、背中からは羽が、腰の辺りからは尻尾が生えている。さらに、体内の魔力量が爆発的に増大した。持っていた杖も螺旋状のランスに変わっており、血のように真っ赤だ。凶悪な見た目になったが、フィネのように禍々しい魔力は発していない。

「ソフィー、今のは？」

「心の形を映し出し、実力以上の力を発揮できるようにする魔法です。アルマさんは、ああ見えても創造神に仕える天使に憧れているから、純白の羽が生えるんですよ」

　なんとまあ、アルマにもかわいらしいところが残っていたんだな。逆に、目の前にいるファムの心は悪魔のように醜いということか？

「で、ソフィーはあの姿をどう見る？」

「異形の姿に憧れている……でしょうか。心まで邪悪に染まっているのであれば、人間の姿は維持できません」

　尖った耳、長い舌に憧れを持つ人間がいるとは聞いたことがある。ファムはそれと同類なのか？

「どうでしょうか？　これでも足りないのでしたら、模擬戦もいたしますか？」

「……いや。十分だ」

　戦わなくても爆発的に増えた魔力量から察するに、バウル以上の戦闘能力はあるだろう。戦わなくても足手まといにならないことはわかる。

　なぜカールに『エンジェルリンク』が使えることを隠していたのか、なぜ見殺しにしたのか、不可解な点は残っている。不安がないといえば嘘になるだろう。

　だがあの目からして、断っても後を付いてきそうだ。陰でコソコソ動かれて、邪魔されても困る。

「同行は許す。だが、助けはしないぞ？」

「はい。自分の身は自分で守ります」

　最悪、思っていたとおりに動かないのであれば、置いていくか見捨てればいいだけ。リスクとリターンのバランスは取れている……はずだ。




　ゼルマからの任務を遂行するべく、俺たちはクルトのダンジョンに入った。

　一階のエントランスには誰もいない。

　冒険者ギルドが立ち入り禁止にしているのだ。


状況が落ち着くまでは、一般の冒険者は入れない。強制休業となる。



　仕方のないことではあるが、明日の命の保証がない冒険者たちは基本的に、貯蓄なんてしない。すでに封鎖されてから数日は経過しているので、さっさと解放しなければ食い詰めるヤツらも出てくるだろう。当然、クルトの治安は悪化する。

　それだけではない。冒険者が落とす金を目当てに商売している店も潰れていき、クルトの経済は破綻してしまう。

　クルトの未来が明るいものになるのか、それとも暗いものになるのか。それは、俺たちがどれだけ迅速にダンジョンを正常化させられるかにかかっているのだ。




◇　◇　◇




「先頭は俺に任せてください」

　ダンジョンに入ってから、ずっと戦闘的な笑みを浮かべているバウルが、返事を待たずに奥へ進んで行ってしまった。狂犬のスイッチが入ったヤツを制御するのは面倒そうだ。

　フィネとリカルダ。どっちが勝っているかわからない状況なのに、不安要素が多すぎる。

「はぁ……」

　小さくため息を吐くと、ソフィーが優しく手を握ってくれた。

　顔を見ると、そこにはいつものように人々を癒やす笑みがあり、心の底からやる気が湧き出てくる。

「行くか」

「はい。行きましょう」

　ここは危険なダンジョンの中だ。名残惜しいがソフィーの手を離す。


片手剣を創造してからバウルを追いかけていくことにした。



　どうやら塔のほうに行ったようで、上り階段から足音の反響音が聞こえる。勝手に道を選びやがってと思いながら、俺も階段を上っていく。しばらくすると二階の踊り場に立っているバウルの姿が見えた。

「先に進みすぎだ」

　注意してから肩に手を置く。


バウルは俺を無視して、踊り場の先にある通路を睨んだままだ。



　気になったので視線を移すと、目の前に腕を組んだリカルダがいた。

　不機嫌そうな顔で尻尾を上下に動かし、床を何度も叩いている。

　待ち構えていたのか……！

　急いで後ろに下がって距離を取り、剣を構える。

「フィネはどうした？」

「依り代を三つ破壊した。しばらくは動けんだろう」

　勝者は予想どおりリカルダだったようだが、それにしては機嫌が悪そうだ。全身から殺気が放たれている。

「だがな、私の依り代も二つも破壊されてしまった！　新人にだぞッ‼」

　尻尾で床を強く叩きつけた。床が割れて破片が飛んでくる。

　この状態だと冷静に話し合うのは難しそうだ。

「どちらが勝者かわかれば十分だ。俺たちはすぐに引き返す」

　早くも最低限の目的は達成したので帰還しても問題はない。さっさと帰ろうと思っていたのだが……リカルダは、ただでは帰してくれないようだ。

「お前が来たからフィネが来た。責任を取ってもらおう」

「フィネはダンジョンを侵略しに来たんだろ？　だったら、俺がいなくても同じ結果に——」

「うるさいッ‼」

　リカルダの口が大きく開いた。魔力が頭部に収束する。

　ブレスの兆候だと思ったときには、ソフィーが駆け出していた。祈りのスタッフを前に突き出して『結界』を使う。

　極寒のブレスが衝突し、周囲が凍り付いていく。

　かなりの威力があったと思うのだが、俺たちを守っている『結界』は健在だ。祈りのスタッフの力がなかったら、初手で終わっていたかもしれないぞ。

「無傷か」

　ブレスを出し終わったリカルダが呟いた。

　まだ怒りが収まっていないようで、今度は接近戦をするつもりなのか足を軽く引いて腰を落とし、素手で戦う構えを取る。

「ラルスさん。俺が行きます。いいですよね？」

　言葉づかいは丁寧だがバウルの目は戦わせろ！　と、強く訴えかけていた。

　この状況で無理に従わせても、連携は取れず邪魔になるだけだろう。

　肩に手を置いて落ち着かせようとする。

「脆弱な人間ども、怖じ気づいたか？」

　煽りとしては単純で、普段だったら無視できたはずだが、今のバウルには我慢できなかったようだ。

　肩に置かれた手を強く握って、俺を睨みつける。

「冒険者は舐められたら終わりだ。それはラルスさんだってわかってるだろ？　俺にやらせてくれッ！」

　飛び出さず、許可を取る理性ぐらいは残っているか。リカルダとの戦いを回避するのは不可能そうなので、バウルをあてて様子を見るのもありだな。

　冒険者は自己責任だ。

　本人が希望していることだし、死んでも文句は言わないだろう。

「死にそうになったら俺たちも助けに入る。それでよければ行ってこい」

「おうッ‼」

　魔力で身体能力を強化したバウルが飛び出した。途中、ソフィーの『ホーリーブレス』でさらに強化される。

　リカルダの目の前に立つと、バウルは短槍を突き出した。

　自慢の尻尾で防ごうとしたリカルダだったが、鱗を貫かれ途中で止まる。赤い血が流れ落ちると、予想外のダメージを受けたことに驚いた顔をしていた。

「どうだ、人間に傷をつけられた感想は？」

「笑わせる。この程度のかすり傷で喜ぶとは、小さな男だ」

　煽り返されたバウルはキレてしまった。

　防御を捨てて槍を連続で突き出す。

　リカルダが左右にステップして回避しつつ蹴りを放つと、短槍の柄で防いだバウルは距離を取ろうとして跳躍する。

「なッ⁉」

　だが足を尻尾で掴まれ、地面に叩きつけられてしまった。

　リカルダは仰向けに倒れたバウルの顔面を踏みつけようとする。

「うぉぉおおお‼」

　当たる寸前で横に転がり、回避した。バウルは足を拘束している尻尾を無視して、手に持った短槍でリカルダの足を突き刺すと、穂先の半分ほどを埋め込んだ。さらに縦に振るって傷口を広げる。

　血が勢いよく流れて、地面が赤く染まった。

「これでも、かすり傷か？」

「ギフト能力すらない人間が、二度も私を傷つけるか。面白い」

　好戦的な笑みを浮かべると、リカルダは尻尾を大きく動かしてバウルを投げた。地面を転がっていき、壁にぶつかる。リカルダは、フラフラしながらも立ち上がるバウルを見ながら、自己回復の能力を使って傷を回復させていく。

　わかっていたことだが、傷をつけただけで勝てるような相手ではないのだ。

「さて、人間、何をする？」

「もちろん、お前を殺すッ‼」

「よく言った！」

　殺意をぶつけられて喜んでいるのはリカルダだ。自分に心酔していたベルハルクには興味を示さなかったが、俺やバウルには好感を持っているようにすら見える。

　歪な思考をしているな。フィネのことは嫌っていたので、敵対しているから、友好的だから、といった単純な理由では判断していないのだろう。

「俺は魔物の天敵、冒険者だ！　簡単に勝てると思うなよッ‼」

　バウルの魔力量が急増した。自らの体を傷つけるほどの魔力を使って、身体能力を強化しているのだろう。

　床に亀裂が走ったかと思うと、次の瞬間にはリカルダの前に立っていた。

　短槍を大きく引いて攻撃の準備に入っているが、リカルダの動きのほうが速い。バウルの顔面に向かって殴りかかっている。

「なッ⁉」

　またバウルの姿が消えて、次はリカルダの後ろに移動していた。先ほどの動きは攻撃を誘導させるためのフェイントだったようだ。

　背後を取ったバウルは短槍を前に突き出して、左胸を貫く。

「グフッ」

　リカルダの口から血が流れ出た。短槍を引き抜くと空いた穴から勢いよく血が流れて、バウルの全身が真っ赤に染まる。魔石を砕けなかったと気づき、次にバウルは頭を狙ったが、薙ぎ払われた尻尾が横っ腹に当たり、鎧を砕かれながら吹き飛んでしまった。

　あれは気づけなかったんじゃなく、足の筋が切れて動けなかったんだろうな。身体能力を強化しすぎた反動だ。

『ヒール』

　短槍を杖代わりに立ち上がろうとしているバウルに、ソフィーが回復の魔法を使った。

　これでまた動けるようになったはずだ。手を出すなとは言われていないし、勝てるのであればどんな手段も許容するのが冒険者である。バウルから文句は出ないだろう。

「お互い、充分戦っただろ。そろそろ話し合いをしないか？」

　いい感じに怒りを発散しただろうと思って、提案したのだが……。

「まだだ、まだ足りない」

　と言われ、拒否されてしまった。

「お前たちはクルトのダンジョンを今までどおりに運用してほしいのだろう？　ならば、私をもっと楽しませろ！」

　所詮、こいつも魔物か。フィネに比べてまともな思考をしていると思ったが、どうやら俺の勘違いだったようだな。

　会話はできるが、基準・価値観は人間と全く違う。

　俺にはバウルと違って冒険者の意地というものはないが、ソフィーとの幸せな生活を実現するために、ヤンやクルトには、このままであってほしい。引き返すわけにはいかないのだ。

「俺も参戦する。サポートは任せたぞ」

「はい！　お気をつけて」

「ちゃんと私を守るのよ」

　ソフィー、ローザの順の返事を聞くと、炎の剣を創造する。

『ウォータープロテクト』

『ホーリーブレス』

　二人の補助魔法のおかげで火傷を負うこともなく、全力で戦えそうだ。

　残る一つの依り代を破壊してから、お話し合いというやつをさせてもらおうじゃないか。

「バウル、ここからは共闘するぞッ！」

　俺の声を聞いたバウルは狂気じみた笑みを浮かべて、喜んでいる。

「あんたもようやく、冒険者らしくなってきたじゃねえかッ‼」

　冒険者らしく、か。対話なんて選ばず、魔物を殲滅しろと言いたいんだろうな。

　いいだろう。そのご要望に応えようじゃないか！

『ライトニングバインド』

　ローザが魔法を使うと、電撃をまとった紐がリカルダに巻き付いた。腕の一振りで壊されてしまったが、その一瞬をついて今度はソフィーとファムが同時に魔法を放つ。

『『フォース』』

　半透明の目がリカルダの頭上に出現する。

　神の威圧と呼ばれる魔法だ。視界の範囲内にいると、謎の力が働いて体が重くなるのだ。ほんと、この目は謎なんだよな……。

「クッ」

　二人分の効果が上乗せされているので、ダンジョンマスターの力をもってしても抵抗は難しいらしく、リカルダは膝をついた。この隙を逃すほど俺は甘くない。

「バウル、遅れるなよ！」

「おうッ！」

　筋肉が引きちぎれそうなほど魔力で身体能力を強化すると、リカルダの横に立って炎の剣を振り下ろす。予想していたとおり尻尾で防いできた。

　硬い鱗を叩き割って、刀身が半分ほど埋まる。普通の剣であればここで終わっていただろうが、俺が手にしているのはロンダルト王家に伝わる宝剣だ。魔力を注ぎ込むと刀身から炎が噴き出す！

「グガァァァ‼」

　肉を焼かれる痛みに耐えきれず、初めてリカルダが苦痛の悲鳴を上げた。

　逃げ出そうとするが、神の目による威圧で動きが鈍っている。さらにソフィーが『ホーリーランス』を放つと、白い槍はリカルダの硬い鱗を容易に貫き、その太ももや体に次々と突き刺さっていく。祈りのスタッフで威力が底上げされた結果だ。

　さらにソフィーが追加の魔法を放つ。

『ホーリーストライク』

　初めて聞く魔法名だった。何が起きるのかと思えば、ソフィーは近くにいるローザとファムを引っ張って階段にまで退避する。

「こっちに逃げてください！」

　ちょっと警告遅くないか⁉

　事前に説明が欲しかった！

「バウル！　一時退避だ！」

　手招きすると、攻撃を中断したバウルがこっちに走ってくる。見捨てるつもりはないので、俺の所にまで来るのを待っていると、空間全体が振動するような音が聞こえた。

　なんだこれは。

　徐々にだが大きくなっているぞ。

　ヤバいことだけはわかった。

「何が起こるんだ？」

「わからん！　とりあえずソフィーの所まで走れ！」

　バウルが俺の前で止まっていたので、背中を叩いて全力で走らせる。最後にゆっくりと立ち上がろうとしているリカルダを見てから、俺も反転して走り出す。

　しばらくして後ろから衝撃音が聞こえた。

　室内だというのに風が吹き込んでくる。

　振り向いたら、白い巨大な玉がダンジョンの壁を突き破って、リカルダに直撃する場面を目撃した。

「うおぉぉおおお」

　爆風で宙に浮かぶと、そのまま一階に向かう階段にまで吹き飛ばされた。

　階段を転がって落ちそうになったところを、ソフィーに受け止められる。

「大丈夫ですか？」

「ああ。なんとか……」

　すさまじい魔法を目の当たりにしたこともあり、文句を言うことも忘れてリカルダがいたところを見る。

　先ほど一瞬だけ見た白い玉は消えていたが、ダンジョンの壁には大きな穴があいて青空が見え、頑丈な床はヒビ割れて凹んでいる。中心には全身血まみれになったリカルダがいて、フラつきながらも立ち上がろうとしていた。

　驚くべきことにまだ生きており、自己再生によって傷を修復している途中だ。あんな強力な魔法が直撃しても生きているだなんて、恐るべき耐久力である。

「死ねぇぇぇぇ‼」

　バウルが俺の横を通り抜けて、リカルダの体に短槍を突き刺した。

　傷ついた体では、避けることはできなかったようだ。

「ゴフッ、ゴフッ」

　肺に突き刺さってリカルダは大量の血を吐いた。せき込んだせいで動きが止まっている。血が邪魔をしてブレスも使えないだろう。

　バウルが短槍を引き抜いて頭を貫こうとするが、リカルダが掴み取ってしまう。短槍はピクリとも動かない。奪い取られないよう抵抗しているバウルの顔に、鱗が剥がれ落ち半分になったリカルダの尻尾が当たる。

　冒険者の命でもある武器、短槍を手放して横に吹き飛び、壁にブチ当たった。気を失ったみたいでバウルは起き上がらない。

「よくやった」

　その間、俺も黙って見ていたわけではない。バウルが稼いでいる時間を使って、大量の魔力を炎の剣に注いでいたのだ。

　身体能力を強化してから階段を飛び出すと、リカルダの眼前に剣を突きつける。

『消し炭になれ』

　聖剣に比べて非常に短いワードを発すると、刀身から深紅の炎の渦が放たれ『魔法障壁』を使ったリカルダを飲み込みダンジョンの壁に激突、破壊、空に向かって伸びていった。

　ローザに『ウォータープロテクト』を使ってもらったにもかかわらず、俺の肌は黒く焼けただれ、空気が触れるだけで激しい痛みを感じる。魔力量ではなく肉体的な問題で連発はできそうになかった。

「すばら……しい……力…………だ」

　黒焦げになったリカルダが小さく呟いた。

　まだ生きているが、魔力は使い切ったみたいで自己回復はしていない。

　しばらくすれば力尽きるだろう。

「魔物に抗う人間…………は…………」

　最後まで言い切ることなく、リカルダは灰になって崩れ去ってしまった。

　三つ目の依り代の破壊に成功したのだ。

　聖剣の力に頼らずとも倒せる。その実績ができたことは大きい。

　俺がリカルダに止めを刺している間に、ソフィーとファムはバウルの隣に移動していたようだ。『ヒール』の魔法を使って回復させている。

　今回は大して役に立たなかったローザが、ニヤニヤと笑いながら近づいてくる。

「ソフィーは、バウルを優先したみたいね」

　全身に酷い火傷を負った俺より、倒れたバウルを優先したことを指摘しているのだろう。

　一緒にパーティを組んでいたときを思い出させるほどの煽り具合だ。

　こいつ、今は自分が奴隷の身分だとわかっているのだろうか？

　まったく俺だからいいものの、ゼルマやレギーナ辺りに聞かれたら大変なことになるぞ。

「発言には気をつけろよ」

「あら、愛しいソフィーちゃんに、他の男を優先されてご立腹なのかしら？」

「うっさい。お前には関係ないだろ」

　そう言いながら、少しだけ気になったのは事実だ。

　意識をしっかり保っている俺より、気を失ったままのバウルを優先するほうが正しいのは事実だが、少しだけ寂しく感じている。とはいえ、そんなことをローザに言えるはずがない。

　都合の悪い話題だから、さっさと終わらせるか。

「自分の立場を考えて発言しろと言ってるんだよ」

「わかってるわよ。だからこうやって、こっそり話してるんじゃない」

　俺のこと舐めてやがるな。甘くしすぎたのだろうか。大きな問題に発展する前に、一度しっかり教育しておいたほうがよいかもしれない。

　躾けるか悩んでいたら、ローザが荷袋から液体の入った瓶を取り出した。

「ほら、これで傷を回復させなさい。火傷は動かなくても痛むでしょ？」

「あ、ああ。ありがとう」

　クソッ！　厳しい対応をしようと思ったタイミングで優しさを見せやがって！

　他人の扱いが上手い。そういったところが、盲目的にリヒトに従っていたコレットやエヴァと違う点であり、運命を大きく分ける決め手になったのかもしれない。

　蓋を開けて火傷した箇所に液体を塗ると、痛みが急速に薄れ、火傷の跡も消えていく。薄いピンク色の新しい皮膚ができた。

「人を煽るのもほどほどにしておけよ。次はないからな」

「はーい。わかってるわ。後は任せたわよ」

　手をヒラヒラと動かしながらローザは歩き出し、ソフィーのほうに向かって行った。

　全く反省しているようには見えない。やはり俺が甘くしすぎたせいだろうか。

　とはいえ、厳しくしたとしてもローザの能力が落ちるだけで、メリットはほとんどない。調子に乗りすぎないように注意しつつ、今の関係を維持するのが最善か。

　まったく奴隷というのは扱いが難しい。俺の手には負えないな。

「さてと」

　右手にある炎の剣を維持したまま、左手に聖剣を創造する。

　ゆっくりと後ろを振り返るとリカルダが立っていた。

　見た目は変わっていない……いや、胸とケツが大きくなっているか。先ほどより魔力量も上がっている。威圧感が強く、立っているだけで鳥肌が立ち、冷や汗が出てくるほどだ。

「本体で来てもらえるとは思わなかったぞ」

「私の依り代を破壊した褒美だ。忘れぬよう、目に焼き付けておけ」

　全くもって嬉しくない褒美だなと考えていると、バウルを回復していたはずのファムがゆっくりと近づいてくる姿が見えた。

「リカルダ様は、あなたに友好的な人間ではなく、あなたに敵対的な人間を好まれるのでしょうか？」

　俺の前に立ったファムがリカルダに言った。

　新人の冒険者で、常に一歩引いて付き従うような性格だと思っていたが、今の彼女からそんな雰囲気は感じられない。強者特有の圧力がある。

「お前と話す気はない。黙れ」

　リカルダは質問には答えず、威圧するために全身から魔力を発した。

　体が重くなり膝をつきそうになったので、体内の魔力を練って身体能力を強化。なんとか耐えた。雑なヤツだな。ケンカを売っているのはファムなのに、俺にまで圧力をかけてきたぞ。

　ファムのほうを見ると俺と同じ対処をして立っているが、全身から汗が流れ落ちている。長くはもたないだろう。

「ほう、これを耐えるか。戦意も衰えないと」

　リカルダは楽しそうに笑っていた。

「はい。私と戦い、気に入っていただけたのであれば、配下にしていただけませんか？」

「……お前もそれが狙いか」

　表情が急変した。眉間にしわを寄せて不機嫌そうにしている。

「ダメですか？」

「……この体を前にしても怯まない胆力に免じて、提案に乗ってやろう」

　俺を置き去りにして話を勝手に進めると、ファムが『エンジェルリンク』を使い、角や羽、尻尾を生やして、褐色の肌に変わる。螺旋状のランスを振り回しながらリカルダに襲いかかった。

　足を開き腰を落としたリカルダは、周囲に冷気をまき散らしながら素手でランスを受け流すと、ファムの横腹に尻尾を叩きつけて吹き飛ばす。

　ものすごい勢いで床を転がっていったファムだったが、即座に立ち上がるとランスを前に出して突進していき、激しい戦いが始まった。

　俺は戦いたいと思わないので、巻き込まれないようにソフィーやローザがいる所まで退避する。

「なんで、ファムさんは戦っているんですか？」

　状況を飲み込めてないソフィーが質問をした。ファムがリカルダの配下になりたい理由。それは明白だ。

「ファムはリカルダ信者だったようだな。カールを監視するために派遣された兵隊じゃないか？」

「それ、たぶん少し違うわよ」

　俺の推測を否定したのはローザだった。

　予想外の言葉に驚き、顔を見る。

「何よ」

「ローザはどう考えているんだ？」

「へぇ。珍しく私の意見を聞くんだ。いいわよ。教えてあげる」

　自慢げな顔をしていたので、顔面を殴ろうかと思ったがグッと我慢する。

　すぐにローザは続きを話し出した。

「あれがカールの婚約者よ。間違いないわ」

「はぁ？　どうしてそうなる」

　婚約者なのに、黙って監視する意味がわからない。

　浮気調査をしているわけでもないんだし、普通はカールたちに自分が婚約者だと伝えるだろう⁉

「ほんと、女のことになると頭が悪くなるの、早くどうにかしたほうがいいわよ。誰かに刺されても知らないからね」

　またバカなことを言いだした。俺を刺すような女なんてお前ぐらいだぞ。まったく、わかってないのはどっちだよ。

「おいおい、この状況でも煽るのか？　いい加減にしろ」

「煽ったわけじゃないんだけど……」

　言いながらローザは、ソフィーのほうを見て頬を引きつらせていた。

　気になって俺も見るが、ニコニコと笑っているだけでいつもどおりだ。

　なんでそっちを見たんだろうな。

「身分を隠していた理由だけど、たぶん、リカルダを探すためにカールを使ってたんじゃないの？　婚約者だって知られたら安全のために家にいろとか言われるだろうけど、冒険者としての仲間なら問題ないでしょ」

「なんでファムはそこまでして、ダンジョンに入りたかったんだ？」

「代官の息子が、冒険者なんて最下層の仕事をしているのよ。ダンジョンの中でこっそり、リカルダと会ってるとでも思ったんじゃない？　たとえ正体がバレても、実はずっと裏で支えてましたーとか言えばアイツはコロッと騙せると思うし、悪い作戦じゃないと思うけど」

「俺をバカにした割には、お前も全部推測だな」

　だが、カールを見殺しにした理由にはなるか。

　用済みになったので俺に処分させたと。

「女の勘ね。ソフィーはどう思う？」

「私もローザさんと似たような意見です。クルトを長年治めている領主であれば、ダンジョンマスターに関する、隠しごとの一つや二つあると思っても不思議ではありません。しかも息子のカールさんがよりにもよって冒険者になったわけですから、何かあると思って探りを入れた可能性は、充分に考えられることです」

　二人とも意見が一致していて、俺だけが納得できていないようだ。

　もし本人が生き残れたら答え合わせをしよう。

　俺たちが話している間も戦いは続いていたようで、ファムが螺旋状のランスをリカルダに突き刺すが、鱗は貫けなかった。

　依り代より本体のほうが性能が高い。バウルの短槍でも同じ結果になっていただろう。今のリカルダにダメージを与えられるとしたら、ソフィーがさっき使った魔法か、聖剣か炎の剣の力を解放するぐらいしかない。それでも、どれほどのダメージを与えられるだろうか。恐らく一撃では倒せないな。

「つまらん。もう終わりか？」

　リカルダが発している冷気のせいで、ファムは白い息を吐いている。

　小刻みに体が震えているように見えた。

「まだ、まだですッ！」

　ランスを引いてもう一度突きだそうとしたが、尻尾にはたき落とされてしまい、失敗に終わる。寒さで力が入らなかったんだろうな。フィネは呪いの対策が必須だったように、リカルダは寒さ対策をしなければ、まともに戦うことができないようだ。

　まったく。ダンジョンマスターとは厄介なものだな。

　動きの止まったファムの首に尻尾が巻き付くと、絞められながら持ち上げられてしまった。

「グッゥ」

　足をバタバタと動かし、尻尾を掴んで拘束から逃れようとしているが、抜け出せないようだ。徐々に顔が青白くなっていき、足の動きも鈍っていく。

「助けますか？」

　心配そうな顔をしたソフィーが質問をした。

　ローザは階段に座って観戦モードだ。バウルは気を失ったまま。動く気配はない。

「リカルダの好きにさせる」

　正体を偽って俺に付いてきたファムを助ける義理はない。それに今は、リカルダの気分を落ち着かせるほうが優先度は高い。邪教徒一人の命で丸く収まるのであれば、安いものだ。

「ですよね。わかりました」

　俺が見捨てると決断しているのをわかっていて、あえて確認したような返答だった。

　話している間にファムは気を失ったようで、手足がだらんとぶら下がり、全身から力が抜けている。白目をむいてよだれを垂れ流しており、端整な顔立ちが台なしになっていた。

「つまらんな」

　ファムを無造作に投げると、リカルダはこっちに向かってきた。

「まだ残っていたのか。今から戦うか？」

「いや、戦うつもりはない。少しだけ話をさせてほしい」

　まったく好戦的なヤツだ。

　元から戦うつもりなんてなく、話し合いがしたいんだよ。

　俺の目の前で立ち止まると、リカルダは顔を近づけてきた。ソフィーの動く気配がしたので軽く手をあげて止める。

　鼻が触れ合うほどの距離でお互いに目を見る。

　これは動物同士がお互いの縄張りを主張するために、威嚇し合っているようなものだ。一瞬でも目線を外せば襲われるだろう。

　思い込みかもしれないが、俺はそんな風に受け止めていた。

「いいだろう。依り代を破壊した褒美として、話を聞いてやる」

　圧力が弱まり、リカルダの顔が離れた。

　リカルダ信者を発見してからいろいろとあったが、ようやく話し合いができる状況になったぞ。

「これからもダンジョンは変わらず運用するつもりか？　それともフィネに復讐するのか？」

　短気そうに見えるリカルダに、長い前置きは不要だ。特に人間のルールに付き合わせたら、キレてしまい会話ができる状態ではなくなるだろう。

　このぐらい端的に聞いたほうが、リカルダにとっては話しやすい……はずだ。

「ふむ。そんなことが知りたいのか？　……いや、私のダンジョンに頼って生活している人間どもなら当然の疑問か」

　俺の考えは間違っていなかったようだ。リカルダの機嫌は変わっていない。むしろ笑っているようにも見える。

「そもそも私は、他のダンジョンマスターに興味はない。ダンジョンは今までどおりに運用し、待つだけだ」

「待つ？　何を？」

　気になる言葉だったので聞き返してしまった。

　冒険者がダンジョンに入るのを待つ。そう受け取るのが普通なんだろうが、俺には違う意味が含まれているように思えた。

　それはリカルダが寂しそうな表情を初めて見せたからである。

　フィネもそうだが、ダンジョンマスターは感情を隠すことをしない。

　圧倒的な強さを持っているが故に、他人の目なんて気にしないのだろう。

「……私を殺す存在、そういったものだ」

「なんだお前、死にたいのか？」

　会話に割り込んだのは、意識を取り戻したバウルだった。相手が魔物であるということもあって、乱暴な言葉づかいだ。

　口調にムカついたわけではないだろうが、リカルダの機嫌はわかりやすいほど悪くなって、目が鋭くなった。

　心の弱い人間であれば死んでしまいそうな圧力があるぞ。

「バウル、黙れ。話の邪魔だ」

「死にたがりならちょうどいい。もう一回殺してダンジョンを——」

　言い終わる前に、立ち上がろうとしていたバウルを全力で殴りつけた。

「俺の言うことを聞けと言っただろ」

　バウルは、うつぶせになったまま動かない。もう一回、意識を失ったのだろう。

　素直に己の本心を語るはずがないのに、魔物の言葉なんて簡単に信じるなよ。一方的にやられて頭にきてたんだろうが、経験豊富なベテラン冒険者らしくもない。

「すまない。部下が失礼な発言をした」

「次はない。ちゃんと躾けておけ」

　俺の対応を気に入ったのか、機嫌は元に戻ったようだ。

　フィネとは違った気難しさがあるな。

「それで、殺す存在を待っているとはどういうことだ？」

「…………昔、私を殺せる人間を生み出すと言ったやつがいてな。それを待っているのだ」

「…………」

　俺には理解できない感覚に言葉が出ない。どんな返事をしようか悩んでいると、リカルダが話を続けてきた。

「わからんか。それを言ったのはな、かつて私が気まぐれに拾って育てた人間だ」

「なッ⁉　そんなことがありえるのか……」

　魔物が人間を育てるなんて話聞いたことがない！　出会ったら最後、苗床として飼われる、食事として喰われる、おもちゃとして弄ばれる、だいたいその三択しかないからな。

　だから人間だって必死に抵抗するし、魔物と仲良くなろうだなんて思わない。それが俺たちの常識……だった。

「六百年以上も前のことだ。懐かしい」

　随分と昔の話だ。人間の数は少なく、今でいう一つの街が一つの国のような扱いをされていた時代だったと聞く。

　今は当然のように存在する冒険者ギルドが、立ち上げられた時期に近い。ようやく人類が組織的に動いて、魔物を倒しだしたころということだな。上位の冒険者になったとき、職員に無理やり聞かされた知識がこんなところで利いてくるとは思わなかった。

「だがそれなら、その人間はもう死んでいるはず。それでも待っているのか？」

　俺たち人間は百年も生きられない。ダンジョンマスターの寿命は非常に長いみたいだから、時間感覚の違いを指摘してやったのだが、どうやら余計なお世話だったようだ。

　特に気にする素振りもなく、リカルダは返事をする。

「もちろんだ。あいつは死んだが志を引き継いだ組織がある。それがなくなるまで、これからも気長に待つさ」

「組織？」

　ダンジョンマスターに育てられた人間が立ち上げた組織がある。

　なんだか興味を引かれる話だ。

　ダンジョンに引きこもっているリカルダですら知っている組織なのだから、そこそこ有名なのだろう。

　返事をしないまま黙り、答えを聞くために辛抱強く待つ。

　根負けしたのかリカルダが重い口を開いた。

「お前もよく知っている、魔物を倒すための集団だ」

「それは……」

「無駄話は終わりだ。私は部屋に帰る」

　冒険者ギルドのことなのかと言おうとしたのだが、リカルダに遮られてしまった。

　くるりと回って、俺に背を向けると歩き出す。が、しばらくして止まる。

「安心しろ。フィネが襲ってきた程度で、ダンジョンの運営方針は変えん。いつか、お前たちが最深部に来るのを待っているぞ」

　魔物らしくない、人間に気を使った発言だ。リカルダは短気ではあるものの、フィネよりも人間の扱いに慣れているように感じる。

　リカルダに拾われ育てられた人間、冒険者ギルドの創業者。

　魔物の言葉をそのまま信じるわけではないが、先ほど語られた内容は、すべてが真実であるのかもしれないと感じらせた。

「わかった。覚えておこう」

　最後にリカルダは俺のほうを向いて小さく笑うと、転移魔法を使って消えてしまった。




◇　◇　◇




　ダンジョンマスター同士の戦いにはリカルダが勝利し、今後も変わりなくダンジョンを運用すると一方的に宣言されてから二日が経過した。

　その間に、クルトに潜んでいたリカルダ教団の信者は次々と捕まっていった。事が順調に進んだのは、連れ帰ったファムの存在が大きい。ゼルマは具体的なことを何一つ言わなかったが、薬物、あるいは魔法を使って口を割らせたようだ。恐らく今は、廃人となっていることだろう。

　拠点は全部で十三か所。隠れ信者も含めて百名以上が捕まっている。

　邪教徒への扱いは厳しいものになるだろう。

　牢獄に入れられた後、治安を乱したという理由で拷問され、最後は教会で神の名のもとに処刑されるといった感じか。

　広場辺りで派手に処刑すれば平民の溜まった不満の解消にもなるだろうし、教会の権威も少しは回復するかもしれない。

　ゼルマも自分の手柄だとアピールできるので、誰もが満足する結果になる。

　矢面に立たされているテオバルトは、リカルダ教団から強い恨みを買うだろうが、ファムとカールの婚約という特大の失態があるので、誰も助けてくれない。俺の想像したとおりの末路——左遷された後、リカルダ信者に殺されることになるだろう。


エピローグ　邪教徒の最期




　さらに数日が経過し、俺の想像どおりにリカルダ信者が公開処刑される日となった。

　ゼルマから仕事を頼まれたので、教会前にある広場までソフィーと一緒に来ている。

　関係者だとわからないように、装備は外してラフな格好だ。すでに大勢が集まっているため、少し離れた場所で立ち止まる。今から広場の中心に行くのは難しそうだな。

「みなさん、なんだか怖いぐらい興奮していますね」

　日ごろの鬱憤うっぷんを晴らすように、広場に集まった人々は酒を飲みながら、大声でリカルダ信者への文句を言っていた。

　普段ならそんなことは許されないのだが、公開処刑の日だけは特別だ。暴徒が出てもすぐに鎮圧できるよう警備している衛兵たちは、眉をひそめながらも黙っている。

「こうやって騒いでいないと、やってられないんだろうな」

　クルトへの流民が増えている影響で、先住民たちの不満は蓄積する一方だった。

　このままだとクルト内で暴動が起こる可能性もあったのだが、ゼルマの狙いどおり多少は解消できるだろう。根本的な問題は解決していないが、時間は稼げる。

「逃げてきた人たちとの軋轢、ですよね」

　教会の権威が失墜して、それまで教会の力が強かった国はどこも混乱しているはずだ。

　特大の火種を抱えている状態で、いつ民衆の不満が爆発するかわからない。

「これから、どうなってしまうんでしょう」

「戦争が起こるかもな」

　民衆が暴動を起こしたところで貴族に勝てるとは思わないが、鎮圧には金と時間がかかる。税収だって大きく落ちるだろうし、そうなるぐらいなら他国を侵略して、不満の矛先を変えることぐらいするだろう。

　俺たちが話している間にも処刑の準備は進んでいるようで、広場の中心に立つテオバルトが見えた。隣には司祭らしき老人もいて、今回は代官と教会の合同で処刑をすることをアピールしているようだ。

　近くには、縄で縛られ膝をついている男女が十名ほど。

　顔はみんな赤黒く腫れていて、体にも切り傷と思われる跡が残っており、中には火傷の跡すらある者までいた。麻の服はボロボロで単なる布きれのようだ。捕まってから酷い拷問を受けていたことが容易に想像できた。

　そんな姿を見た民衆の声はより一層大きくなる。

「邪教徒は殺せ！」

「泣いて謝れ！」

「俺たちにもやらせろ！」

　個人に対する恨みや憎しみなどの感情はなく、自分が生きるために殺す必要があるわけでもない。

　死ぬ姿が見たい。


だから死ね。



　そんな不気味な殺意である。

「気分が悪いな」

　それは、生きるために戦い続けてきた俺にとって、理解できないものだった。目の前にいる人々が異形の、それこそ魔物のようにも見えてしまい、我慢できずに目を逸らす。

「この場から少し離れよう」

「え、いいんですか？」

　処刑される仲間を助けるため、リカルダ信者が集まるかもしれない。そういった危険性があるため、ゼルマから警備を頼まれていたのだ。

　このまま屋敷に帰ってしまえば問題だが、少し移動するぐらいであれば大丈夫だろう。

「教会の二階に行けば、全体が見渡せるようになる。そっちのほうが警備しやすいと思わないか？」

　暴動が起こったら人混みをかき分けるより、エントランスから飛び降りたほうが早く動けるだろう。落下の速度を調整する魔法があるので問題はない。

　とっさに思いついたことではあるが、意外に悪くないアイデアのように思えた。

「わかりました。もうすぐ始まってしまうので、すぐに行かないとですね」

「そうだな。動くぞ」

　移動中に暴動が起こるなんて、間抜けな事態は避けなければならない。

　広場に集まった集団を迂回するように歩いて、ソフィーを連れて教会の中に入る。

　処刑の準備に忙しいらしく中にはシスターが一人いるだけだった。

「ソフィー様？」

　どうやら知り合いのようなので、俺は一歩下がって見守ることにする。

「二階のエントランスに行きたいのですが、よろしいですか？」

「え、今あちらには貴族の方がいらっしゃるので、司祭様が誰も通すなと……」

　元聖女であるソフィーのお願いを断るのが気まずいのか、顔を下に向けて返事をした。

　その貴族は間違いなくゼルマだ。ちょっと気まずいが合流しても問題はないだろう。

「その貴族様は、私たちと懇意にしてくださっている方です。責任はすべて持ちますので案内してください」

　ソフィーが責任を持つと聞いて、シスターはようやく決断できたようだ。


顔を上げると笑顔で返事をする。



「わかりました。それではご案内します」

　シスターの後ろをついて行き、祭壇の裏側にある薄暗い階段を上っていく。すぐにエントランスに出るドアが見つかった。鍵はかかってないようで、シスターが押すとゆっくりと開いて、太陽の光が入ってきた。

　シスターに案内されて教会の二階にあるエントランスに出た。

　眼下には処刑がおこなわれる広場と、それを囲む人々の姿がある。中心ではテオバルトが演説をしていた。

　ここからだと正確には聞き取れないが、正義、繁栄、安定、などといった言葉が耳に入る。クルトの繁栄のために、正義の鉄槌を下すとでも言っているのかもしれない。

「なぜここに来た？」

　背もたれが高く豪華な椅子に座ったままのゼルマが、俺を見て責めるような口調で言った。

　ダンジョンマスター並みにキレやすい女だな。

「人が多すぎて、何かあったときに動けないと判断しました。ここからなら飛び降りてすぐに駆けつけることができます」

「……魔法が使えれば、そんな方法も取れるのか」

　俺の説明に納得したようで、ゼルマから怒りの気配がなくなった。

　後ろにいたレギーナは、ほっとしたような表情をする。

　魔力はあるが魔法を使えないゼルマからすると、二階から飛び降りて駆けつけるという方法自体が思い浮かばなかったようだ。

「それなら暴動が起こるまでは私の護衛をしろ」

「かしこまりました」

　ソフィーと一緒にゼルマの後ろに立つ。隣にいるレギーナが小さく手を上げて挨拶したので、俺も同じようにして返す。

　反対側から少し魔力による圧力のようなものを感じたので、振り向く。

「何か動きがあったのか？」

　暴動が起こりそうだったからソフィーが警戒したのかと思ったんだが、首を横に振って否定されてしまった。

　たまたま魔力の制御が甘くなったのか？

「私は義務だから見届けるが、こいつらは何が楽しくて集まっているんだろうな……」

　ゼルマは俺に話しかけたようなので、先ほど感じた疑問は中断しなければいけない。

「自分より下がいると安心するんです」

「なぜだ？　自分より下がいたところで生活はよくならんだろう？」

「俺たちはまだマシだなって、思えるからですね。生活はよくなりませんが、自分の人生は良いほうだといった幻に癒やしてもらえます」

「……幻に癒やされるか。麻薬患者のようだな」

「他人を傷つけないので、麻薬で頭がイカれたヤツよりマシですよ」

「ふむ。確かにな」

　冗談を言ったつもりはないのだが、ゼルマは面白かったようで笑っていた。

「やはり平民出身がいると視野が広がる。勉強になったぞ」

「お役に立てたのでしたら光栄です」

　騎士家系のレギーナや、特殊な施設で育ったソフィーには答えられない質問だったので、俺を近くに置いていてよかったとでも思ったみたいだ。

　平民のことを知ろうとする貴族は珍しい。ゼルマが当主になった後、どうやって領地を運営していくのか少しだけ興味が湧いた。

「ショーが始まったみたいだな」

　ゼルマの言葉を聞いて視線を広場に戻す。

　テオバルトの演説は終わっていた。拘束されたリカルダ信者たちに向けて、集まった民衆が石を投げ始める。

　貴族に対する恨みを込めて、攻撃しているんだろうな。

　泥水をすすり、自らのプライドをねじ曲げてでも自由を手に入れようとはせず、与えられたものに不満だけを言う。

　そして、弱い者を見れば石を投げるか。

　まるでないものねだりをする子供のようなヤツらだと、思わずにはいられなかった。

「お、次の準備を始めたな」

　民衆の投石が終わると、衛兵たちがリカルダ信者を丸太にくくりつけていく。一部は抵抗するが殴りつけられ、気絶してしまった。意識が戻らないほうが楽に死ねるかもしれない。

　リカルダ信者たちの近くに薪を置くと、テオバルトが再び演説を始める。

「——裁き————火あぶ————処刑——」

　そろそろ処刑が始まる。助けるなら今が最後のチャンスとなるので、魔力で視力を強化して、不審者がいないか周囲を観察する。

　一人、一人の顔がハッキリと見えるようになった。

　広場に集まった全員が、丸太にくくりつけられたリカルダ信者を見ながら、笑い、罵声を飛ばしている。狂気に飲み込まれた目だ。

　安全な立場から人間が死ぬのを見て楽しむ。

　貴族が平民にやってきたことを、今度はお前らが邪教徒にするのかよ。

　必要だからではなく、また生きるためでもなく、一時の快楽のために集まっている。その醜さは、フィネや樹海のダンジョンマスターと何も変わらない。

　人間も魔物も一緒じゃないか……。

「どうしました？」

　心配そうな顔をしてソフィーが俺を見ていた。

「怖い顔をしていますよ。何か問題でもあったんですか？」

「異変はない。大丈夫だ」

「それならいいんですが……」

　何か言いたげな顔をしていたので、頭を軽く撫でて黙ってもらった。

「監視を続ける」

　頭から手を離して広場のほうを向くが、もう民衆たちの顔は見たくなかったので中心から視線を外して、端のほうを確認することにした。

　あそこからでは処刑場が見えないこともあって、酒を飲みながら祭りのような雰囲気を楽しんでいるヤツらが多い。

　特に異変はない。そう思っていたのだが……。

「ベルハルクがいる」

　リカルダ教団の司教だ。生きてやがったのか⁉

「どこですか？」

「あそこだ」

　居場所を指さすと、ソフィーは聖魔法の『ソウルチェック』を使った。

　魂を判別する魔法で、魔物に乗っ取られていないかを確認できる効果がある。

「中身は人間ではありません。あれはアンデッドですね」

「フィネが瀕死の状態から、アンデッドに仕立て上げたのか……？」

「そうかもしれません」

　魔物であればリカルダ信者を助ける可能性は低いが、野放しにはできない。

　何を狙っているのか知りたいので捕まえに行くか。

　ソフィーとの会話を打ち切ると、ゼルマの横に立って口を耳に近づける。

「リカルダ信者の司教、ベルハルクがいました。恐らくフィネの力でアンデッド化していると思われます。これから捕らえに行ってもよろしいでしょうか」

「情報量が多いな……衛兵を向かわせる必要はあるか？」

「逃げ出せないように周囲を囲んでいただければ」

「わかった。後は任せたぞ」

「はッ！」

　一応、騎士らしく敬礼をしてからゼルマから離れて、ソフィーを抱きかかえる。

「え、え？　ど、どうしたんですか⁉」

「飛び降りるぞ」

　時間がないので、返事を聞かずにバルコニーに足を乗せた。

　飛び降りる直前にソフィーの腕が俺の首に回って、ぎゅっと強く抱きしめてきた。

『フォールコントロール』

　飛び降りるとすぐに魔法を使う。落下速度が緩やかになった。

　周囲を見る余裕ができたソフィーが呟く。

「誰も私たちのことを見てませんね」

「みんな処刑に夢中だからな」

　ちょうど火種がテオバルトに渡されたところで、集まった民衆はまだかまだかと待っている状態だ。決定的な瞬間を見逃したくないようで、誰も目を離そうとしない。顔を上げるようなヤツはいなかった。

　それはベルハルクも同様で、動く気配がない。

　この処刑を止めるつもりはないようだ。

　地面に着地してソフィーを下ろすと、魔力で身体能力を強化。走り出す。

　酔っ払いが寝ている細い裏路地を通り抜け、行き止まりの壁を飛び越える。迷路のような道を進んで、気づかれないよう大きく迂回して背後に回った。

「「「うぉおおおお‼‼」」」

　ベルハルクの姿が見えたのと同時に、広場から大きな歓声が聞こえた。

　ついに火あぶりが始まったようである。

　走るのをやめて、片手剣を創造する。ソフィーがいることを確認してから、ゆっくりと歩き出した。

「なぁ、人間と魔物の違いって何だと思う？」

　ベルハルクが、振り向きながら質問をしてきた。

　気配は消していなかったので気づかれることは想定どおりだが、対話を選んでくるとは思わなかった。

　アンデッドになって、精神が変質したのかもしれない。様子を見るために話に乗ってみるか。

「人間と違って、全員が魔力持ちで素の能力も高い。強力な個体であれば必ず特殊能力まで持っている危険な存在。それが魔物じゃないか？」

「表面上はそうだな」

「含みのある言い方だな」

　あんなにも戦闘を好んでいたベルハルクが、静かに語っている姿が不気味で仕方がない。表情も暗いし、いったい何を考えているんだ？

「自由に生きているように見える魔物にも規律がある。番つがいになって子供を作り育てることもあれば、絶対的な王のもとで働くやつもいる。人間と同じだと思わないか？」

「それは一部の例外を言っているだけだろ。ゴブリンなんて子育てしないじゃないか」

　他の動物の腹を借りて、子供を産ませたら後は放置。勝手に生きろと放り出すのがゴブリンだ。冒険者が長年集めた情報なので間違いはない。何度も目撃されていることだったのだが、どうやらベルハルクは別の意見を持っているようだ。

「いや、違う。ちゃんとした指導者がいれば、やつらも子育てをするぞ」

「見てきたような言い方だな」

「ああ、そうだ。俺様は、この目でいろんな魔物の生態を見た」

　ベルハルクはつまらなそうな顔をしながら、吐き捨てるように言った。

「それにしては、嬉しくなさそうだな」

　リカルダ信者は魔物になることを目的として活動している。ベルハルクは喜んでいてもいいはずなのに、全く逆だ。

　この変化が気にならないといえば嘘になる。こいつはアンデッドになってから日が浅いのに、どんな経験をしてきたんだ。

「人間と変わらない。特定の種族を絶対とした世界だからな。魔物であれば生まれに左右されることなく、自由な生を謳歌できると思ってたんだが、現実にはより不自由な生活が待っているだけだった」

　魔物は種族によって、能力の限界値が大きく異なる。グールがダンジョンマスターに戦いを挑んでも絶対に勝てない。寝込みを襲ったとしても無理だ。そのぐらいの差がある。

　だからこそフィネたちは種族進化という方法を使って、種族の壁を越えて配下を強化していたのだ。

「もしかしてお前、下級種族にでもなったのか？」

　リカルダ信者に出会って、彼らが魔物になりたがる理由を考えたことがある。

　最初に思いついたのは寿命だ。特にアンデッドは、殺さなければ死なないといわれるほど長く活動するので、死への恐怖に負けてアンデッドになりたいと願うやつは多い。次点で人間よりも高い身体能力。無力な自分を嫌って強い魔物になることを願う。これもよく聞く話だ。

　だがベルハルクは不死のギフトを持っていた。他人に比べて死への恐怖は薄かったはず。戦闘能力だって非常に高く、無力な自分を嘆いていたということはないだろう。

　だからベルハルクは、永遠の命や強い力を求めて魔物になったわけではない。先ほどの発言を考えると、真の自由……いや違う。王のように身勝手に振る舞える生活がしたいから魔物に憧れていたんだろう。

「…………」

　返事はなかった。無言が俺の推測の正しさを物語っている。

「人間と見た目の変わらないアンデッドだが、能力的には高くない。その二つに該当する種族は少ないな……、レッサ—ヴァンパイアか」

「……チッ。正解だ」

　ベルハルクは指を口に突っ込むと、短く生えた牙を見せた。

　自由を求めた結果、魔物のなかでも親と子という上下関係がきっちりとある、ヴァンパイアになるだなんて皮肉がきいているな。

　まだ人間だったときのほうが自由気ままな暮らしができていたことだろう。

「親はハイアムか？」

「名前なんて教えてもらっていない。血の涙を流し続けている無口な女だ」

　フィネの配下には二体のヴァンパイアがいた。男のほうはハイアム、そして女のほうはエヴァだ。

　聖魔法で回復を阻害されていたはずだが、生き延びていたのか。

　しぶとい女だ。

　フィネは新人のダンジョンマスターだったから、戦力増強に力を入れていた。ギフト能力持ちには期待していただろうが、残念な結果になったな。ベルハルクには、コレットのように使い捨てられる運命が待っているのかもしれない。

「ギフト能力で再生している最中に噛まれて、ヴァンパイアになった。俺様は人間の限界を超えたはずだったんだがな……」

　不死のギフトと種族特有の高い再生能力。この二つが組み合わさったベルハルクは、寿命さえ超越した。

　炎の剣で焼き尽くしても灰から復活しそうで、こいつを殺す方法が思い浮かばない。

　だがレッサーヴァンパイアは能力が低いので脅威にならず、しぶといだけの存在に変わってしまった。地下牢に放り込んで放置しても、一人では逃げ切れないだろう。

「窮屈な生活を強いられて嫌になったか」

「そんなところだ。魔物も結局、人間と変わらない。つまらない生き物だったな」

　情報収集は十分だ。これ以上、ベルハルクと話し続ける意味はない。そろそろ衛兵たちが逃走経路を塞いでいるだろうし、攻撃をしかけにいってもいいだろう。

　剣の間合いに入れるため一歩前に出る。

　ベルハルクが羊皮紙を取り出した。

　少し黒ずんでいる。

「スクロールか。描かれた魔方陣は転移か？」

「そのとおりだ。ラルスにメッセージを伝えたら、暴れずに帰ってこいと命令されている」

　羊皮紙がすべて黒ずんだら魔法が発動される。まだ猶予はあるだろうが、ベルハルクのしぶとさを考えたら、捕まえる前に逃げられてしまいそうだ。

「フィネ……様からの伝言だ。『今度は会いに来てくれ』だと。よかったな、愛されているじゃないか」

「魔物に好かれても、嬉しくないな」

「お前は、そういう考えか」

「何が言いたい？」

「見た目が似ていて、知性もある。価値観が少し違うだけだろ。なぜそこまで拒否するんだ？　俺様には理解できない」

「少しではない。決定的に違う」

　人間をエサとしか見ない種族と、仲良くできるはずがないだろう。

　魔物だって、自分たちの死体をあさって素材を剥ぎ取る人間を快くは思わないはず。

　価値観どころか、本能レベルでお互いを敵だと感じているんだから、俺たちは愛でなく憎しみを交わし合う仲なんだよ。

　俺はテッブスを生け贄に捧げたフィネを絶対に許すことはない。

「つまらん男だな」

「魔物になっても、親に縛られている男ほどではないがな」

「お前……調子に乗るなよッ。俺様がその気になれば、すぐに殺せるんだ——グッ」

　興奮したベルハルクが一歩前に出た途端、苦しそうな顔をしながら倒れた。呼吸が浅くなって、全身から力が抜けているようだ。立ち上がるような気配はない。

　血の制裁とでもいえばいいのだろうか。親であるエヴァの命令に反する行動をしたので、体が動かせなくなったのだ。

　俺は無言で聖剣を創造すると魔法を使い、ソフィーも続いた。

『『ターンアンデッド』』

　ベルハルクを囲うように光の柱が発生した。今の状態では抵抗できないようで、全身から煙があがって皮膚が溶け、同時に不死のギフトが発動してすぐに回復していく。アンデッドは聖魔法で攻撃されると自己回復を阻害されるんだが、ギフトは別のようで効果が薄れている様子はない。

　やはり、倒せないか。

　そう確信したのと同時に、羊皮紙が真っ黒になって魔法が発動した。ベルハルクの姿が薄れていく。

　フィネへの伝言を依頼しようと思って口を開きかけたが、止めることにした。

　何を言っても相手を喜ばせるだけになるからだ。無視するのが最善の対処だろう。

「もう二度と、俺の前に現れるなよ」

　ベルハルクの姿が消えた。

　どこかに転移したんだろう。

　聖剣を消してから後ろにいるソフィーを見る。

「ゼルマ様のところに戻ろう」

　後ろから一際大きな歓声があがった。

　何があったのかわかってしまうからこそ、見たくはないので振り返らない。

　ソフィーの手を握ると来た道を戻ることにした。




◇　◇　◇




　リカルダ信者の公開処刑が終わってから数日後。

　ゼルマが本家に今回の件を報告したようで、テオバルトは地方の小さな町に左遷されることが決まり、新しい代官が今日来るようだ。

　顔合わせが終われば、ようやく俺たちも本家の屋敷に向けて出発することができる。

　それまではやることがない。

　屋敷に用意された部屋でソフィーと二人、紅茶を飲みながらのんびりとしていた。

　昨日の夜に食べたステーキの感想やクルトで購入したお菓子の味など、食べ物について語り合っている。

　ダンジョンマスターとの戦いを忘れ、穏やかな時間を過ごせているのだ。

　ずっとこんな時間が続けばいいのに。

　お互いにそんなことを考えていると思っていたのだが、ソフィーは違ったようだ。急に表情が真剣なものに変わった。

　珍しいな。

　何を考えているんだろう。

「ベルハルクさんとの会話で、気になったことがあります。聞いてもいいですか……？」

　何を言いたいのか見えてこないが、首を縦に振って問題ないと伝える。

「ラルスさんは、どうしてそこまで魔物が嫌いなんですか？」

「どうしてか……当たり前のことだったから、考えたこともなかったな……」

　目を閉じて過去を振り返る。

　俺が生まれ育った村は僻地へきちにあったので、魔物の被害も多かった。教会から派遣されたヨボヨボの爺さんが、教義を語る中で常に魔物の恐ろしさを語っていたので、そこで恐怖や憎しみを植え付けられた気がする。

　冒険者になってからは、各地で起こっている魔物の被害を目の当たりにすることにもなったので、憎しみはさらに強くなった。

　だが、それでも今ほどではなかった。

　許せないのは、フィネがコレットやテッブスを道具のように消費したことだ。

　生贄に捧げて種族進化させる方法を見てから、俺の嫌悪感は決定的なものになったのかもしれないな。

　ゆっくりと目を開けてソフィーを見る。

「小さいころから魔物の被害を受けていたからな。フィネのこともあるし、邪悪な存在なんだから嫌うのが普通じゃないか？」

　黙ったままソフィーは、蒼い瞳でじーっと俺を見つめている。

　やましいことを言ったわけではないんだが、なんだか罪悪感を覚えてしまった。

　さすが元聖女、眼力が違う。

「では、私がフィネに囚われて魔物にされたらどうしますか？　魔物になった私のことも憎んで、躊躇ちゅうちょなく殺しますか？」

　その可能性は常に考えていた。

　フィネは俺に執着し、周囲の人間を犠牲にしてきた。

　次はソフィー、もしくはゼルマやレギーナ、ローザが狙われても不思議ではないのだ。

　ベルハルクのようにソフィーがヴァンパイアになったら？

　コレットのようにアンデッドにされたら？

　…………魔物は憎い。間違いない。だが、この手でソフィーを殺せるとは思えない。

　それが俺の結論だ。

「……嫌うことも殺すことも、できない、と思う」

　もしも知性が、性格が、姿が、ソフィーのままだったなら、俺も今と変わらぬ関係を維持しようとしてしまうかもしれない。もしくは、ソフィーを殺して俺も死ぬかもしれないな。

　暗い思考が続くが答えは出ない。

　相反するような考えが脳内でぐるぐると回ったまま、俺の中で消化しきれずに存在し続けていた。

「その言葉が聞けてよかったです」

　悩んでいる俺を見ながら、ソフィーは思わず見とれてしまうような笑顔で言った。


特典ＳＳ　リカルダ






私がダンジョンマスターになったのは、いつのことだっただろうか？　もう覚えていないが、少なくとも六百年以上は前のことだ。それだけは覚えている。





　初めこそダンジョンの拡大や運用方法に悩むのが楽しくて夢中になっていたが、すぐに飽きてしまった。何せ、侵入者といえば魔物がたまに迷い込んでくる程度。本気でダンジョンを攻略しようとする存在がいないのだからな。


　暇と少しの寂しさを紛らわせるために、言葉を話せる一本角の魔物を生み出してみたが、「リカルダ様のおっしゃる通りです」と、私の意見を肯定するだけのつまらない生き物にしかならなかった。刺激のない退屈な時間の中で、いつからか私は死ぬことについて考え始めていた。




　ダンジョンマスターともなれば、私を殺せる存在といえば同じダンジョンマスターぐらいしかいない。だが寿命で死ぬのを待つには、ダンジョンマスターの命は長すぎる。




　寿命を克服した意味はあったのだろうか？




　この先も永遠にこの退屈な時間が続くのであれば、いっそあのまま激しい戦闘に身を置き続け、その中で華々しく散ったほうがよかったのかもしれない。



「侵入者が来ました。リカルダ様、どうされますか？」

　両脇にコウモリの羽を生やした目玉のような姿のデミドラゴンが聞いてきたので、玉座に座ったままダンジョン内の映像を空中に表示させた。

　最近になって数を増やしてきた人間とかいうか弱い種族だ。しかも子供。迷い込んだらしくみすぼらしい服しか着ていない。まともな武器も持っていないのであれば、私のダンジョンで生き残れるはずがない。

　暇つぶしだと思って映像を見続けていると、子供は巡回中のゴブリンたちと遭遇した。ゴブリンたちは嗜虐的な笑みを浮かべると、子供を嬲っていく。すぐには殺さないようで、泣きわめく姿を楽しんでいた。


不快だな。



　弱い者をいじめるゴブリンどもも、抵抗すらせずに泣きわめく人間も。

　見ているのも嫌になってきたので映像を切ろうとする。

『消えちゃえ‼』

　突如として子供の手に澄んだ緑色のロッドが出現すると、竜巻が発生した。ゴブリンどもは血しぶきを噴き出しながら細切れになっていく。しばらくすると肉片になって地面にぼとぼと落ちていった。

　低レベルな戦いではあったが、圧倒的な弱者が強者を打ち破った。その事実が凍りつきそうだった私の心に火を灯した。

　長い年月を生きた私ですら知らない魔法を使えるのだ。今はか弱い子供でしかないが、鍛えたら強くなるかもしれない。それこそダンジョンマスターを殺せるほどに。久々に感じる高揚感が止まらない。ドキドキして心臓が張り裂けそうだ。

「楽しいことがあったのですか？」

　目玉のデミドラゴンが指摘してくれたおかげで、私は自分が笑っていることに気づいた。そうか、私は楽しいのか。嬉しいのか。自らを殺してくれるかもしれない可能性を持った子供を見つけて。

　その後の行動は、私にしてみれば早かったと思う。魔力を使い切って倒れている子供を転移魔法で拾うと、部屋を作ってベッドに寝かせた。起きた後は「行き倒れていたところを保護した」と恩を売って、食事をさせる。子供には親がおらず、帰る場所もないらしい。

　好都合だったのでダンジョンに住まわせ、何年もかけて剣や魔法を教えた。

　幸い子供は物覚えがよかったので、すぐに強くなり上位の魔物ですら一人で倒せるようになった。だが、まだ私を殺せるほどではない。




　それから何年経っただろうか。拾った子供——グイントラムは大人になり、そして老いを感じさせ始めていた。

　長いテーブルを挟んで二人で晩飯を食べていると、グイントラムが険しい顔をしながら話しかけてくる。

「私では、お母様の願いは叶えられません」

　グイントラムには、随分と前から私を殺してほしいと伝えていた。健気なグイントラムは、そのために何度も死にかけながら戦いの技術を身につけてきたのだが、時間が足りなかった。私がギフトと名付けた特別な能力を使ったとしても、届かない。


人間が二百年ほど生きられるのであれば違ったのかもしれないが、さすがの私も寿命を延ばしてやることはできなかった。



「ですが、方法がないというわけではありません」

　食べる手を止めてグイントラムを見る。

　表情は険しいままだが、目は輝いているように見える。まだ負けてない、終わってないと、物語っていた。

「どうするつもりだ？」

「人間の寿命では、お母様を殺せるまでに強くなるのは難しい」

　持っていたフォークをテーブルに置いて、立ち上がった。

「ですが、人間は子供を作り、自らの技術を子に継承させることができます。しかも個人ではなく集団で進化していく生き物です。私には無理だったことも、私の子孫が必ず成し遂げてくれることでしょう」

　ダンジョンマスターは強く、長い寿命を持つ。だからこそ集団で戦うことも、技術を誰かに伝えることもしない。

　だが人間は、その逆だとグイントラムは言った。

　他の種族に疎い私では、その言葉が正しいのかわからないが、久々に楽しいと感じてしまった。

「今から私は人間の社会に戻って、魔物を殺すための組織を立ち上げます。ここで覚えた魔法や戦闘技術を伝えて、いつか必ずお母様を殺しにきましょう」

「……できるのか？」

「もちろんです。そのために、私は生きているのですから」

　眩しい笑顔だ。短命だからこそ持てる命の輝きである。

　グイントラムが死んだら、私も命を絶とうと思っていたが、考え直さなければいけなくなったな。愛しい息子が言うのであれば、母として信じて待たなければいけないだろう。

「わかった。お前の言葉を信じよう。私と戦える人間が来るまで生きると約束する」

「ありがとうございます」

　喜んでくれると思ったのだが、悲しい顔をさせてしまった。まったく人間は何を考えているかわからん。

　だからこそ、面白いのだが。

「長い間、お世話になりました」

　別れるときはあっさりとしているんだな。食事を終えるとすぐにグイントラムは去ってしまった。

　人間はどうしてこうも気が短いんだろう。せめてもう数年は、今の生活を続けてからでも遅くなかっただろうに……。




　◇◇◇




「夢か」

　忘れかけていた記憶を思いだした。


想いを繋げ、私を殺せるほど強くなる人間はいつ現れるのだろうか。



　願わくは、グイントラムと同じギフト能力を持った人間に殺されたいものだな。



　万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す７〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが⁉〜




　２０２３年１月20日発行
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著作


無人島でエルフと共同生活




万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す




経験をスキルにする万能な能力を手に入れて、最強の探索者になりました




このたび、美女の住み込み家政婦になりまして！




悪徳貴族の生存戦略



　Ａｍａｚｏｎで好評販売中です！
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